
 

1 
 

会 議 録 

会議の名称 令和３年度第１回つくば市生涯学習審議会 

開催日時 令和３年（2021 年）10 月 21 日（木）開会 10：00 閉会 11：30 

開催場所 つくば市役所２階職員研修室(１)(２)※オンライン同時配信 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

会場：武田 直樹委員、木村 清隆委員、江原 功委員、岡田 克 

司委員、金川 清治委員、田中 秀夫委員、付 波委員、星埜 

祥子委員、松村 美枝子委員 オンライン：後藤 真紀委員、 

齋藤 靖夫委員、萩原 武久委員、福田 正雄委員 

その他 森田 充教育長 

事務局 

 

吉沼 正美教育局長、貝塚 厚次長、大久保 文子生涯学習推進

課長、色川 純子課長補佐、細田 政信係長、風巻 玲子主査、

渡邉 亮太主査（社会教育主事）、尾野 千明主事、大久保 竣

介主事、中山 克巳社会教育指導員、石塚 絵梨奈社会教育指

導員  

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数   ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

(１)第２次つくば市生涯学習推進基本計画の評価について 

(２)第３次つくば市生涯学習推進基本計画について 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 
 

１ 開会 
２ 挨拶 
３ 自己紹介 
４ 議事 (１)第２次つくば市生涯学習推進基本計画の評価について 

(２)第３次つくば市生涯学習推進基本計画について 

５ 閉会 
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１ 開会  

〇事務局：令和３年度第１回つくば市生涯学習審議会を開会いたします。 

２ 挨拶 

３ 自己紹介 

４ 議事 

〇議長：第２次つくば市生涯学習推進基本計画の評価について、事務局から説 

明をお願いいたします。 

〇事務局：第２次生涯学習推進基本計画の令和２年度の実績評価について資料 

２の説明をします。事務事業評価が特に低かった事業について、担 

当課から聞き取りをした内容を説明します。８月に委員様から御質 

問をいただいている回答も含みます。「施策１ 個人の自立に向け 

た学習機会の提供（１）④高齢福祉課の高齢者のいきがい対策」で、 

高齢者向けの社会活動支援事業が新型コロナウイルス感染症の影響 

により大会や講演会などは行えませんでした。活動功労者顕彰事業 

は、人を集めての表彰はしないで、功労者へ表彰状をお届けに行き 

ました。いばらきねんりんスポーツ大会も中止となりました。とも 

に実績評価がＤとなっています。次に、「施策２ 生涯学習環境の 

整備（３）学習成果を活かす支援と指導者の養成」は、企画経営課の 

ＯＢ人材活動支援事業ですが、新型コロナウイルス感染症で、対面 

での実施自体が停止状態でありＤ評価となりました。「施策４ 絆 

づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供（１）健康・スポーツ・ 

レクリエーション活動の推進」についてですが、スポーツ振興課の 

スポーツ教室の充実については、新型コロナウイルス感染症で、ス 

ポーツ教室が大きく減少したことから、評価がＤとなりました。例 

年比の成果が低下したものの、開催に向けて多くの対策を行い、小 

規模の教室等を開催するなど、コロナ禍で可能な限りの効果を上げ 
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たと分析しています。また、「（４）絆づくり・地域づくりにつなが 

る学習機会の提供」については、組織開発推進室が新型コロナウイ 

ルス感染症の影響で、グループをメインとした集合型研修であった 

ことから、実施ができず、評価はＥとなっています。ここで、当課か 

ら評価についての補足をいたします。コロナ禍で、事業が中止、延 

期又は方法を変えて実施するなど、あらゆる手段を検討しています。 

そのような有事の評価について、統一的な見解を事前に示していな 

かったので、組織開発推進室の評価はＥではなく、低／中／Ｄへの 

訂正をしたいと思います。続きまして、危機管理課の交通安全・防 

犯・防災活動への支援（出前講座等）講座ですが、防災意識の啓発 

が、新型コロナウイルス感染症の影響から大きく減少したことによ 

り、評価はＤとなっています。最後に「施策５ 生涯学習推進体制 

の強化（２）多様な主体とのネットワーク行政の推進」です。スポー 

ツ振興課が体育協会、スポーツ推進員の育成として２事業でＤ評価 

となっています。評価の理由は、月例点検や財政支援対策会議の実 

施はできたものの、新型コロナウイルス感染症の影響で、各種事業 

を中止せざるを得なかったということです。この評価には、委員様 

からも御意見をいただいています。スポーツ協会側の立場から、何 

も成果が残せず、悔しい思いをされております。このような時こそ、 

ネットワーク行政の推進が重要であり、そのキーワードが、他者と 

の連携・つながりであるという御意見をいただきました。次に「施 

策５ （３）つくばの特性を生かした生涯学習の推進」です。科学フ 

ェスティバルは、生涯学習推進課の事業ですが、新型コロナウイル 

ス感染症の影響により、例年、つくばカピオで行っていた科学事業 

イベントは中止となりました。しかしながら、イベントに代わる科 

学動画を配信して、つくば市の特性を生かした科学教育を継続しま 
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した。続きまして、フォレストアドベンチャー、筑波山ビジターセ 

ンター、筑波山梅まつりについては、観光推進課が新型コロナウイ 

ルス感染症の感染対策を徹底して、フォレストアドベンチャー、筑 

波山梅まつりを行えた期間もあったものの、来場者は大きく減少し 

ました。また、筑波山ネイチャーガイドツアーは、中止となりまし 

た。最後に、ジオパーク室の筑波山地域ジオパーク推進事業では、 

新型コロナウイルス感染症の影響により、学術シンポジウムを一部 

オンラインにして開催しました。会議やジオツアーなど、多くのイ 

ベントが実施できなかったことが理由で、Ｄ評価となりました。オ 

ンラインを利用することで、ジオパーク拠点の整備を進めるための 

基本構想・計画は策定できました。以上、Ｄ評価について説明いた 

しました。評価を全体的に見て、統一した見解を生涯学習推進課か 

ら事前に示すことができなかったため、評価にばらつきが出てしま 

いました。Ｄ評価を受けて、何度かヒアリングを行って、担当課の 

評価を尊重して採用しました。これで、令和２年度の実績は、説明 

を一旦終わります。 

○議長：ありがとうございました。それでは、委員の皆様から、御質問・御意見 

等がございましたら、お願いいたします。委員、どうぞ。 

○委員：前回の２月 26 日の会議の中で出ました御意見、私も４点お聞きしたと 

思うのですが、担当課との協議、あるいは、進捗状況について報告し 

ていただきたいというようなお願いをいたしましたので、その状況を 

お聞かせ願いたいと思います。 

○議長：これは、第２次生涯学習推進基本計画の評価に関する協議ですか。こ 

の評価のことではなくて、また違うところの説明を求めたいというこ 

とでしょうか。 

〇委員：そうです。 
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○議長：その議事に関連するものが、私の手元にありません。 

○事務局：２月 26 日の議事録が手元にあります。すみませんが、４点、質問を 

確認したいのですが、お願いいたします。 

○委員：会議録の７ページです。取組み、改善や問題点というところで、問題点 

を把握して、市民ニーズを満足させるよう担当課と協力して進めるよ 

うにお願いしたいことが１点。それから、学習の成果を活かすと同時 

に地域の課題に挑戦するという言葉が、少しきついような気がします 

ので、この辺りの文言を少し考えていただきたいと思います。それか 

ら、３点目。地域交流センターの図書については、古い本がかなり多 

いので、担当課と協議して、これらの改善をお願いしたいと思います。 

それから、障がい者の予約について。これについても、駐車場等では、 

優先しているところがありますので、予約等についても、担当課との 

協議をお願いしたいと思います。以上、４点でございます。 

○議長：そうですね。評価から始めたいと思ったものの、今のところで御説明 

ができるようでしたら、お願いいたします。 

〇事務局：昨年度の御意見４点ということで、1 点目は各課等と協議をして作っ 

ているのかということでよろしいでしょうか。委員様の言う、最後の 

第２次生涯学習推進基本計画の５年度目なので、その４年度までの計 

画を踏まえ、５年度も各課には、ヒアリングをして、調整をしたと認 

識しております。よろしいでしょうか。２点目の言い回しがきついと 

いうのは、具体的にお願いいたします。 

○委員：地域の課題に挑戦するというような言い回しですので、これを柔らか 

い文言にしていただけませんかというようなことをお聞きいたしまし 

た。 

〇事務局：質問を確認いたしました。３点目の図書館の話でしょうか。そちら 

もすみませんが、紙で回答するという形で、それでよろしいでしょ 
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うか。 

○委員：８月の段階で「御意見・御要望に関する回答票」を作られておりますの 

で、できれば、こういった形で表していただければ、ありがたいと思 

います。 

〇事務局：承知いたしました。 

○議長：ありがとうございます。教育局長、お願いします。 

○教育局長：御質問をいただきまして、ありがとうございます。ここで回答で 

きない部分については、先程、担当からお話があったとおり、紙で 

回答したいと思います。改めての回答になりますが、分かる範囲 

で、少し回答に漏れがありましたので、私から少し追記をさせて 

いただきたいと思います。１点目の各課との協議ですが、これら 

につきましては、第２次生涯学習推進基本計画を踏まえまして、 

最終年度ということで、先程、担当からもありましたが、これに基 

づいて各課と協議をしている結果が資料２であります。先程、説 

明から少し漏れておりましたが、資料３にもう少し細かく、内容 

等についても載っておりますので、こちらも併せて御覧いただけ 

ればと思います。３点目の地域交流センターの図書室の本のお話 

ですが、確かに、先般の議会等でも、御質問をいただいているよう 

な状況もありましたが、こちらにつきましても、中央図書館で少 

し確認をしながら、あるいは地域交流センターから、状況を報告 

いただいておりまして、本をどういう風にリニューアルできるか 

というようなところについても協議がスタートしております。例 

を挙げますと、ある地域交流センターで、本が少し古かったとい 

うようなことがございました。担当は市民部になりますが、廃校 

になった学校にある本がまだ使える、十分に新しい本があって、 

地域交流センターも、是非、その本を活用したいというような御 
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要望もございましたので、そういったものについては、図書館の 

本を活用する。まず、先に使えるものということで、活用させてい 

ただいて、地域交流センターに置かせていただいたというような 

ことはさせていただいております。今後につきましては、地域交 

流センターと図書館との間で、よく協議をしながら、リニューア 

ルと言いますか、図書館の本について古いものを変えていく、そ 

ういったことに取り組んでいるところでございます。補足して御 

報告をさせていただきました。 

○委員：教育局長、ありがとうございました。こういった質疑に対して、担当課 

と協議した云々については、８月の段階で回答票がございます。こう 

いった形で、同じように回答いただいて、次回の審議会で報告してい 

ただくとありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長：ありがとうございます。令和２年度の事業評価に関しては、いかがで 

しょうか。 

○委員：Ｄ評価の元になっていることは、コロナ禍でできなかったという形で、 

Ｄ評価になっていると。それで、Ｄの評価というのは、費用対効果あ 

るいは成果に対する効果とか、いろいろなことが書いてありますが、 

そのＤという表現を見た時に「非常に変だな」と。できないことに対 

して、Ｄ評価ということで、コロナ禍のような特別な場合には、Ｄと 

いう部分は必ずしも合っていないというふうに全体を見まして感じま 

す。そうすると、Ｄという評価をどう頑張ればいいのかということに 

なりますと、コロナは来なければいい訳で、逆にコロナを克服できる 

という形で、このマイナス面のような形が非常に強調されてしまって 

いて、全員、頑張っていると思います。それをＤという形で評価する 

ということに対して、この評価項目は、少し変えることが必要だろう 

と思います。特に、新型コロナウイルス感染症のことに関して、その 
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他の場合にはないでしょうけれども、いくら頑張ってもコロナ禍でで 

きないのですから。そういうような形で、このＤ評価という問題は、 

少し考えてもらって。評価の仕方ですが、一般の人が見た時に「何だ 

Ｄか」と。「じゃあ、やめちゃえ」と。そういう形になってしまいます 

ので、その評価について考えていただきたいと思います。 

○議長：副議長、どうぞ。 

○副議長：委員に失礼かもしれませんけれど、私も同感でございます。場合に 

よっては、コロナだからやらない、やらない理由になってしまうよ 

うな、もしくは何かネガティブのような形で、職員もしくは各種団 

体の方はすごく準備をして、２か月、３か月先が、もしかしたらで 

きるかもしれないという思いで準備をして来られた。しかし、残念 

ながら取りやめた。そういった部分も職員の方々もしくは団体の方 

々は、本当にいろいろな工夫をされて、「これができる」、「あれ 

ができる」という、そういった取組みのプロセス、過程を評価でき 

るような形で、判断基準をＤということではなく、工夫していただ 

きたいと思います。私は、本当に目の当たりにしているところを見 

まして、「残念である」と本当に痛く、共感するところでございま 

す。特に、資料３の 15 ページの施策の「施策４ 絆づくりと地域づ 

くりに向けた学習機会の提供（１）健康・スポーツ・レクリエーショ 

ン活動の推進」のスポーツ推進振興課の評価がＤになっております 

けれども、スポーツ教室の成果課題では、「新型コロナウイルス感 

染症の感染拡大状況に臨機応変に対応することで、計画の半数以下 

ではあるが、教室を開催できたことは大きな成果であると考えてい 

る。」という形になっています。大変厳しい中でありながらも、半数 

であるけれども、工夫をして、教室を開催して、スポーツの教室で 

大きな成果があると書いてありながら、Ｄという評価というのも少 
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し残念かなと思いますので、評価の仕方、本当に現場では大変な思 

いをされています。是非、委員の方々の御意見をいただきながら、 

基準の物差しを変えていただく、もしくは、この評価も末代まで残 

る可能性がありますので、改定を含めて修正をいただければと思い 

ます。 

○議長：このＤ評価については、事前のコメントでも、コロナ禍であり、行政能 

力を越えた有事、災害な訳です。これを他と同じようにＳＡＢＣＤＥ

の評価をしていいのかということだと思いますので、その辺のコメン

トをお願いいたします。 

○事務局：ありがとうございます。その辺の有事については、考えにありまし 

た。審議会で御意見をいただいたことを生涯学習推進本部会議に諮 

って、Ｄ評価が少しでも違う評価になるように、御提案させていた 

だきたいと思っております。課の案としては、「Ｃ評価でどうか」と 

担当課には、問いかけをしたところですけれどもやはり実施できて 

いないのでⅮ評価との回答でした。 

○議長：副議長、どうぞ。 

○副議長：Ｃ評価って言うのですか。著しい評価というのも私的には少し疑問 

を持ちます。できなかった理由、やろうとしたら、先程、申し上げま 

したように、本当に準備をして、こういった形でやろうとしたが、 

実現できなかった。それは、来年の基礎になる訳ですから、そうい 

った中身を評価した上で、時にはＡでもいいと思います。内容によ 

っては、是非、そういった分析をして、その時に括弧書きをして、 

「実はこういう形です」と。文章や文言の数に限りがあるかもしれ 

ませんが、何か工夫をしていただいて、少しページを増やしてでも、 

こういった事情でできなかった。しかしながら、こうだった。来年 

に続くので、これは、ＢとかＡとかという形で、一律Ｂということ 
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は、特に職員の方々のやりがい、達成度合いということもネガティ 

ブになってもいけないのかなと思います。本当に大切にしたいと思 

いますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員：ＳＡＢＣＤＥの項目というのは、空欄にすることはできないのかなと 

いうことと、もし、空欄にできないのであれば、例えば、それぞれのと 

ころで、これは、ＳＡＢＣＤＥの評価は無理というところは、※１と 

か※２と書いて、そこで、別の欄のところに、もうちょっと詳しい理 

由を書くとか。数字で評価をすることに、ものすごく引っかかる部分 

があって。それを開催する、実施するまでの経緯というものの評価が、 

全くなされていないということが一番問題で、成果主義という、そこ 

の一番いけない部分がこういうものに出てきてしまっているのではな 

いかと思います。その辺もちょっと考えていただけるとありがたいで 

す。 

〇議長：委員、どうぞ。 

○委員：私も似たような意見ですが、今までの評価だとＳＡＢＣＤＥになって 

いるのですが、コロナ禍で中止になり、できなかったということは、 

よく分かっています。次の年度は、実施する時の人材不足とか経験不 

足につながるので、その準備をすると思います。いろいろなところを 

評価する方がよろしいかと思います。 

○議長：ありがとうございます。Zoom で参加されている方も、手挙げ機能があ 

りますので、御意見をいただければと思います。委員、どうぞ。 

○委員：評価できないのだから、ＳＡＢＣＤＥのほかにＦとかつけて、そこに、 

「今回はこういう形で評価できない」と。むしろ評価できなというふう 

にした方がいいと思います。私、これを見ていても、次の年度にどう頑 

張りたいか、頑張りたいの次は、上に行きたいというような、そういう 

ふうな形を読んだ人が、実際にやっている人達が感じとれるような、そ 
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ういう形にしないといけないと思います。評価がＳからＥまで分かれて 

いるのは、いいのだけれども、その上を目指すという状況で、今日言わ 

れて見ていても、全体から見ると、Ｂが多いけれども、そうかなと。む 

しろ、それを抑えているのではないかという感じがします。Ｂがほとん 

どで、80％、90％がＢというのは、日々、競争して一生懸命頑張ろうと 

いう意識みたいなものが、この中に表現されてないと思います。10 ぐら 

いに分けてもいいけれども、あまり細かに分け過ぎて、見ていたら「何 

だ、みんなＢじゃないか」と。これは、よそから見た時に評価という意 

味では、「えっ」と思うような評価に思います。現実には、点数をつけ 

ていただいているけれども、「80％、90％ぐらいがＢです」という形で 

す。これをよく見ていたら、相当、いろいろな中に書いてあるにも関わ 

らず、Ｂで決まっているというような評価の仕方。この評価の仕方も難 

しいけれども、私としては、非常に細かくできている割には、その出て 

きた結果が、それをうまく表現されていない。そういう風に見えてしょ 

うがない。そういう意味で、先程、評価できない場合には、良くなれよ 

という部分を作って、Ｆは今回、それで評価できなかったというふうに 

素直に言われた方が、よろしいのではないでしょうか。 

○議長：委員、どうぞ。 

○委員：大変イレギュラーな時期に、正常な時期の評価をするということは、 

大変なことだと思います。ですから、分けて考えていただいて、おそ 

らく、今回のコロナ禍のような状況の中で、私の関わっているスポー 

ツだけではなくて、他の部分についても、ほとんどのイベントはでき 

なかった。できなかったことを現状の評価でやると、多分Ｄという評 

価になってしまう。ですから、今回については、評価の方法も考えな 

ければいけないと思います。古い評価のＳＡＢＣＤＥでやることによ 

って、Ｄという評価をしなければいけないというのは、今、委員の皆 
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さんが御意見・御発言をなさっているように、無理があるのだろうと 

思います。ですから、そこを分けて評価をすることと同時に、今度や 

らなければいけないことは、私も協会の会長をしていますけれども、 

イベントができなかった時に、スポーツは何をすることが市民の皆さ 

んにとっても、あるいは自治体にとってもいいのかということを検証 

しなければいけません。そういう意味では、評価をすることと今後に 

いろいろなことをするということを分けること。まずは、今回の評価 

については、評価の方法を分けて、改めて評価の方法を考えるという 

ことを提案したいと思います。 

○議長：委員、どうぞ。 

○委員：この資料を初めて見させていただいて、評価されることは、とても大 

事だと思うのですが、評価をした後に、その反省点を今後どのように 

活かすのかということが載ってきていないので、その辺りも職員の方、 

頑張ってやっていらっしゃるので、今後、どのように展開していった 

らいいのかということも載っているととても分かりやすいですし、つ 

ながっていくのかなと思います。 

○議長：ありがとうございます。まずは、評価方法。例えば、私の大学では、学 

生が全く出席しないと成績表にＦがつきます。評価できないというこ 

とですね。失格ということになりますが、今回は、失格という表現で 

はないと思いますけれども、やはり、別次元で考えて評価できないと 

いうところがあった方が、きちんと経年変化も含めて捉え切れるので 

はないかと思います。その辺はいかがですか。委員からも御意見があ 

りました評価後ということも含めてですが。 

○事務局：考え直す時期だと思いますので、その御意見を参考に評価の仕方も 

第３次生涯学習推進基本計画で考えさせていただきたいと思います。 

○議長：是非、違う枠組みで考えていただいた方が、今後にも生きてくると思 
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います。事務局、お願いいたします。 

〇事務局：コロナ禍で、委員様が言ってくださったように、行政サービスを提 

供するために、計画を立てて、できるところは取り組んでいるとい 

うことを評価いただいていることを皆様にお伝えしたいことと、ま 

た、今後のコロナ禍の中で、あくまでもＳからＥの指数ではなく、 

事業の達成度合いをはかる、その過程も大事だということ、ただの 

成果の数だけではないというところも伝えつつ、今後の総合評価に 

つなげていきたいというところで、課で共有していきたいと思いま 

す。ありがとうございます。 

○議長：委員、どうぞ。 

○委員：過程を大事にして評価するということは、お話をいただいたので、分 

かりました。できれば、これから評価をする時にＢが多いので、コロ 

ナ禍であっても、評価の高いところがありますので、そういう事例に 

ついて、皆さんと共有すると良いと思いました。 

○議長：これからの５年計画となります第３次生涯学習推進基本計画は、次の 

審議になります。それでは、第２次生涯学習推進基本計画の５年間の 

全体評価ということで、事務局から御説明をお願いいたします。 

○事務局：第２次生涯学習推進基本計画の５年間の全体評価について説明しま 

す。資料１－２は、担当課ごとの第２次生涯学習推進基本計画５年 

分の事務事業総合評価です。令和元年度までの評価は、多くの事業 

で総合評価がＢとなり、生涯学習の取組みを全庁的に着実に実施で 

きました。また、総合評価がＡ以上の事業については、年度の上が 

り下がりはあるものの、令和元年度には、５事業が該当し、高い成 

果を上げる事業もありました。令和２年度は、新型コロナウイルス 

感染症の影響により、対面で多くの人が参集する事業が実施できま 

せんでした。そのような中、リモートの実施、ＳＮＳの作品発表、 
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YouTube の公開や周知方法の工夫など、前向きな取組みが見られま 

した。しかしながら、組織開発推進室の低/低/Ｅの評価を訂正させ 

ていただいた上で、コメント欄のまとめとして、評価の妥当性につ 

いて、コロナ禍においては、災害級の有事ということで、１年間の 

評価として、Ｄ評価は別枠ということを追記して、この５年間の事 

務事業の評価をまとめました。次に、資料１－１は、成果指標の目 

標値として挙げた項目で、市民意識調査から、若干、目標値には到 

達できていない状況もありました。この背景としては、第２次生涯 

学習推進基本計画において、重点事業と設定した項目を中心に各部 

署で取り組んだものの、様々な内容で各部署が取組みを進めていた 

ため、全体としての取組みを充実させることができたのですが、市 

民ニーズを十分に満たすことはできていなかったと考えられます。 

市民の多くが、生涯学習に関心がある一方で、学習活動に取り組ん 

でいる市民は、限られているという状況が明らかになっていると思 

います。生涯学習の環境整備は、根気よく継続して取り組んでいく 

ことが大切であると思いますので、第３次生涯学習推進基本計画に 

もつなげていきたいと思います。こちらは、５年間のまとめとして、 

生涯学習推進対策本部の会議にも提出したいと思っております。 

○議長：ありがとうございます。そうすると、５年間の第２次生涯学習推進基 

本計画の評価というのは、資料１－１の５項目が軸になるということ 

でよろしいですか。 

○事務局：そうなります。 

○議長：皆様から御質問はございますか。委員、どうぞ。 

○委員：資料を見せていただいて、ちょっと言葉が抜けているのかなと思いま 

す。最初に、言葉のチェックですが、資料１－１の下の文章の中で、真 

ん中辺りに「全体として取り組みを充実さることはできたものの」と 
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書いてある「充実させる」の「せ」が抜けているのかな。どうでしょう 

か。それから、まとめとして見た時に、２行目の一番最後から「様々な 

内容で各部署が取組を進めていたため」とありますが、これは悪いこ 

とではないと。様々な方法でやってきて、問題はないのではないかと 

思います。逆に言うと、その後の文章に「全体として取り組みを充実 

させることができたものの、市民ニーズを十分満たすことができてい 

なかった」という言い方だとちょっと文章がおかしいのではなかろう 

かと思います。「このような形でやったために、市民ニーズを十分に 

満たすことできなかった」というような文章の流れでないと。ここに 

書いてあるように、「様々な内容で各部署が取組を進めていたため」 

と書いてあると、それは結構ではないかと。けれども、この文章と最 

後の「市民ニーズを十分に満たすことができていなかった」の文章が 

ぶつかるので、うまく流れができていないのではないかと。そこのと 

ころは、文章を直した方がよろしいのではないかと思います。それか 

らもう１つ。目標の数字だけれども、目標の前のところは、計画時の 

現況、目標、実績と書いてあります。特に（５）のところで、目標は 

40％であるというふうに考えてあるけれども、どうも一般的に見ると、 

最低５0％とか 60％とかいう目標にしなければ、目標は低いのではな 

いかと思われてしまうのではなかろうかと思います。この文章は、分 

かる人には分かるのでしょうけれども、目標は 40％ですというのは、 

ちょっと低いのではないかと思います。それは、昨年、その前の年が 

32.9％だから、これよりも高い値を目標値に捧げたという、そういう 

見方をすれば、見えないこともないけれども、難しいことだろうけど 

も、目標 40％というのは、「32.9％だから次の年は 40％にしましょう」 

というような形の流れで書かれているとすると、目標というものがあ 

やふやになって、読む人が「たかだか 40％か」というような見方にな 
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ってしまうので、この辺も、少し注意された方がいいのかなと思いま 

す。私が初めて見ても「目標はこんなに低いの」と、そういう形にな 

ってしまうので、そこら辺も何か工夫する必要はあるのではなかろう 

かと思います。 

○議長：ありがとうございます。おっしゃるとおり、「ものの」と言う言葉が２ 

回書かれているところと、目標設定について、事務局からコメントを 

お願いいたします。 

〇事務局：御意見ありがとうございます。「（５）生涯学習推進体制の強化」の 

ところとあわせまして、その文言の下部のところですが、確かに、 

文章がつながりません。失礼いたしました。御指摘ありがとうござ 

います。「各部署が取組を進めていたため、全体として取り組みを 

充実させることはできたものの」というところで、全体としては、 

目標の数値には、取組みができなかったというところで、含ませた 

分で訂正させていただきます。それと、実績を鑑みて、令和元年度 

の目標値が低いということですが、こちらは事前に、計画を立てた 

時に、目標値を 40％と設置しているところなので、そちらもお含み 

いただければと思います。 

○委員：「さる」と文章を間違えていたのは分かりますか。それから、「様々な 

内容で各部署が取組を進めていたため」というのは、必ずしも悪いこ

とではないので、後で文章を直していただければと思います。 

○議長：いかがですか。委員、どうぞ。 

〇委員：目標の数字ですが、私も勉強不足で、どういう風に決められたのかは、 

よく分からないのですけれども、この数値目標を見た時に、計画時の 

現況と実績から見ると、32.9％から 40％に数字を上げるのは、すごい 

ことだと思います。私は、子育てをしていますので、例えば、子どもの 

成績が 90 点だったら、「次の目標は 92 点だね」というふうに言える 
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と思いますが、子どもの成績が 30 点の時は、「次の目標は 90 点だね」 

なんて言ったら、やる気をなくしちゃうと思います。例えば、ここの 

計算だけ、ここ３か月間頑張ってやれば、次は 40％に行けるかなとい 

うふうに私は思います。確かに、40％は一般的に考えると低い数字だ 

と思います。でも、今までの実績から考慮すると、結構、高い目標だと 

思います。逆に言うと、何を改善したら、この数字を達成できるのか 

と疑問に思います。 

○議長：いかがですか。 

〇事務局：御意見としていただきます。第３次生涯学習推進基本計画を立てた 

時にも、第３次生涯学習推進基本計画の冊子にも、既に、令和元年 

度の目標のところでは 40％ということで、位置付けておりますので、 

御承知いただければと思います。 

○議長：この目標というのは、どういう場で決められるのでしょうか。この 40％ 

にしようとか、50 万人にしようとかというのは。 

〇事務局：第２次生涯学習推進基本計画から第３次生涯学習推進基本計画の時 

に、今いらっしゃる委員様もいらしているとは思いますが、アンケ 

ート、パブリックコメントの御意見も取り入れて、委員様の御意見

も取り入れての目標値かと思います。 

○議長：この審議会でも諮っている数字ということですね。委員、どうぞ。 

○委員：先程も申し上げたのですけれども、評価をまとめるということは、と 

ても大事だと思うのですが、目標を立てて、先程の評価をしたところ 

で、やはり、この目標を達成するために、どうしたらいいかというこ 

とが話し合われて見えてこないと、評価をする意味がないと思います。 

ですから、その辺もここに載ってくるといいのですが、こういう方針 

で第３次生涯学習推進基本計画に向かっていくというのが、この資料 

からは見られないので、その辺りまで皆さんで考えられたらと思いま 
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す。 

○議長：おっしゃるとおりです。実績が出ているものをどういう風に克服する 

というか、どういう風にプラスに変えていくかという、その辺りは、 

どのように反映されていくのでしょうか。 

〇事務局：同じことになってしまうのですが、生涯学習に関する市民意識調査、 

平成 28 年度、令和元年度と市民意識調査も行っておりまして、その 

中の問いにある中に５つの柱が反映されているというところで、数

値の目標設定をします。 

○議長：委員の御質問は、実績が載っているものの、どういう風にすれば、目標 

達成に向かって進んでいけるのかというような、そういったコメント 

なり、それがここだということが、この資料からは垣間見ることがで 

きないので、それをどういう風に表現していくかというところですが、 

それを踏まえた上で、第３次生涯学習推進基本計画があると思うので 

すが、いかがですか。 

〇事務局：第３次生涯学習推進計画の中では、重点目標として、ピックアップ 

してありますので、それを踏まえて、委員様の御意見をいただき、 

改善をしていければと考えております。 

○議長：第３次生涯学習推進基本計画の中でレビューされているということで 

すか。第２次生涯学習推進基本計画に関しては。 

○事務局：昨年度の計画を担当していましたので、計画の数値を証明させてい 

ただきたいと思います。今回、特に疑問に上げられたところで、市 

民意識調査の施策の評価の値について、もう少し高い方がいいので 

はないかという御意見がございました。まず、市民意識調査ですが、 

つくば市の国際化の取組みなど、全体で 40 項目程あります取組みの 

一つに「生涯学習についてどう思いますか」という質問があります。 

参考までに、多くの設問で大体 50％ぐらいは、「分からない」と回 
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答をしている方がいらっしゃる状況です。「不満」、「やや不満」と 

する回答が、大体１割から２割というような形になっておりますの 

で、多くの方は、生涯学習について聞かれても答えられないという 

方が多いという状況です。そういった部分で、まずは、確実にその 

生涯学習の取組みを知っていただき、それをさらに良いと思っても 

らうという形で数値目標を考えて、40％にさせていただきたいとい 

うふうに考えておりました。また、計画全体としては、平成 28 年度 

と変わらないのではないかと思われるかもしれないのですが、第２ 

次生涯学習推進基本計画の反省としまして、先程、お話がありまし 

た部分を補足させていただきますと、こちらは、各課で目標を持っ 

ていますので、こういうことをやりましょうということで進めてい 

きましたが、やはり各課にもそれぞれ目標があるという状況もあり 

ましたので、全体として、つくば市の生涯学習をどう盛り上げてい 

こうという視点が十分になかったことが我々の反省点です。生涯学 

習推進課として、そこの音頭が取りきれていなかったところがあり 

まして、文言を入れさせていただいたという経緯があります。計画 

の実施、目標値の設定についての考え方ですが、「まずはしっかり 

と取組み、足場を固めていこう」と５年間十分に取り組めなかった 

ところを反省して、「できる限り生涯学習を盛り上げていこう」、 

「当初の目標は、確実に達成していこう」というところで、このよ 

うな目標値を設定させていただいております。あくまで目標値であ 

りますので、それを上回る成果は、当然、我々としても出していか 

なければならないという認識でいるところです。そういった形で、 

評価の値などを設定させていただきました。数値目標の設定の中で、 

実際、第２次生涯学習推進基本計画と変わらない目標になっていま 

すが、そういった趣旨で作成させていただいているということで、 
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お話をさせていただいたという経緯がございます。以上、補足をさ 

せていただきました。 

○議長：よろしいですか。どうぞ。 

○委員：何故、私が評価後の今後の改善点について、表記があればいいなと思 

うかと言いますと、私は協議会の代表として来ておりますので、職員 

の方が、この目標を達成するために、「ああしたい。こうしたい。」と 

いうことが、ここに見えていれば、協議会として協力できることがあ 

るかもしれないというところも見えてくると思います。やはり、横の 

ネットワークが、広がっていくのではないかなと。今まで実現できな 

かったことが、できるようになるのかもしれないというところも期待 

をしていますので、そこのところを御一考願えればと思います。 

○事務局：御意見にもありました評価に対する反省というところで、次にど 

うしていくかという話がありましたが、第３次生涯学習推進基本計 

画では、数値による目標ということで、このような事業で何かやる 

ということを委員の皆様にもお示ししているかと思うのですけど 

も、その裏側では、計画にも書かせていただいているとおり、「評価 

の観点」で、それぞれの事業については、こういうことをこの５年 

度間で進めていきたいというところで、事業概要や各課に対しては、 

このような形でどうでしょうという形で調整させていただいていま 

す。そういった部分で、この５年度間で目指してあるギャップ、例 

えば、今日もオンラインで審議会を開催させていただいております 

し、第３次生涯学習推進基本計画でも、「オンライン講座に取り組 

んでいきます」と宣言させていただいておりますが、まだまだ技術 

的に追いつかない部分があり、実際は参加者も会場に来たいとか、 

オンラインでやりたいけれど、オンラインのやり方がそもそも分か 

らないなど、既にいろいろな課題がこの半年、この計画を受けても 
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出てきている状況ではありますので、例えば、オンラインの講座に 

取組むような環境を作ることも必要ではないかと思います。また、 

「評価の観点」では、大きな目標を立てながら、取組みを進めてい 

る第３次生涯学習推進基本計画の各事業になっています。そういっ 

た部分で、市役所がすべてを行うことは、生涯学習推進基本計画の 

中では、不可能だとは考えております。先程、協議会の御協力も是 

非との話がありましたので、我々もお力をお借りできるところがあ 

れば、御相談させていただきたいと思いますし、我々自身、至らな 

い部分が正直あると思いますので、そういった部分で、お声掛けを 

いただければ、我々としても、お互いに取り組めたりしますので、 

協力や連携を深めていく機会を間口は狭めずに広げて設けていきた 

いというふうに考えております。ただ、それが市民の皆様や審議会 

委員の皆様には見えづらいことは、確かにあります。これから具体 

的に第３次生涯学習推進基本計画の中身に入りますが、このように 

管理した方がいいのではないかという御意見をいただきながら、修 

正を加えていければと思っております。第３次生涯学習推進基本計 

画は、状況に応じて、うまく柔軟に対応できるような形で策定させ 

ていただきましたので、是非、委員の皆様の御意見を踏まえながら 

進めさせていただければと考えております。 

○議長：ありがとうございます。委員、どうぞ。 

○委員：話が後に戻って申し訳ないのですが、先程の目標値は何％とあります 

が、例えば、プラスで出したらどうですかということを思いました。 

40％ではなくて、32.9％から 10％プラスするとか、全部統一するとど 

うなのかなと思いました。 

○議長：いかがですか。この何％という数値とは別に、プラス何％、何ポイント 

上げましょうというのは。そういう考え方もあるのではないかというこ 
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とですけども。委員、どうぞ。 

〇委員：先程、事務局の説明ですと、32.9％という数字は、アンケートの答えの 

中で、半分ぐらいの方の「分かりません」という答えを除去して、さら 

に１割か２割不満があるということを除いて、残った数字が 32％とい 

うふうに考えると、上の４つの評価がすごく分かりやすくなりました。 

人数とかは統計しやすいのですが、質問の仕方によって変わってくる 

のではないかと聞きながら思いました。 

〇事務局：市民意識調査に関しては、例年、同じ形態でしておりますので、アン 

ケートの文言が大きく変わるということはないと考えています。例

えば、先程、申し上げました国際化や交通安全、そういった事業も

実は同じように、全体で 40 から 50 項目くらいあったと思います。

その中の１項目に入っており、丸をつけづらいというところは、調

査票の形式ではあるのですが、一方では、我々の課が設置されてい

る理由というところでは、生涯学習を盛り上げていかなければなら

ないというのは、目標あるいは使命だと思います。幾項目かあり、

お答えづらいというのが正直あるのですけれども、市民意識調査以

外にも生涯学習の調査は５年に一度実施しておりますので、そうい

った部分でより詳しく、その状況を把握できるような形で役割を分

けまして、その裏側にある事情や背景は、意識調査で明らかにでき

たらというふうに考えております。 

○議長：様々なコメントいただきまして、ありがとうございます。第２次生涯 

学習推進基本計画単体ということではなくて、第３次生涯学習推進基 

本計画をどういう風に評価していくかというところもありますので、 

まとめてやった方が効果的というふうに思いました。第３次生涯学習 

推進基本計画の御説明をお願いできますか。 

○事務局：それでは、資料５を御覧ください。第３次生涯学習推進基本計画で 
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は、重点事業を精査したことから、それぞれの達成状況について、

進捗状況調査票を作成しましました。こちらで進行管理を行うこと

になります。方向性については、34 事業を評価しております。次

に、事業ごとに評価の観点を定めまして、翌年度の初めに、事業の

取組みを各担当課と生涯学習推進課で評価をいたします。評価の観

点とは、第３次つくば市生涯学習推進基本計画の基本理念を実現す

る上で、各事業で特に達成に図る内容を掲げました。数値による目

標だけでなく、数値以外の観点を設定することで、生涯学習の取組

みをより多面的に把握できると考えました。続いて、進捗状況の点

検評価ですが、基本的に有効性・効率性で、総合評価としますが、

新型コロナウイルス感染症等で事業の中止が続く場合など、社会状

況を見ながら、その都度、柔軟な対応を検討していきたいと思って

います。こちらは、基本理念であります「つながる 広がる つく

ばの生涯学習」の実現に向けた調査票の内容を設定しました。なお、

10 月 27 日において、生涯学習推進本部会議を庁内で開催いたしま

すので、第３次生涯学習推進基本計画について実施状況を報告して

よろしいかお伺いします。 

○議長：第３次生涯学習推進基本計画には、それぞれ個別の事業があり、それ 

に対する評価の観点ということで、事業計画と数値目標が書いてある 

ということですね。これは、先程、委員の御発言にもつながると思い 

ますが、これまでの評価の結果を考えた上で、このような評価の観点 

が浮かび上がってきているということで、よろしいですか。 

○事務局：まちづくりの基本的な指針の２点、未来構想等、つくばを力に未来 

を作るという基本理念を掲げられたもののほか、人と人とがつなが 

り、よりよい社会を作り出す力である社会力育成が盛り込まれたも 

のを重点において、取入れたというところでございます。また、そ 
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の生涯学習の成果を事務局からも説明があったように、成果を生か 

すために地域や協議会様の協力、社会の課題に少しでも挑戦して、 

つくば市の地域をさらにより良いものにすることで、この目標を設 

定したということでございます。 

○議長：ここでは、評価の仕方、進捗管理の仕方を委員の皆様にお諮りすると 

いうことでよろしい訳ですね。質問やコメント等がございましたら、 

お願いします。委員、どうぞ。 

〇委員：図書館の利便性の向上事業で、閉館時間を午後５時から午後７時にと 

いうところがあるのですけれども、私は東京出身ですが、確か図書館 

は夜９時くらいまで開いていたかと思います。今までこちらの図書館 

を利用することはあまりなかったので、午後５時までということに逆 

にびっくりしておりまして。それでも夜７時まで延長されることは、 

とても良いことだと思っております。ですが、部活を終えた高校生と 

かは、夜７時で閉まってしまうと、図書館の利用は難しいのかなと思 

ったりします。私も高校生ぐらいまでは図書館を利用できていたので。 

将来的に夜９時ぐらいまでを目標にしていただきたいなと思います。 

これは意見というよりも願望です。 

○議長：いかがですか、どうぞ。 

〇事務局：御意見、願望を頂戴いたしました。付け加えて、図書館の計画の中に 

盛り込まれていますとおり、市内に 48 か所のステーションを設けて

いるということで、火曜日から土曜日に児童図書館車を２台使って

巡回したり、また、貸出・返却等のサービスも行い、２週間に１度の

頻度で今年度は循環をしますということで、かなり市民サービスに

向けては、取り組んでいると思っております。補足でございますが、

よろしくお願いいたします。 

○議長：令和３年度事業計画ということは、もう既に実行に移っているものも 



 

25 
 

多くあるということですよね。他の御意見、ございましたら、お願い 

いたします。委員、どうぞ。 

〇委員：この計画自体に関しては、以前の会議の内容も反映されているところ 

もたくさんありますし、本当に諮って良いと思います。先程、図書館 

の話が出まして、その続きですが、今、学校、教育現場で、教育の格差 

という言葉が出てきています。家庭環境によって、子どもの学力が変 

わってくるという話も出てきます。そういった意味で、図書館は非常 

に重要な存在になってきます。私の子どもたちも学校に図書館の移動 

車が来る日は、朝からワクワクして、楽しみにしていて、カードを用 

意して、学校に行ったりしています。図書に関しましては、今の本と 

かは、廃版するのが早いですよね、中古で購入していても見つからな 

いことがたくさんあるので、そういった意味でも、図書館は非常に貴 

重な存在で、古い本だから処分するのではなくて、それは、図書司書 

さんが誰よりも詳しいと思います。永久保存版だって、あってよいと 

いうことですね。逆に、家にない本は中古の本を探してもない本であ 

れば、図書館を利用するというのも一つの方法だと思います。もう一 

つは、共働きがほとんどになってきた時代で、例えば、料理本とか、昔 

の専業主婦が多い時代の手間暇かけた料理本をたくさん見かけると、 

古いなというふうに感じます。そういった意味で、ライフスタイルに 

合った新しい本を購入しつつ、古きよい本を補完しつつというのがよ 

いと思いますので、この場をお借りして要望を言わせていただきます。 

〇事務局：委員様からの御意見も頂戴しつつ、先程の中央図書館の計画の中で 

も新年度新たに地域交流センター４か所にブックポストを設けてお 

りますので、図書の選定方法等も御意見を頂戴して、中央図書館の 

職員に伝えたいと思っております。 

○議長：委員、どうぞ。 
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〇委員：令和３年度分は半分以上過ぎてしまったので、次の年度に少し考慮し 

ていただければと思いますが、やはり、最初に目につく図書館のこと 

ですけれども、中央図書館しかないというところが、つくば市のネッ 

クで、他のところで、交流センターとか、小さな図書室がありますけ 

れども、そこは本当に図書室であって図書館ではないということが一 

つ。それから、生涯学習ということで考えていくと、生涯学習は、小さ 

な子どもから高齢者までなんですね。それで、本の返却に関しては、 

各地域交流センターにブックポストがあって、返すことはできるので 

すけれども、借りるということになると、この市内 48 か所に本の車が 

行くと言っても、ほとんどが小学校とか、そういうところにしか行か 

ない。そうすると、例えば、私が住んでいるのは、地区の南の端になり 

ますけれども、そこから本を借りたいと思っても、自分で出向いてい 

くことができなくなった場合、借りたい本があっても借りられないと 

いうことになります。このコロナの時に、図書館にあまり行けないの 

で、ネットで予約をして、「予約がＯＫになりましたよ」って言えば、 

私の場合だと、交流センターに取りに行きますけれども、それを、足 

腰が弱くなった高齢者が気軽に本を借りられるように、有料でもいい 

ですから、本を届けるというか、本を届けるシステム、そして、返すの 

は、それこそちゃんと２週間、もうこの日に取りに行きますみたいな 

のでも構いませんけれど、これからは、その外に出られない人に対し 

ても、こういう図書というか文化的なサービスをどう届けていくかと 

いうところをこれから考えていただければと思います。 

○事務局：図書館のサービスについて、今、図書貸出サービスと言いまして、宅 

配便を使いまして、市からお送りすることができるようになってい 

ます。開館時間の延長も今、それこそ夜９時とか、長い時間を開け 

るとなると、やはり外部委託みたいな形で行っている自治体が多い 
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のですが、つくば市では市の職員が積極的に関わるという形で運営 

しております。 

○議長：ありがとうございます。少し時間が過ぎてしまっていますので、どう 

してもという方は是非。委員、どうぞ。 

○委員：これは、お願いですけれども、例えば、資料３の 15 ページにスポーツ 

教室事業があります。おそらく、これも正常な状態で、こういうこと 

ができたら、今回のコロナ禍のように、目標が書かれて、事業計画が 

掲げられて、コロナ禍のようなイレギュラーな状態が生じた時に、評 

価はまた、今年の表現で言えば、Ｄ評価になってしまう。そこで、お願 

いしたいことは、おそらく、スポーツ振興課だけではなくて、他の部 

署も全部自分たちが何をやろうかといったら、イベントをするという 

ことを中心に考えていらっしゃる。今回のように、イベントができな 

かった時にどうしようかって。そこまでなかなか考えが至っていない。 

これは、他の部署も全部一緒だと思います。その時に、多分、生涯学習 

推進課の皆さんが、一緒になって、実現できない時に何をしましょう 

かというようなことを一緒になって考えるとか、意見を交換し合うと 

か、そういうことができたら、おそらく、このイレギュラーな時期に 

対応することが可能になるのではないかと思います。すべてのジャン 

ルに、生涯学習推進課が関わらなければいけないことは、大変なこと 

だと思うのだけれども、是非、その関わりを持ちながらやっていただ 

くことをお願いしたいと思います。 

○議長：よろしいですか。 

〇事務局：御意見ありがとうございます。まさに委員様もおっしゃってくださ 

るように、生涯学習を推進・振興するためには、とても大切なこと 

だと思いますので、委員様の御意見をいただきつつ、総合的な御意 

見、また、生涯学習を推進するために必要な御意見等を頂戴しつつ、 
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よりよいものを進めて各事業を周知しつつ、総合的なものに仕上げ 

ていければと思っております。 

○議長：コロナ禍にあって、柔軟に御対応いただけるということですね。他に、 

御意見がありましたら、どうぞ。 

〇委員：全体でよろしいでしょうか。資料３の 20 ページですが、平成 28 年度 

から令和２年度までの計画・実績・成果課題ということで、掲載され 

ていると思います。まず、つくば市体育協会へ補助金交付、体育施設 

使用料の減免。平成 28 年度から令和２年度まで実施されているという 

ことで、一つはこの体育施設使用の減免というのは、どなたがどのよ 

うに使用した場合に減免されるのか、分かる範囲でお答えをお願いし 

たいと思います。それから、もう一つ。令和２年度から体育協会がス 

ポーツ協会になったということで、会計処理の透明化や事業規模の拡 

大というような謳い方をしているかと思いますけれども、これは法人 

化して、透明性を期待して実施されていたかと思います。改めてこの 

令和２年度において、法人化をして、会計の透明化と謳い込む必要が 

あるのかどうかを確認したいと思います。 

○議長：今の点は、いかがですか。１つ目の減免のところと、スポーツ協会に名 

称を変更して、透明化をしたということですけども。 

〇事務局：減免の内容は、例えば、使用する場合に、どのような場合に、減免に 

なっているのかの詳細については、ある程度、例えば、高齢者団体 

とか、免除団体の定めがありますので、そういった規則に定めてあ 

る該当者が免除されるということです。 

○議長：もう一つは、スポーツ協会の法人化への透明性の確保ということなの 

ですけれども。委員、どうぞ。 

○委員：直接の当事者ですので、お答えします。体育協会からスポーツ協会に 

名称を変更しました。これは組織替えを含めて、すべてを変えていこ 
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うということがあって、体育協会からスポーツ協会という名称を変更 

いたしました。体育協会のままでもよかったのですけれども、基本的 

には、組織を変えることによって、中身も変えたい、そして、そこで働 

く皆さんの待遇改善等も含めて検証・検討していきたいということが 

あって、法人化に踏み切りました。結構、大変な作業でした。今回、 

退職を迎える方がいて、そこを含めて、法人化になったことが、大き 

な問題をはらんでいて、いろいろなことを今やりとりしているのです 

が、基本的には、組織を変えることによって、新たな取組みをやって 

いこうというふうに考えました。残念ながら、今回、コロナのために、 

組織を改変して、名称も変えたにも関わらず、すべての計画をしてい 

るイベントが全くできなくなりました。そこで、本当に今、辛い思い 

をしているのですけれども、コロナ禍のようなイレギュラーな時期に 

も強いスポーツとか、そういったものをやっと検証しようという段階 

に入っています。そういうことを含めて、特段、何をするためにでは 

なくて、さらに市民の皆さんにスポーツを通して、幸せになってもら 

うために、何を提供できるかということを向上させるために、法人化 

にあえて踏み切りました。法人化になった理由は、以上でございます。 

〇議長：時間も随分過ぎてしまっていますが、これはというものが、もしござ 

いましたら。委員、どうぞ。 

○委員：どうしても聞きたいことがあります。資料２の令和２年事務事業評価 

一覧に、児童館の運営、児童クラブとあります。その中で、建物がどん 

どん建てられて、すぐに整備されていたのですが、その職員たちの研 

修とかについては、次回でも結構ですので、教えていただけるとあり 

がたいです。 

〇事務局：後ほど、御回答させていただければと思います。 

○議長：委員、後ほどということで、よろしいでしょうか。 
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○委員：御意見・御質問シートにも書きましたので、よろしくお願いします。 

○議長：他には、いかがでしょうか。それでは、本日の議事進行は終了させてい 

ただきたいと思います。事務局に進行をお返ししますので、よろしく 

お願いします。 

○事務局：会長、ありがとうございました。それでは、その他で、何か皆さんか 

らございますでしょうか。 

〇委員：今回、委員の方が代わられたということでしたら、新しい委員の方を 

含めた名簿などを審議会の際に提出いただければ、ありがたいと思い 

ます。よろしくお願いします。 

○事務局：今回、用意しておりますので、お帰りの際にお渡しできればと思い 

ます。 

〇事務局：委員様から御意見をいただいた、前回の御意見・御質問シートの回 

答ということで、資料２を御覧になっていただければと思います。 

そちらにこども育成課より回答をいただいております。読み上げさ 

せていただきます。「40 人の児童クラブ員に対して３人の放課後指 

導員を配置して、見守り・遊びの指導をしています。その他、児童館 

の運営においても、児童館に対しては放課後指導員を追加配置して、 

見守りや遊びの指導をしています。その他、障害を持つ特別な配慮 

を必要とする児童に対しても、児童館の要請に応じて、加配の職員 

の配置を重点的に行っています。」ということです。 

○委員：ありがとうございました。私が申し上げたかったのは、加配配置の人 

数を増やす事も大事ですが、指導員の方が今困っていることは、発達 

障害等の子ども達にどう対応していけばよいか難しいということで 

す。児童館の施設の充実も大事なのですが、指導員全員の指導力向上 

のための研修を進めていくことが必要だということです。そのことを 

お伝えしたかったのです。発達障害等の子ども達にとって、多くの指 
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導員に自分の困り感が理解され、適切な指導が受けられることで、児 

童館が安心な居場所になるのだと思います。また、児童クラブや児童 

館での子ども達への指導が、学校での指導にも大きな影響を与える事 

も重要です。 

〇事務局：承知いたしました。お伝えいたします。 

○事務局：他にございませんでしょうか。それでは、次回の審議会の開催予定 

ですが、年度末頃になる見込みです。議題としましては、第３次つ 

くば市生涯学習推進基本計画の進捗管理等が議題になるかと思いま 

す。それでは、閉会にさせていただきます。本日は、長い時間ありが 

とうございました。 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 1-1 

第 2 次生涯学習推進基本計画 成果指標と目標の設定について 
● 第２次計画では、施策の柱ごとの成果指標と目標は以下のとおり設定してあります。 

目指す姿 成果指標 
計画時の現況 

（平成 28 年度） 

目標 

（令和元年度） 

実績 1 

(令和元年度) 

(1) 個人の自立に向けた学習機会の提供 

個人の自立に向けた学習機会の提供により、生涯学習へ関心をもつ市

民を増やす   
生涯学習に取り組ん

でみたい人の割合 78.3% 80％ 78.1% 

(2) 生涯学習環境の整備 

情報提供や相談など生涯学習環境整備により、生涯学習に取り組む市

民を増やす 
実際に学習活動に取

り組んだ人の割合 52.6% 60％ 57.9% 

(3) 生涯学習関連施設の充実 

生涯学習施設の充実や利便性の向上により、施設を利用して生涯学習

に取り組む市民を増やす 
地域交流センタ

ーの利用者数 483,885 人 500,000 人 506,845 人 

(4) 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供 

人との絆や地域との結びつきを深める学習機会の提供により、その成

果を社会に還元する市民を増やす 
自分の学習成果で社会

に貢献したい人の割合 54.7％ 60％ 49.6% 

(5) 生涯学習推進体制の強化 

全市的な生涯学習推進体制の強化により、生涯学習の取組への市民評

価を高める 

市の施策のうち、生涯

学習に満足／どちらか

といえば満足な人の割

合 
32.9％ 40％ 32.8% 

 実績 1：(1)(2)(4)は生涯学習に関する市民意識調査※。(3)は市民部文化芸術課提供資料。(5)はつくば市民意識調査(令和元年(2019 年)事業)を参照。 

  ※市民意識調査 １回目：H24(第 1 次計画 H18～H27) 2 回目：H31(R 元年度)(第 2 次計画 H28～R2) ３回目：R6(第 3 次計画 R3～R7 ) 

生涯学習は、個々人の自己実現を図る学習活動であるとともに、地域社会の様々な課題に対応し解決していく役割も求められていることから、生

涯学習の推進に当たっては、生涯学習・社会教育関係部局だけではなく、総合行政として市の全部局で取り組んできました。 

また、市民一人一人が健康で楽しく生きがいを持って暮らせるよう、生涯学習関連事業を体系的かつ効率よく推進するため、生涯学習推進基本計

画を策定し、市民の生涯学習活動を進め、それぞれは目標に向け、実行できたと評価されます。しかし、成果指標の実績では、市民意識と事業成果

が一致していない状況がみられます。今後、それぞれの事業が市民ニーズと一致しているのかを探るとともに各事業が生涯学習の一つとして実施さ

れているとのことの周知を図る必要があると考えています。 

第３次計画は、個別の事業は内容を個々に見直し、教育大綱における 2つの方向性に対応する内容、かつ、生涯学習に関する市民意識調査の結果

を踏まえた市民ニーズの高い分野を優先に取り組むこととします。 
 資料 1-2  

第 2 次生涯学習推進基本計画 事務事業進捗評価まとめ     
● 事務事業評価は、担当課で事業ごとに有効性と効率性を評価して算出しました。 

 

年

度 

評

価

事

業

数 

有効性/効率性 総合評価  

高 / 高 

Ｓ 

成果・費用対

効果を維持

して継続実

施 

高 / 中 

Ａ 

成果を維持

して継続実

施 

中 / 高 

Ａ 

費用対効果

を維持して

継続実施 

中 / 中 

Ｂ 

成果・費用対

効果の向上

に努めつつ

継続実施 

高 / 低 

Ⅽ 

成果を維持

し費用対効

果を向上さ

せる必要有

り 

低 / 高 

Ⅽ 

費用対効果を

維持し成果を

向上させる必

要有り 

中 / 低 

Ｄ 

費用対効果

を向上させ

る必要有り 

低 / 中 

Ｄ 

成果を向上

させる必要

有り 

低 / 低 

Ｅ 

事業の抜本

的な見直し

の必要有り 

その他 

－ ※ 

新型コロナ

ウイルス感

染症感染拡

大の影響に

より 

28 77 2 0 1 74 0 0 0 0 0  

29 73 0 1 0 71 0 0 0 1 0  

30 73 0 2 0 71 0 0 0 0 0  

R1 73 0 0 5 68 0 0 0 0 0  

R2 73 0 1 0 59 0 2 0 － 0 11 

 

第２次計画では、個別事業について各担当課による評価を毎年行い、その評価の妥当性を生涯学習推進本部及び生涯学習審議会において、審議 

しています。個別事業は、市で行う事務事業の計画・実施・評価・改善のマネジメントサイクルを運用し、継続的改善に取り組み、効率的かつ効 

果的で質の高い行政サービスの提供に資するために実施している事務事業評価をもとに評価を行っています。評価は、事業の達成度合いをはかる 

有効性と、得られた成果に対して費用対効果が高かったかをはかる効率性の２つの観点から行い、その評価の組み合わせにより、総合評価を行っ 

ています。平成 29 年度分以降は事業内容を見直し・統合を進め、全体で 73事業に絞り込み評価を実施しています。その結果、令和元年度までの 

評価は、多くの事業は総合評価Ｂとなり、生涯学習の取組を全庁的に着実に実施できました。また、総合評価がＡ以上の事業についても、年を追 

うごとにその比率は増加し、令和元年度には５事業が該当し、高い成果を上げる事業もありました。令和２年度の総合評価については、新型コロ 

ナウイルス感染症の感染拡大の影響により、対面や多くの人が参集する事業が実施できませんでした。そのような中、リモートでの実施、ＳＮＳ 

での作品発表、動画共有サイトでの公開、また、周知方法の工夫など行うことで実施できたものもあります。 

令和 2年度のその他※については、新型コロナウイルス感染症が感染拡大していた状況の中であり、事業の中身、過程を大事に評価してほしい、 

評価することが困難であるとの意見を生涯学習審議会でいただいたことから、計画を工夫しながら方法を考え試行錯誤しても、実施することがで 

きなかった事業については、「－」で表記しました。 



令和２年度  事務事業評価一覧

有効性 効率性 総合評価

1

(1)

ライフステージに応じた学
習機会の提供 家庭教育学級への指導・助言、講演会等の開催 生涯学習推進課 家庭教育学級支援事業 中 中 B 1

①家庭教育支援の充実 地域子ども・子育て支援事業の推進 こども政策課 子育て支援拠点事業 中 中 B 2

青少年の健全育成活動の推進 生涯学習推進課 青少年健全育成事業 中 中 B 3

4 自立と社会参加をめざす特別支援教育の推進 特別支援教育推進室 教育支援委員会運営事業 高 中 A 7

男女参画に関するセミナー 男女共同参画室 男・女（ひとひと）セミナー事業 中 中 B 8

つくば市ふるさとハローワーク 産業振興課 雇用促進対策事業 中 中 B 9

高齢者生きがい活動支援事業 低 - - 10

高齢者労働能力活動事業費補助 中 中 B 11
健康福祉祭りいばらきねんりんスポーツ大

会 低 - - 12

シルバークラブ育成事業 中 中 B 13
介護支援ボランティア 地域包括支援課 介護支援ボランティア事業 中 中 B 14
長寿大学 文化芸術課 地域交流センター主催事業 中 中 B 15

更生保護事業 市民活動課 更生保護事業 中 中 B 17

チャレンジアートフェスティバル
事業 中 中 B 18

体験乗馬療法事業 中 中 B 20

障害児スポーツ教室事業 中 中 B 21

出前講座「みんなの安心介護保険事業」 介護保険課 介護保険事務 中 中 B 22

出前講座「認知症サポーター養成講座」 地域包括支援課 認知症サポーター養成事業 中 中 B 23

2

(1) 相談体制の整備 B 9 研修の充実等による社会教育指導員の相談能力の向上 生涯学習推進課 家庭教育学級支援事業 中 中 B 1

広報つくばの編集・発行事業 中 中 B 24

ホームページの運用・管理 中 中 B 25

ＡＣＣＳ・ラヂオつくば広報活用
事業 中 中 B 26

企画経営課 つくば市ＯＢ人材活動支援事業 低 - - 27

生涯学習推進課 生涯学習指導者情報提供事業 中 中 B 28

学習成果発表会（市民文化祭）の充実 文化芸術課 つくば市民文化祭開催事業 中 中 B 29

3

(1)
市民同士が交流できる施設
の充実

B 12 地域交流センターでの学級・講座の充実 文化芸術課 地域交流センター主催事業 中 中 B 15

図書館事業とボランティアとの連携・協力の推進 図書館ボランティア事業 中 中 B 30

図書館事業に関する広報「ヨモッカ」の充実 図書館の広報充実事業 中 中 B 31

調査・研究の支援事務 中 中 B 32

図書館及び視聴覚センターの
維持管理事業 中 中 B 33

地域交流センター図書室との連携 文化芸術課
オンライン地域交流センター図
書室運営事業 中 中 B 34

ノバホール管理運営事業 中 中 B 35

つくばカピオ管理運営事業 中 中 B 36

文化施設における公共施設予約システムの導入の推進 市民ホール管理事業 中 中 B 37

B 13 既存施設における機能充実

芸術・文化にふれあう施設
の充実

　ノバホール・カピオについては、経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい
て、修繕を実施することで、施設機能の維持を図ることができた。

B 14
既存施設における機能充実（ノバホール・カピオ）

文化芸術課

中央図書館

広報・ホームページの活用 広報戦略課

学習成果を活かす支援と指
導者の養成

　新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、大幅な活動の縮小となったが、事業周知や、執筆活動
におけるマッチングについては継続的に実施することができた。
　学習を希望する市民に対して、希望に沿う講師を紹介することで、市民の生涯学習の推進を図ることが
できた。
　交流センター等の会場での実施はかなわなかったものの、オンライン媒体を利用して文化芸術情報を発
信する取り組みを新しく始めることができたため、今後の文化芸術活動の発展に寄与するものとなった。

B 11

生涯学習情報（OB人材、指導者情報）の整備・活用

(2)

(3)

生涯学習関連施設の充実

　予約開始日の早朝から多くの団体が窓口に並ぶ状況を改善するため、最も望ましい方法を現行の「先着
順により2か月分を一括して予約する方法」を含めた5種類の方法の中から選択させた。  その結果、「現行
のままが良い」という意見が最も多く、401件（79％）、続いて「インターネット予約優先」が50件（15％）、「利
用協議会での予約調整」が40件（８％）となり、現行以外の方法に消極的であることが分かった。

図書館機能の充実

　ボランティアの支援は、図書館ボランティアの活躍により、図書館サービスを充実させることができた。また、市
民に活躍の場を提供できた。課題としては、図書館とボランティア及びボランティア間のつながりが希薄である。
広報活動では、様々な手段で広報し、多くの人へ情報発信できた。ただし、広報に努めているが図書館利用者以
外への周知が難しく、情報発信力の更なる強化が必要である。
　調査・研究の支援では、利用者の調査研究の支援を行った。今後は、レファレンス対応を行うことができる職員
の養成が必要。
施設維持管理では、新型コロナウイルス対策のため予算を減額し、一部の事業について状態を確認し、翌年度に
先送りすることとした。また、施設・設備は老朽化が進んでおり、計画的な改修・修繕が必要。
　地域交流センター図書室運営においては、交流センター図書室の資料や環境を整備し、地域交流センター図書
室の利便性を向上させたが、委託業者の業務運営従事者を対象とした研修を充実させる必要がある。

(3)

生涯学習環境の整備

社会生活を円滑に営む上で困難
を有する者への学習機会の提供
（就業支援学習を含む）

　チャレンジアートフェスティバルでは、  広報の幅を広げ、作品展示・舞台発表の来館者と
もに昨年度を上回った。また、おひさまサンサン生き生きまつりで は、  屋外の研究学園駅
前公園に会場を変更して実施した。しかし、会場変更により、チャレンジブース等での一般
参加が減少した。
出前講座「みんなのあんしん介護保険講座」を通して、介護保険制度の理解を深めていた
だく機会を提供できた。
　また、認知症サポーター養成講座では、数多くの認知症サポーターを養成することができ
た。特に小中学生といった若い世代への啓発ができたことは有意義であった。また認知症
サポーター養成講座を受講し、見守り以外の活動を希望されるサポーターに対し、ステップ
アップ講座を受講してもらうことにより、認知症カフェのボランティアとして活動していただい
たり、啓発活動等へ参加いただいた。

(2)

(3)

B 10

　コロナ禍における学習方法を検討し、社会教育指導員として新たな学習方法（動画
配信）を執り行うことができた。

学習意欲を高めるための啓
発活動

　毎月発行の広報紙の中で、講座や講演、スポーツ、イベントなどの学習に必要な情
報を提供することができた。
また、ACCSやラヂオつくばを通じて、市民に必要な学習情報を提供することができ
た。

③成人のキャリアアップ
　男女参画に関するセミナーでは、ワークライフバランスの推進や、男性の家事育児参加に
関して、情報提供・意識啓発を図ることができた。
つくば市ふるさとハローワークを運営し、就職相談、職業紹介及び就業情報提供を行うこと
により、再就職や職場復帰支援をすることができた。

B 5

高齢者向けの社会活動の支援 高齢福祉課

　次世代を担う高校生に対して、ＳＤＧｓの理念の浸透やまちづくりへの関心を高める
ことができた。
　保護司会・更生保護女性会が中心となり、罪を犯してしまった人の立ち直りの援助
や、犯罪予防のための様々な活動の支援ができたが、犯罪や非行のない明るい社
会づくりを目指すため、市民に広く周知する必要がある。

　各種イベントやシルバークラブ活動への支援を行い、高齢者の健康づくりや生きが
いづくり、社会参加の促進に寄与した。シルバークラブは会員が減少傾向であるた
め、会員数の増加への取り組みやシルバークラブ活動の活性化が課題である。
長寿大学事業では、高齢者の学習と交流の機会を提供し、参加者から好評を得るこ
とができた。

④高齢者のいきがい対策

(2)
現代的課題解決のための
学習機会の提供

児童館運営、児童クラブ 中 中 B

3 自ら学び、自ら考える力を育てる教育の推進等 中 B②青少年の健全育成

個人の自立に向けた学習機会の提供

　家庭教育支援事業では、コロナ禍により、オンデマンドで動画を視聴する方法に改 め、コロナ禍での新
たな教育機会の参加方法を模索することができたが、参加者数の低下を招かないよう、安全に開催できる
方法を模索していく必要がある。
　子育て支援拠点事業では、子育て世代に対し、親子同士の交流促進、情報提供、講習会、必要に応じ
て相談・援助を実施した。新型コロナウイルス感染症対策で施設の利用ができない時期も電話やオンライ
ンで対応し、子育ての不安や孤立感の緩和に繋げることができた。

　あいさつ・声かけ運動は、新型コロナウイルス感染拡大により各支部の活動を自粛していたが、青少年の居場
所事業は、地域交流センター７館にて月１回社会教育指導員を派遣して実施した。
　放課後子供教室でも、感染症対策により交流ひろば3か所と学校開催での実施回数が減少したが、児童館・児
童クラブ運営では、吉沼児童館、上郷児童館、茎崎第一小学校、柳橋小学校の敷地内において児童クラブ施設
の増築を行い、児童の受入れ準備ができた。
学力向上アクションプラン・学校改善プランにおいては、具体的な取組を展開するよう指導したことで効果的な取
り組みができた。つくばスタイル科でも、身近な人や地域の人々との関わりを通して、自分らしさや自分の良さに
気付くことができ、社会の一員としての役割や仕事の価値等について、学ぶことができた。そして、体力アップ推
進プランにおいても、各校の課題に応じた運動を実施できた。
管理職対象の研修は、学園ごとの少人数開催とし講師が出向いて実施したことで管理職の意識が大きく変わり、
学校主体の校内研修実施に繋がった。その結果、教員全体の意識にも変化が見られ、児童生徒の実態把握に
特別支援教育の視点が適切に加わるようになった。
教育支援委員会については、学校の休校措置等を考慮して年間９回の教育支援委員会を開催し
て、適切な就学及び措置変更に繋げることができた。また、就学・教育相談においても、相談や訪問に関わる職
員に臨床心理士が加わり、幼稚園への巡回相談回数を増やしたり、アセスメントに必要な諸検査の実施も増え
た。

放課後子供教室 中

中

放課後子供教室推進事業2

B

B

学び推進課
（教育指導課）

学習指導助言事業

1

資料２

施策の柱
施策の方向性
◎：重点事業

①  方向性ごとの達成状況と課題
評価者：生涯学習推進課

評価：A計画以上に進んでいる、B計画どおり、C遅れている

施策
評価

頁 内容 担当課 事務事業名

②  Ｒ02年度事務
事業評価

（参考）
事業番
号

おひさまサンサンフェスティバル
事業 中 中 B 19

B

B

B 6

7

8

チャレンジアートフェスティバル、スポーツ教室等 障害者地域支援室

4

児童館運営事業

竹園高校クロスカリキュラム 持続可能都市戦略室 まち・ひと・しごと創生事業 中 中 B 16

5

中 B
こども育成課

6



有効性 効率性 総合評価

4

スポーツ教室等の充実 スポーツ振興課 スポーツ教室開催事業 低 - - 38

(1) ふれあいプラザの活用 文化芸術課 ふれあいプラザ指定管理事業 中 中 B 39

学校施設開放の推進（体育館・グラウンドなど） 教育施設課 小学校施設開放事業 中 中 B 40

(2) 文化芸術活動の推進
新型コロナウイルス感染症の影響により多くの公演が中止となったが、代替企画とし
てインターネットでの配信を実施した。今後もオンラインコンテンツの充実を図っていく
必要がある。

B 16 文化芸術活動の振興と鑑賞機会の充実、情報提供の充実 文化芸術課 芸術文化公演事業 中 中 B 41

各種文化財の保護、調査研究 小田城跡確認調査事業 中 中 B 42

(3) 文化財展示施設・各種文化財の体系化 文化財展示展示施設管理事業 中 中 B 43

各種文化財・郷土史に関する講座の開設、専任人材の配置
による広報や情報提供の充実

文化財展示講座等事業 中 中 B 44

市職員研修（市民参画に関する研修や学習会への参加） 人事課 職員研修事業 低 - - 45

地区リーダー勉強会 自治会関係に要する経費 中 中 B 46

市民活動団体の支援 市民活動センター管理運営事業 中 中 B 47

(4) 地域コーディネーター講習会、地域デビュー講座 文化芸術課 地域交流センター主催事業 中 中 B 15

まちづくり専門家の派遣 都市計画課 地域まちづくり支援事業 中 中 B 48

防犯・防災活動への支援（出前講座等） 危機管理課 防災意識啓発事業 低 - - 49

交通安全への支援（出前講座等） 防犯交通安全課 交通安全啓発事業 中 中 B 50

人権教育 教育総務課 人権教育推進事業 中 中 B 51

5

(1)
全庁的な連携・協力
体制

第２次計画を終え、これまでの取組を検証し、生涯学習推進に向けての新たな「第３
次つくば市生涯学習推進基本計画」の策定をした。

B 19 生涯学習まちづくり推進体制の充実 生涯学習推進課 生涯学習審議会開催事業 中 中 B 52

社会教育委員会議の開催 社会教育振興事業 中 中 B 53

市民との協働講座（人間学講座） つくば人間学講座 中 中 B 56

図書館協議会の開催 中央図書館 つくば市図書館協議会運営事業 中 中 B 57

スポーツ推進委員協議会事業 低 - - 59

（公財）つくば文化振興財団支援
事業 中 中 B 61

アイラブつくばまちづくり補助金 市民活動課
アイラブつくばまちづくり補助金事
務事業 中 中 B 62

子育て団体等の支援 こども政策課 子ども・子育て支援事業 中 中 B 63

交流サロンの活用 広報戦略課 シティープロモーション事業 中 中 B 64

21 科学フェスティバル
生涯学習推進課
（教育指導課）

つくば科学フェスティバル事業 低 - - 65

イノベーションキャンパスinつくば、イノベーションワールド
フェスタ、科学甲子園ジュニア全国大 会、つくば科学教育マ
イスター認定 科学技術振興課

次代を担う人材育成と科学技術
の理解の醸成事業 中 中 B 66

農業体験 農業政策課 都市農村交流事業 中 中 B 67

フォレストアドベンチャー、筑波山ビジターセンター、筑波山
梅まつり 観光推進課 観光施設維持管理事業 低 - - 68

筑波山地域ジオパーク ジオパーク室 筑波山地域ジオパーク推進事業 低 - - 69

桜川稚魚放流及び魚捕り体験事業、筑波山自然環境教育
事業、エコ・クッキング事業

環境政策課 筑波山自然環境教育事業 中 中 B 70

サイエンスラボ 生涯学習推進課 つくばサイエンスラボ事業 中 中 B 71

多文化共生推進 低 高 C 72

国際交流員・留学生交流員事業 低 高 C 73

外国人との交流事業、外国人向け講座23 国際交流室

22

B
 つくばの特性を生か
した生涯学習の推進

　交流サロンの活用については、多くの催事や展示を行い、科学分野だけでなく、国際交流や健
康に関する分野など、様々な内容で市の魅力を発信することができた。なお、新型コロナウイルス
の影響により、R元年度以前と比較するとイベントの自粛や利用者が大幅に減少している。
　つくば科学フェスティバル事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止した
が、科学動画配信に変えて実施することができ た。
　科学教育マイスター事業においては、誰もが科学の街を身近に感じられる科学の街つくばを実
現するために新規マイスターの開拓が必要であり、体験型科学教育促進事業でも、持続的な学び
を推進するための枠組みや支援、そして、小中学生や学校関係者に対しての事業の周知が必要
である。また、サイエンスカフェの実施に向けては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により
会場に人を集めないで実施する工夫が必要で、幅広い研究機関がイベントを主催するような働き
かけを図る。

　農業体験では、新型コロナウイルス感染症拡大により、イベントが中止となった。
　フォレストアドベンチャー、筑波山梅まつりにおいては、新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響
により減少となった。
　筑波山地域ジオパークにおいて、新型コロナウイルス感染症の影響により会議やジオツアーな
どの多くのイベントが実施できなかったが、学術シンポジウムなど一部イベントは、オンラインで開
催することができ、ジオパーク拠点の整備を進めるための基本構想・計画を策定した。
　筑波山自然環境教育に係る事業では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施回数及
び募集人数を縮小し、親子で参加する形式で実施することにより、幅広い年齢層の参加者に、豊
かな自然を保全する意義を理解していただきながら環境に関する意識の高揚を図ることができ
た。また、エコ・クッキング  事業においても、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実習形式
に加えて講義形式を取り入れ、「カードゲーム」を利用するなど子供たちの関心を高めることがで
きた。
　つくばサイエンスラボ事業は、令和2年度より事業名を「青少年体験学習事業」と変更して夏休み
期間中に小中学生向けの体験学習事業を実施した。今後も、つくばの特色や資源を活かした青
少年体験ができるよう事業展開を図る。

　外国人との交流事業や外国人向け講座においても、オンライン (Youtubeライブ配信）での開催
にしたことで、遠方に住む人など直接会場には足を運べない人も参加できるようになった。また、
アーカイブとしても残せるようになり、より多くの人が視聴可能となった。対面での開催が再開され
た後もオンライン配信は継続していきたい。また、各学校や幼稚園でのチラシ配布等により周知強
化を図ったことで、参加者数は大幅に増加した。

(3)

生涯学習推進体制の強化

多様な主体とのネット
ワーク行政の推進(2)

中

　社会教育委員会議では、新型コロナウイルス感染症対策を講じ、通常開催が実施できた。
また、青少年健全育成に係る団体と連携を図り、地域全体で活動を展開し、今後も青少年
の健全育成を図っていく。そして、つくば人間学講座においては、年４回開催のうち３回の開
催を見送ったものの、オンラインによる講座が実施できたことで、若年層から中高年層まで
幅広い参加者が学ぶ場として、市民の生涯学習の推進を図ることができた。
　図書館協議会の報告内容について委員から、今後の図書館運営に資する意見を受けた。
　スポーツ協会においては、新型コロナウイルス感染症の影響で、各種事業を中止せざる終
えなかった。また、スポーツ推進委員においても、新型コロナウイルス感染症の影響で、予
定していた市主催事業が開催されず、運営協力の機会がなく、様々な研修の機会も提供で
きなかった。今後は、引き続き、研修を通して資質の向上を図る。
文化協会では、主催事業の一部は中止となったが、団体間の交流は継続的に行われた。ま
た、文化振興財団では、自助努力で、創意工夫のもとに事業運営が図られた。
アイラブつくばまちづくり補助金については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動
制限のある中、市民団体による公益事業を行うまちづくり活動を資金面から支援し、関係す
る市担当部署が協力して事業を実施したことで、市民活動団体と行政との連携が深まった。
市内の子育て支援団体・サークル等の活動では、子育て世代に向けた活動内容の情報提
供と活動施設の準備等を継続的に支援、市民による子育て支援の推進が図られた。今後も
支援を継続し連携を強めていく。

中

文化協会、文化振興財団の育成

青少年を育てるつくば市民の会
補助

文化芸術課

B 20

市民の会、市子ども会連合会の育成

　地区リーダー勉強会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い中止になり
成果が得られなかった。
　地域コーディネーター講習会においては、実施でき、結果、具体的な事例等の紹介
があり、講演の内容について、満足という結果を得た。
　地域まちづくりでは、専門家の派遣により、勉強会の議論を深めることができた。
　防災活動では、防災、減災の意識の向上が図られたが、新型コロナウイルス感染
症の影響により出前講座の前年度より減少した。
　交通安全活動では、各年齢層に即した教室を開催し、交通安全意識の向上が図れ
た。また、新型コロナウイルスの影響によりキャンペーンは中止としたが，青パトやチ
ラシを利用して、交通安全に関する広報活動を行い，市民の意識向上を図ることがで
きた。
　人権教育推進協議会では、年2回開催し、各人権団体が主催する、人権研修会や
講演会への参加及び人権啓発ポスターの募集を通じて、人権問題の正しい理解を深
め、人権教育の推進・啓発を図れた。

B 18

市民活動課

絆づくり・地域づくりに
つながる学習機会の
提供

　小田城跡歴史ひろば案内所や谷田部郷土資料館、桜歴史民俗資料館で展示資料の追加・改善を実施
した。
　文化財展示施設・各種文化財の体系化においては、展示施設を更新することで、市民の見学環境の改
善につながった。
　また、各講座を開催・対応し、市民に郷土の歴史や市内の文化財に興味・関心を持ってもらう場を提供で
きた。

B 17文化財の保存と活用

事務事業名

文化財課

（参考）
事業番

号

絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供

　ふれあいプラザの活用においては、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため施
設を休館した期間があったためフィットネスプールの利用者は減となった。
　スポーツ教室では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に臨機応変に対応することで、
計画の半数以下ではあるが教室を開催できたことは大きな成果であると考えている。
　学校施設開放においては、新型コロナウイルス感染症対策への対応をしつつ、小学校34校開
放、中学校11校開放、  義務教育学校２校開放、延べ490団体が活動できた。

B 15

施策の柱
施策の方向性
◎：重点事業

①  方向性ごとの達成状況と課題
評価者：生涯学習推進課

評価：A計画以上に進んでいる、B計画どおり、C遅れている

施策
評価

頁 内容 担当課

健康・スポーツ・レクリ
エーション活動の推進

B

体育協会、スポーツ推進委員の育成 スポーツ振興課

生涯学習推進課

②  Ｒ02年度事務
事業評価

54

つくば市子ども会育成連合会補
助 55

58

文化団体等育成支援事業 中 中 B 60

つくば市体育協会運営補助 低 - -

中 B

中



1

(1)

資料３

■家庭教育学級 参加者が自ら学級運営に参加し、活動を通

じて仲間づくりや家庭での課題等を話し合ったり、講師を招

いての講演会・学習会を通じて家庭での教育が原点であるこ

とを再確認できた。また、学級運営に関わった市民の成長の

場につながった。社会教育指導員の助言・指導により、家庭

教育学級の円滑な運営が行われた

■地域子育て支援拠点事業 親子の交流の場の提供や子育て

相談、情報提供を行うことで、子育てへの不安感や負担感の

緩和に繋げることができた。また、定期的に連絡会議を開催

し、情報交換等を行いながら各拠点が連携を深めることで、

サービスの質の向上が図れた。今後の活動回数の増加に伴

う、協力会員の確保が課題である

■家庭教育学級

（成果）参加者が自ら学級運営に参加し、活動を通じて仲間

づくりや家庭での課題等を話し合ったり、講師を招いての講

演会・学習会を通じて家庭での教育が原点であることを再確

認できた。また、学級運営に関わった市民の成長の場につな

がった。社会教育指導員の助言・指導により、家庭教育学級

の円滑な運営が行われた。（課題）働いている保護者への参

加機会の不足がある。

■地域子育て支援拠点事業

子育て親子の交流の場の提供や子育て相談、情報提供を行う

ことで、子育てへの不安感や負担感の緩和に繋げることがで

きた。また、定期的に拠点会議を開催し、情報交換等を行い

ながら連携を深めることで、サービスの質の向上が図られ

た。

■家庭教育学級

（成果）参加者が自ら学級運営に参加し、活動を通じて

仲間づくりや家庭での課題等を話し合ったり、講師を招

いての講演会、学習会を通じて家庭での教育が原点であ

ることを再確認でき、学級運営に関わった保護者の成長

の場につながった。社会教育指導員の助言、指導によ

り、家庭教育学級の円滑な運営が行われた。

■地域子育て支援拠点

子育て親子の交流促進、相談・援助の実施、子育て関連

情報の提供、講習等の実施をし、子育てへの不安感や孤

立感の緩和に繋げることができた。

また、拠点担当者による定期的な連絡会を開催し、連携

を深めながら事業に取り組むことができた。

■家庭教育学級

（成果）コロナ禍により、対面による講座を開催することが

できず、学級運営も危ぶまれたが、オンデマンドで動画を視

聴する方法に改め、コロナ禍での新たな教育機会の参加方法

を模索することができた。

■地域子育て支援拠点

子育て世代に対し、親子同士の交流促進、情報提供、講習

会、必要に応じて相談・援助を実施した。新型コロナウイル

ス感染症対策で施設の利用ができない時期も電話やオンライ

ンで対応し、子育ての不安や孤立感の緩和に繋げることがで

きた。

改善

見直し

― ■家庭教育学級

保育所の保護者に対して、保育所での家庭教育講座の開催の

検討や、入所説明会等において、家庭教育学級についてお知

らせすることにより、参加機会を増やす。

■家庭教育学級 入学説明会等において家庭教育学級につい

てお知らせをすることにより参加機会を増やす。社会教育振

興事業において、保育所や民間企業を対象に、働く保護者へ

の家庭での教育力を高める講座を実施する。

■家庭教育学級 コロナ禍においても参加者数の低下を招か

ないよう、安全に開催できる方法を模索していく。社会教育

振興事業において、保育所や民間企業を対象に、働く保護者

への家庭での教育力を高める講座を実施する。

■家庭教育学級

■家庭教育講演会

■家庭教育セミナー

■地域子育て支援拠点事業

■家庭教育学級

■家庭教育講演会

■家庭教育セミナー

■地域子育て支援拠点事業 ９箇所

■家庭教育学級

■社会教育講演会

■家庭教育セミナー

■地域子育て支援拠点事業 ９箇所

元年度 ２年度

家庭教育学級への指導・助言、講演会等の開催

地域子ども・子育て支援事業の推進

施策の柱

年度

実績

■家庭教育学級 78学級（学級生12,006名、

延べ23,571名参加）16人の社会教育指導員が

運営に際し助言・指導を行った

■家庭教育講演会 3回開催405名 7/10

（172名）、9/25（79名）、10/30（154名）

■家庭教育セミナー 4,041名参加（幼稚園10

回225名、小学校37回2,215名、中学校11回

1,601名）

■地域子育て支援拠点事業 8箇所（前年度

７）129,513名利用。出張広場は子育て総合支

援センター、交流センター、民間保育園等８箇

所で開催。各拠点からの聞き取りや、利用者の

推移から地域のニーズ把握に努めた

■家庭教育学級 77学級（学級生12,256名、

延べ20,243名参加）16人の社会教育指導員が

運営に際し助言・指導を行った

■家庭教育講演会 3回開催670名 7/12

（512名）、10/1（44名）、11/21（114名）

■家庭教育セミナー 4,176名（幼稚園10回

255名、小学校30回2,303名、中学校13回

1,618名

■地域子育て支援拠点事業 8箇所、140,214

名利用。出張広場は子育て総合支援センター、

交流センター、民間保育園等5箇所で実施。各

拠点からの聞き取りや、利用者の推移から地域

のニーズ把握に努めた

―

子育て世代に対して、親としての成長を応援し、子育てへの自信や対処能力を持たせることができるような学習機会や講座を充実するとともに、つくば市子ども・

子育て支援プランと連動した地域全体での子育て支援を推進します。

個人の自立に向けた学習機会の提供

ライフステージに応じた学習機会の提供/家庭教育支援の充実方向性

関連課

計画

■家庭教育学級 社会教育指導員が指導・助言

を行う※家庭教育学級は参加者自らが企画・運

営するもの

■家庭教育講演会 学級の枠を超えた学習機会

として年3回開催

■家庭教育セミナー 幼稚園・小中学校から希

望があった際に開催

■地域子育て支援拠点事業 親子（乳幼児及び

その保護者）の交流の場の提供、子育てに関す

る相談・情報提供、拠点同士の情報交換会

■家庭教育学級

■家庭教育講演会

■家庭教育セミナー

■地域子育て支援拠点事業

生涯学習推進課

こども政策課

28年度 29年度 30年度

1頁

■家庭教育学級 70学級（学級生数12,158

名、延べ17,997名参加）16人の社会教育指導

員が運営に際し助言・指導を行った。

■家庭教育講演会 ３回開催670名 6/28

（375名）、9/30（54名）、12/1（350名）

■家庭教育セミナー 4,279名（幼稚園15回

354名、小学校27回1,640名、中学校11回

1,585名、義務教育学校4回700名）

■地域子育て支援拠点事業

新たな拠点が１箇所増え、支援拠点は９箇所と

なった。また、子育て出張広場についても研究

学園地区に１箇所新規開設し、計６箇所で実施

した。支援拠点及び出張広場で151,976人の利

用があった。

■家庭教育学級（80学級、学級生数12,392

人）を開設 参加者数13,588人 13人の社会教

育指導員が運営に際し助言・指導を行った。

■社会教育講演会の開催（全２回、参加者数

293人） 10/6（62名）、2/8（231名）

■家庭教育セミナーの実施 参加（幼稚園16回

324名、小学校29回1,642名、中学校12回

1,640名、義務教育学校3回942名）

■地域子育て支援拠点事業 ９箇所で実施。出

張広場は、子育て総合支援センター、民間保育

園等７箇所が交流センター等を利用して開催

し、支援拠点及び出張広場で127,014人の利用

があった。

■家庭教育学級（84学級、学級生数3,449人）を開設 11

人の社会教育指導員が運営に際し助言・指導を行った。

■社会教育講演会の開催（全２回、参加者数704人）

9/27（169名）、3/1（535名）

■家庭教育セミナーの実施 参加（小学校18回989名）

■地域子育て支援拠点事業 ９箇所で実施。年度の後半は拠

点の一施設が休止し８箇所で実施。出張広場は一箇所の施設

が休止になったが、筑波地区に広場が新設され、交流セン

ターや市民ホールを利用して６箇所で実施。新型コロナウイ

ルス感染症対策で利用制限があったが、全体で60,242人の

利用があった。

成果

課題

■家庭教育学級 参加者が自ら学級運営に参加し、活動を通

じて仲間づくりや家庭での課題等を話し合ったり、講師を招

いての講演会・学習会を通じて家庭での教育が原点であるこ

とを再確認できた。また、学級運営に関わった市民の成長の

場につながった。社会教育指導員の助言・指導により、家庭

教育学級の円滑な運営が行われた

■家庭教育セミナー 入園・入学前検診または入園・入学説

明会時に家庭教育の重要さの意識啓発を講演会形式で行った

■地域子育て支援拠点事業 親子交流の場の提供や子育て相

談・情報提供を行うことで、子育てへの不安感や負担感の緩

和に繋げることができた。また、定期的に連絡会議を開催

し、情報交換等を行いながら各拠点が連携を深めることで、

サービスの質の向上が図れた



1

(1)

元年度 ２年度

施策の柱

関連課 2頁

個人の自立に向けた学習機会の提供 これからのつくば市を支えていく青少年に対し、居場所づくりや自主的な活動への支援体制を充実するとともに、つくば市教育振興基本計画（つくば市教育振興プ

ラン）等と連動して、自然体験、ボランティア活動体験、国際交流体験等の様々な体験活動を推進します。方向性 ライフステージに応じた学習機会の提供/青少年の健全育成

計画

■青少年育成団体「青少年相談員」との連携 あいさつ声か

け運動/学校訪問/地区巡回パトロール等

■青少年の居場所づくり 中高生が主体的に学習や文化・ス

ポーツ活動等ができる場を提供する。７つの地域交流セン

ター（筑波・大穂・豊里・松代・竹園・茎崎・吾妻）で週１

回無料で開設

■放課後子供教室 一体型を中心とした放課後子供教室及び

放課後児童クラブの実施整備（放課後子ども総合プラン）

■児童館 児童対象に実施

スポーツクラブ等の各種クラブ活動/児童館における各種行

事活動/児童館対抗ドッジボール大会（児童館相互の交流を

図る）

■青少年相談員

■青少年の居場所

■放課後子供教室

■児童館

■青少年相談員 Ｈ29年度実施事業のほか、環

境健全化啓発活動

■青少年の居場所 生涯学習推進課と地域交流

センターとが連携し、自主的な活動ができる場

となるよう工夫する

■放課後子供教室

■児童館

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動、図書等自動販売機の

立入調査、学校訪問、地区巡回パトロール、「青少年の健全育

成に協力する店」登録活動

■青少年の居場所 地域交流センター７館で週1回居場所を開設

■この指とーまれ！事業 キックオフ説明会 中高生自身が企

画して実施

■放課後子供教室 市内小学校及び義務教育学校、児童館、交

流ひろばを活用し地域住民の参画を得て、放課後子供教室を開

催し、児童の放課後の居場所づくりとして実施する。

■児童館・児童クラブの運営 放課後の児童に対し、遊びや生

活の場を提供し、児童の健全育成を図るため、各種クラブ活動

や行事活動などを行う。

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動、図書等自動販売機の

立入調査、学校訪問、地区巡回パトロール、「青少年の健全育

成に協力する店」登録活動

■青少年の居場所 地域交流センター７館で週1回居場所を開設

■この指とーまれ！事業 青少年の居場所事業と連携した活動

■放課後子供教室 市内小学校及び義務教育学校、児童館、交

流ひろばを活用し地域住民の参画を得て、放課後子供教室を開

催し、児童の放課後の居場所づくりとして実施する。

■児童館・児童クラブの運営 放課後の児童に対し、遊びや生

活の場を提供し、児童の健全育成を図るため、各種クラブ活動

や行事活動などを行う。

実績

■青少年相談員 あいさつ声かけ運動120回/運

動会のテント設営バザーで模擬店活動/イオン

モールつくばで夜間巡回パトロール等

■青少年の居場所 4,364名利用。吾妻交流セ

ンター：中高生の未来をデザインする夏キャン

プ１泊２日＠ふれあいの里（竹園高校生10名、

市内中学生10名） 竹園交流センター：ふれあ

いコンサート

■放課後子供教室 169回実施（5～3月）対象

校：市内全小学校と県立つくば特別支援学校

■児童館

児童クラブ利用者を除く小学生170,147名（前

年比11,463名増）

中高生の児童館利用者数2,720名（前年比298

名減）

■青少年相談員 あいさつ声かけ運動120回/学校訪

問36校/地区巡回パトロール

■青少年の居場所 4,098名利用。市民文化祭では校

生ボランティアが参加/地域ふれあいコンサート204

名/竹園高校生との交流会44名

■放課後子供教室 180回実施（6～2月）

2か所の児童館で初めて放課後子供教室を開催。Ｈ30

年度に新設される「秀峰筑波児童クラブ」施設2階に

放課後児童の居場所づくりとして「放課後交流ひろ

ば」を整備。Ｈ30年度より、7校の小学校が統廃合さ

れる旧筑波地区の児童はスクールバス利用の登下校に

なることから、放課後、学区外生徒との交流の場がな

いため、秀峰筑波児童クラブ施設2階を整備し、児童

の交流の場を提供するとともに、放課後子供教室を定

期的に実施することが可能になる

■児童館

児童クラブ利用者を除く小学生185,443名（前年比

■青少年相談員 あいさつ声かけ動120回/学校訪問34校/地区

巡回パトロール

■青少年の居場所 3,132人利用。地域ふれあいコンサート118

人/竹園高校生との交流会12人参加

■この指とーまれ！事業 市内在住・在学する中高生に企画募

集をし、「イラスト・折り紙・茶道・ゴミ拾い・筋トレ体験交

流会等を実施。企画者数16人、ボランティア参加者数10人

■放課後子供教室 217回実施（4月～3月）

市内小学校29校、義務教育学校４校、茨城県立つくば特別支援

学校１校、児童館５か所、秀峰交流ひろば１か所で放課後子供

教室を実施。参加児童数は、11,310人。「秀峰交流ひろば」を

整備し、放課後子供教室を定期的に開催し、189日間で2,121人

の児童の利用があった。

■児童館・児童クラブ運営

児童館来館者数363,753人（一般来館小学生155,571人、児童

クラブ208,182人）児童数増加が著しいTX線沿いの２つの児童

クラブのクラブ室増設し、今後の受入人数を拡充することがで

きた。

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動 120回実施（各小中学校、

高校）、学校訪問実施、地区巡回パトロール まつりつくば巡回実

施、「青少年の健全育成に協力する店」登録活動 72店舗

■青少年の居場所 地域交流センター７館居場所実施（月１回、社

会教育指導員を派遣）

■この指とーまれ！ ドリームフェスタ実施（Ｒ1.10.27）企画者数

41人，やろうよ！スポーツ（Ｒ1.11.10）企画者数２人、体験披露

（Ｒ1.11.17）企画者数４人

■放課後子供教室 436回実施（4月～3月）

市内小学校29校、義務教育学校４校、茨城県立つくば特別支援学校

１校、児童館１か所、秀峰交流ひろば、学園の森交流ひろば、みど

りの交流ひろば３か所で放課後子供教室を実施。参加児童数は、

16,967人。

■児童館・児童クラブ運営

児童館来館者数353,513人（一般来館小学生151,427人、児童クラ

ブ202,086人）面積要件を超過して児童を受け入れている児童クラ

ブ室のうち、竹園西、谷田部、栄児童館の併設児童クラブ室の増築

を行い、今後の受入人数を拡充することができた。

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動 609回実施（各小中学校、

高校）（令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大により各支部の

活動を自粛していたため、各々個人の活動数を実績にした。）学校

訪問実施、地区巡回パトロール、「青少年の健全育成に協力する

店」登録活動 50店舗

■青少年の居場所 地域交流センター７館居場所実施（月１回、社

会教育指導員を派遣）

■この指とーまれ！ ドリームフェスタ実施（Ｒ2.11.7）企画者数

16人■放課後子供教室 359回実施（6月～3月）

市内小学校29校、義務教育学校４校、茨城県立つくば特別支援学校

１校、児童館１か所、交流ひろば３か所を対象として放課後子供教

室を実施。参加児童数は10,769人。

■児童館・児童クラブ運営

児童館来館者数279,253人（一般来館小学生94,655人、児童クラブ

184,598人）児童クラブ員の受入れ枠を拡大するため、吉沼児童

館、上郷児童館、茎崎第一小学校、柳橋小学校の敷地内において児

童クラブ施設の増築を行った。

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動の実施で、あいさつを

する児童生徒が増えている

■青少年の居場所 主体的に活動できる場を提供できた

■この指とーまれ！事業 青少年の健全育成団体と連携が図

れ、青少年を中心とした多世代間交流が実施できた。

■放課後子供教室 放課後児童の居場所をつくることができ

た。また、新設する「秀峰筑波児童クラブ」施設2階を放課後児

童の居場所づくりとして施設整備をし、放課後子供教室の開催

が定期的に行うことが可能となった。

■児童館・児童クラブ運営 各児童館において児童を対象とし

た行事及びクラブ活動を実施した。児童館対抗ドッジボール大

会に300人の児童が参加した。

 みどりの学園児童クラブ・学園の森児童クラブにおいて、児

童の大幅な増加が見込まれるため、新たな専用施設を増設し、

児童の受入れの拡充ができた。

■青少年健全育成活動 今後もつくば市教育振興基本計画等

と連動して、活動を推進する。

■放課後子供教室 平成30年度に開設した秀峰交流ひろば

に加え、学園の森児童クラブ施設内において「学園の森交流

ひろば」、みどりの学園児童クラブ施設内において「みどり

の交流ひろば」を新たに立ち上げ、市内3か所で放課後子供

教室の定期的な開催を実施し、年間実施回数を大幅に増加さ

せることができた。

■児童館・児童クラブ運営 各児童館において児童を対象と

した行事及びクラブ活動を実施した。児童館対抗ドッジボー

ル大会に308人の児童が参加した。児童館併設児童クラブの

うち、竹園西、谷田部、栄児童館簿児童クラブ室の増築を行

い、児童の受入れ準備ができた。

■放課後子供教室 新型コロナウイルス感染拡大防止のため小学校

が臨時休校となったことで開催実施が6月からとなったことで、放課

後子供教室の定期開催を行っている交流ひろば3か所での実施回数が

減となった。また、学校開催についても、当初実施予定であったが

中止となった学校もあり、回数が減となった。

■児童館・児童クラブ運営 新型コロナウイルス感染症対策を行い

ながら、各児童館において児童を対象とした行事及びクラブ活動を

実施した。例年実施している児童館対抗ドッジボール大会は新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした。児童クラブ員

の受入れ枠を拡大するため、吉沼児童館、上郷児童館、茎崎第一小

学校、柳橋小学校の敷地内において児童クラブ施設の増築を行い、

児童の受入れ準備ができた。

■青少年健全育成活動 今後もつくば市教育振興基本計画等と連動

して、活動を推進する。

■青少年相談員 あいさつ・声かけ運動の実施

で、あいさつをする児童生徒が増えている

■青少年の居場所 主体的に活動できる場を提

供できた

■放課後子供教室 放課後児童の居場所をつく

ることができた。また、新設する「秀峰筑波児

童クラブ」施設2階を放課後児童の居場所づく

りとして施設整備をし、放課後子供教室の開催

が定期的に行うことが可能となる

■児童館 各児童館において児童を対象とした

行事及びクラブ活動を実施した

28年度 29年度 30年度

改善

見直し

― ■青少年の居場所 利用者が少ない場所もあるので、開催する場所

や内容の検討が必要。ＰＲ方法も見直す必要がある

■放課後子供教室 充実を図るためには、放課後の居場所の拡大、

放課後子供教室のボランティア・サポーター等のスタッフ確保につ

いては拡充が必要

ー ■放課後子供教室

実施内容によっては、体育館のような広い活動場所の

確保が必要となり、各学校との調整はしているが、実

施が難しい場合もある。

ー

年度

成果

課題

■青少年相談員 各支部の活動により、地区巡

回パトロールを積極的に実施でき、青少年健全

育成活動に貢献できた。

■青少年の居場所 居場所としての利用だけで

はなく、青少年がボランティア活動をする場に

もなった

■放課後子供教室 各児童館において児童を対

象とした行事及びクラブ活動を実施した

生涯学習推進課

こども育成課

青少年の健全育成活動の推進

放課後子供教室、児童館運営、児童クラブ
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(1)

3頁

年度

計画

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン 各校の学力向上に

向けた取り組みに対して的確な指導・助言を行う

■つくばスタイル科 各学校自校化を図りながら１～９年生におい

て、各学校ともにコア単元として位置づけをし、年間12～15時間実

施。学んだことについて、各学校の児童生徒がプレゼンを行う

■体力アップ推進プラン 4月作成、8月に体力テストの結果を踏ま

えた進捗状況について確認する。年度内の取り組み目標を検討し、

実践化を図りながら体力の向上に努める

■環境ＩＥＣ運動 節電やエコについて各学園で目標を設定・実

施、年度末に検証と報告。地域と連携して取り組む。

Inprovement(改善)、Environment(環境保護)、comunity(地域社

会)

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

■つくばスタイル科

■体力アップ推進プラン

■環境ＩＥＣ運動

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

■つくばスタイル科

■体力アップ推進プラン

■環境ＩＥＣ運動

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

■つくばスタイル科

■体力アップ推進プラン

■環境ＩＥＣ運動

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

■つくばスタイル科

■体力アップ推進プラン

実績

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

全51校への訪問し、プラン作成～実施～実績報

告に至るまでの指導と助言

■つくばスタイル科 各学校でキャリア単元と

して実施。児童生徒のプレゼンコンテストには

9,028人参加、2976作品の応募があり、市長

賞・教育長賞を授与。入賞作品は「2020年の

学びを変える先進的ICT教育・小中一貫教育研

究大会（全国大会）」で発表

■体力アップ推進プラン 51校で作成実施。体

育サポーター派遣事業は2校で実施

■環境ＩＥＣ運動 学園ごとに目標設定し実施

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

全51校への訪問し、プラン作成～実施～実績報

告に至るまでの指導と助言

■つくばスタイル科 各学校でキャリア単元と

して実施。児童生徒のプレゼンコンテストには

11,343人参加、3351作品の応募があり、金

賞・銀賞等を授与。入賞作品は「2020年の学

びを変える先進的ICT教育大会（全国大会）」

で発表

■体力アップ推進プラン 51校で作成実施。体

育サポーター派遣事業は2校で実施

■環境ＩＥＣ運動 学園ごとに目標設定し実

施。検証

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

全45校への訪問し、プラン作成～実施～実績報

告に至るまでの指導と助言

■つくばスタイル科 各学校でキャリア単元と

して実施。児童生徒のプレゼンコンテストには

9,098人参加、2,783作品の応募があり、市長

賞・教育長賞を授与。入賞作品は「第16回つく

ば市プレゼンテーションコンテスト」で発表

■体力アップ推進プラン 45校で作成実施。体

育サポーター派遣事業

■環境IEC運動 学園ごとに目標設定し実施、

検証

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

全45校へ訪問し、プラン作成～実施～実績報告

に至るまでの指導と助言

■つくばスタイル科 各学校でキャリア単元と

して実施。児童生徒のプレゼンコンテストには

8,072人参加、2,301作品の応募があり、市長

賞・教育長賞を授与。入賞作品は「第17回つく

ば市プレゼンテーションコンテスト」で発表

■体力アップ推進プラン 45校で作成実施。体

育サポーター派遣事業は４校で実施。

■環境IEC運動 学園ごとに目標設定し実施、

検証

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

全45校へ訪問し、プラン作成～実施～実績報告

に至るまでの指導と助言

■つくばスタイル科 各学校でキャリア単元と

して実施。児童生徒のプレゼンコンテストには

256人参加、52作品の応募があり、市長賞・教

育長賞の授与。入賞作品は「第18回つくば市プ

レゼンテーションコンテスト」で発表

■体力アップ推進プラン 45校で作成実施。

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供 これからのつくば市を支えていく青少年に対し、居場所づくりや自主的な活動への支援体制を充実するとともに、つくば市教育振興基本計画（つくば市教育振興プ

ラン）等と連動して、自然体験、ボランティア活動体験、国際交流体験等の様々な体験活動を推進します。方向性 ライフステージに応じた学習機会の提供/青少年の健全育成

関連課

成果

課題

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン 具体

的な取り組みを展開するよう指導したことで、効果的

な取り組みが行われた

■つくばスタイル科 身近な人や地域の人々との関わ

りを通して、自分らしさや自分の良さに気付くことが

でき、社会の一員としての役割や仕事の価値等につい

て学ぶことができた

■体力アップ推進プラン 各校の課題に応じた運動を

実施できた。体育サポーターは、体育授業の中で、模

範演技を見せたり、運動のポイントを適切にアドバイ

スし、児童生徒の技能の向上につながった

■環境ＩＥＣ運動 今後検証をし報告をする

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン 具体

的な取り組みを展開するよう指導したことで、効果的

な取り組みが行われた

■つくばスタイル科 身近な人や地域の人々との関わ

りを通して、自分らしさや自分の良さに気付くことが

でき、社会の一員としての役割や仕事の価値等につい

て学ぶことができた

■体力アップ推進プラン 各校の課題に応じた運動を

実施できた。体育サポーターは、体育授業の中で、模

範演技を見せたり、運動のポイントを適切にアドバイ

スし、児童生徒の技能の向上につながった

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン 具体

的な取り組みを展開するよう指導したことで効果的な

取り組みが行われた。

■つくばスタイル科 身近な人や地域の人々との関わ

りを通して、自分らしさや自分の良さに気付くことが

でき、社会の一員としての役割や仕事の価値等につい

て、学ぶことができた。

■体力アップ推進プラン 各校の課題に応じた運動を

実施できた。体育サポーターは、体育授業の中で模範

演技を見せたり、運動のポイントを適切にアドバイス

し、児童生徒の技術の向上につながった。

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン 具体

的な取組を展開するよう指導したことで効果的な取組

が行われた。

■つくばスタイル科 身近な人や地域の人々との関わ

りを通して、自分らしさや自分の良さに気付くことが

でき、社会の一員としての役割や仕事の価値等につい

て、学ぶことができた。

■体力アップ推進プラン 各校の課題に応じた運動を

実施できた。体育サポーターは、体育授業の中で模範

演技を見せたり、運動のポイントを適切にアドバイス

し、児童生徒の技術の向上につながった。

■学力向上アクションプラン・学校改善プラン

具体的な取組を展開するよう指導したことで効

果的な取組が行われた。

■つくばスタイル科 身近な人や地域の人々と

の関わりを通して、自分らしさや自分の良さに

気付くことができ、社会の一員としての役割や

仕事の価値等について、学ぶことができた。

■体力アップ推進プラン 各校の課題に応じた

運動を実施できた。

改善

見直し

― ■体力アップ推進プラン プランの中に運動の

日常化を図るための手立てを盛り込む

ー

教育指導課（学び推進課）自ら学び、自ら考える力を育てる教育の推進等



1

(1)

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供 これからのつくば市を支えていく青少年に対し、居場所づくりや自主的な活動への支援体制を充実するとともに、つくば市教育振興基本計画（つくば市教育振興プ

ラン）等と連動して、自然体験、ボランティア活動体験、国際交流体験等の様々な体験活動を推進します。方向性 ライフステージに応じた学習機会の提供/青少年の健全育成

関連課 4頁

特別支援教育推進室 自立と社会参加をめざす特別支援教育の推進

28年度 30年度 元年度 ２年度年度

改善

見直し

Ｈ28年度までは教育指導課が担当で実施したが、Ｈ

29年度からは新設される特別教育支援推進室で実施

した。

委員改選により活発な議論が行われた結果，会議時間や再審議の回数が昨年度

より増加したため，審議する案件や提出する情報を精査する必要がある。

在学児童生徒に関する相談に対応する人員がおらず、常時室長と指導主事が対

応に追われていたため、次年度は相談員を増員し、在学児童生徒に対する相談

に対応するよう事業内容を検討する必要がある。

■円滑な審議・判定が行えるよう教育支援委員会の実施回数及び時期を検

討していく。

■技術的な指導助言を行うための専門職の配置要望や業務内容の見直し等

を随時検討していく。

■管理職や通常の学級担任に対する研修会の実施を検討していく。

■就学相談や学校等への指導助言が適切且つ迅速に進められ

るよう、専門職（臨床心理士等）配置要望を検討する。

■学習障害に対応できる教員の専門性を高める研修内容を新

たに検討する。

■研修 コロナウイルス感染防止対策により1回になった特別支援教育支援員研修を2回に増やす

とともに、延期された「学習障害に関する専門教員の育成」を目指す研修を実施する。その成果

として学習障害の理解と対応により学校全体の意識改革と指導力向上が更に期待できる。

■教育相談 特別な配慮や支援を必要とする幼児児童生徒の増加と共に特別支援教育に関する理

解が深まることで、専門的な立場からの指導助言を求める幼稚園・学校からの依頼件数が増加し

ている。これらに十分応えられるよう業務分担の調整及び地域支援センターとの連携が必要であ

る。

計画

各学校・学級において、特別な支援や配慮を要する幼児や障

害のある児童・生徒が、個々の教育的ニーズに応じた適切な

指導及び支援が受けられるよう、就学相談・学校訪問の実

施、教育支援委員会の運営、支援担当職員の配置・雇用管

理、教職員への研修会実施等の事業を通じ、特別支援教育の

推進を図る。

4月 気になる幼児の調査

4月末～市内公立・私立幼稚園・保育所の幼児の観察

4月～学校訪問・就学相談

年間3回特別支援教育の理解促進のための研修会実施

7月～1月教育支援委員会実施

■特別な支援や配慮を要する幼児及び障害のある学齢児童・

学齢生徒について学校等関係機関に調査を実施し、支援を要

する者を把握するとともに、特別支援教育指導員及び指導主

事による就学相談・学校訪問を実施する。

■特別な教育的支援を必要とする未就学児及び小・中学校に

在籍する児童生徒については、教育支援委員会（年間10回

程度開催）での審議を行う。

■各幼稚園・学校における特別支援教育支援員及び障害児介

助員の必要数を精査し、適正な人員配置を行う。

■特別支援学級担任教諭及び特別支援教育支援員に対して各

３回程度の研修会を実施する。

■特別な支援や配慮を要する幼児及び障害のある学齢児童・

学齢生徒について学校等関係機関に調査を実施し、支援を要

する者を把握するとともに、特別支援教育指導員及び指導主

事による就学相談・学校訪問を実施する。

■特別な教育的支援を必要とする未就学児及び小・中学校に

在籍する児童生徒については、教育支援委員会（年間10回

程度開催）での審議を行う。

■各幼稚園・学校における特別支援教育支援員及び障害児介

助員の必要数を精査し、適正な人員配置を行う。

■特別支援学級担任教諭及び特別支援教育支援員に対して各

３回程度の研修会を実施する。

■つくば市教育支援委員会を年間10回程度（７月から12月を予定）開催し、特

別な支援や配慮を必要とする幼児及び児童・生徒に関する就学先や教育措置の

内容等について、各分野の専門家による審議及び判定を行う。

■令和２年度に小学校・義務教育学校前期課程へ就学予定の幼児に対して、随

時実態調査及び個別の就学相談を実施する。また、年度を通じて各学校及び関

係機関を随時訪問し、就学後の児童・生徒に対する指導や支援が適切に行われ

るよう、実態把握を行うとともに教職員等への指導助言を行う。

■年度を通じて、各学校・幼稚園への訪問や各校・園からの聞き取り等により

特別な支援や配慮を必要とする幼児及び児童・生徒の実態把握を随時実施し、

必要に応じて特別支援教育支援員・障害児介助員の応募と配置を行う。

■①管理職・生徒指導主事等、②特別支援学級担任、③特別支援教育支援員、

④特別支援教育コーディネーターの各対象職種に対してそれぞれ研修会等を実

施する。

■教育支援委員会を年間10回開催し、特別な配慮や支援を必要とする幼

児・児童・生徒の就学先や教育措置の内容について、各分野の専門家によ

る審議及び判定を行う。

■令和3年度に小学校・義務教育学校前期課程に就学予定の幼児に対し、

随時実態調査及び個別の相談を実施する。また、各学校等を随時訪問し、

就学後の児童・生徒に対する指導や支援が適切に行われるよう、経過観察

を行うとともに必要に応じ教職員に指導助言を行う。

■年間を通じて、各学校・幼稚園を訪問し聞き取り等を行い、特別な配慮

や支援の必要な幼児・児童・生徒が適切な支援を受け安全な集団生活が送

れるよう、特別支援教育支援員を適正配置する。

■管理職、特別支援学級担任・特別支援教育コーディネーター、通常の学

級担任を対象にした研修を計画的に実施するとともに、学習障害に適切に

対応し指導できる教員の専門性を担保できる研修内容を加える。

実績

■特別支援教育の理解促進のための研修3回

■教育支援委員会 開催回数9回

■教育支援委員会 審議件数293件

■就学相談員による就学相談 実施人数232人

■教育支援委員会 ８回開催/286件審議

■就学相談・学校訪問 相談回数312回/調査・観察

訪問回数405回/電話相談1,877回

■特別支援教育支援員の配置数 年度末106名（年度

当初から14名増員）

■障害児介助員の配置数 年度末39名

■研修会（特別支援学級担任、特別支援教育支援員）

各３回実施

■教育支援委員会 年間9回開催（審議件数計

299件）

■就学相談・学校訪問 就学・教育相談486

回、幼稚園・学校等への調査・観察訪問530

回、電話相談1,948回

■特別支援教育支援員の配置数 市内39校に計

123名

■障害児介助員の配置数 市内全16園に計41

名

■研修会実施回数 特別支援教育コーディネー

ター及び特別支援学級担任対象：年間3回、特

別支援教育支援員対象：年間3回以上、特別支

援教育コーディネーター連絡協議会：年間5回

■教育支援委員会 年間10回開催（審議件数

272件）

■就学相談・学校訪問 相談回数431回、調

査・観察訪問回数496回、電話相談2,828回

■特別支援教育支援員の配置数 年度末134人

■障害児介助員の配置数 年度末43人

■教職員対象研修会の実施 校長・教頭・教務

主任・生徒指導主事・特別支援学級担任及び

コーディネーター、通常の学級担任対象にそれ

ぞれ1回/特別支援教育コーディネーター対象連

絡協議会年4回/特別支援教育支援員対象3回以

上

■教育支援委員会 年間９回開催（審議件数

258件）

■就学相談・学校等訪問 相談回数505回、調

査・観察訪問回数556回、電話相談3,140回

■特別支援教育支援員の配置数（学校） 年度

末136人

■特別支援教育支援員の配置数（幼稚園） 年

度末41人

■教職員（会計年度任用職員含む）対象研修会

の実施 校長・教頭・教務主任・特別支援学級

担任対象：学園単位で年9回、特別支援教育

コーディネーター対象：年2回、特別支援教育

支援員対象：年1回

成果

課題

■教育支援委員会においては、事前の情報収集

に努め、円滑に審議ができた。

■就学相談については、保護者との十分な話し

合いを実施し、個々に応じた適正な就学相談を

することができた。

29年度

■個々に応じた相談や学校等訪問を通し得た情報を教育支援

委員会に提供することができ、適切な審議につなげることが

できた。教育支援委員会の運営に際しては、15名の委員の

意見を総合し、適切な判定につなげることができた。■特別

支援教育支援員及び障害児介助員の適正配置により、小中・

義務教育学校においては学級等を担任する教員の負担が軽減

され、児童生徒の安全確保及び学級の運営の改善が図られ、

さらに、集団への参加や学習への取り組みが増し、円滑な教

育活動を推進することができた。また、幼稚園においても特

別な支援や配慮を要する幼児に適切な支援を実施できた。■

教職員の発達障害に関する理解促進を図るとともに、特別支

援学級等の指導に必要な指導方法について実践的な研修を行

い、指導力の向上を図ることができた。

■当初計画どおりに教育支援委員会を開催し、対象児の適切な就学

につなげることができた。

■就学層を担当する嘱託員を3名増員するとともに、業務内容の拡大

を行ったことで、児童等の実態把握や学校等への指導助言の充実を

図ることができた。就学・教育相談や学校等への訪問を通じて得た

情報を教育支援委員会に提供し、対象児の適切な就学につなげるこ

とができた。

■各学校・幼稚園からの要望を基に、特別支援教育支援員・障害児

介助員の必要人数を精査し、各校・園の需要に応えることができ

た。このことにより、幼児、児童・生徒個々のニーズに応じた適切

な指導・支援を行うことができた。

■各受講対象者の経験年数やニーズを踏まえ、また、各研修の中に

実践的な演習を組み入れるなど、受講後すぐに指導に活かせる内容

で実施した。その結果、実際の授業や指導場面においても研修内容

が活かされ、授業の質の向上が図られた。

■教育支援委員会 計画的に審議件数を平準化した10回の委員会開

催ができ、その審議結果は対象児の適切な就学につながった。

■就学相談 就学相談担当者が、学校見学や体験入学に同行すると

共に、幼稚園・保育園等の集団参加状況を把握して相談に応じ、就

学先への移行支援を行うことで、本人・保護者の不安を軽減して適

切な就学に繋げることができた。

■特別教育支援員・障害児介助員 各学校・幼稚園からの要望を基

に、特別支援教育支援員・障害児介助員の必要人数を精査して配置

したことにより、幼児、児童、生徒個々のニーズに応じ適切な支援

ができ、安全で安心な学校（園）生活が確保できた。

■研修 特別支援教育を推進するために不可欠な「全教職員で取り

組む姿勢」を全校に醸成するため、研修対象者を広げたことによ

り、各学校の校内支援体制の整備につながった。

■教育支援委員会 コロナウイルス感染防止対策による学校の休校措置等

を考慮して年間９回の教育支援委員会を開催した。審議対象幼児・児童生

徒について適切な就学及び措置変更に繋げることができた。

■就学・教育相談 就学・教育相談を通じ特別な支援や配慮を必要とする

者の実態把握や学校等への指導及び助言の充実を図ることができた。今年

度は相談や訪問に関わる職員に臨床心理士が加わり、幼稚園への巡回相談

回数を増やすことができた他アセスメントに必要な諸検査の実施も増え

た。

■特別支援教育支援員（学校・幼稚園） 各学校・幼稚園からの要望に基

づき状況把握を行い、特別支援教育支援員の必要人数を精査して配置した

ことで、児童生徒・園児一人一人のニーズに応じた適切な指導・支援を行

うことができた。

■研修 管理職対象の研修は学園ごとの少人数開催とし講師が出向いて実

施したことで管理職の意識が大きく変わり、学校主体の校内研修実施に繋

がった。その結果、教員全体の意識にも変化が見られ、児童生徒の実態把

握に特別支援教育の視点が適切に加わるようになった。



1

(1)

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供 現代社会に対応した職業に関する学習内容の充実を図るとともに、学習成果が実際の就職や転職といったキャリアアップに結びつくようなプログラムの開発や学び

やすい講座の設定、サポート体制づくりを検討します。方向性 ライフステージに応じた学習機会の提供/成人のキャリアアップ

関連課 5頁

年度

男女共同参画室

産業振興課

男女参画に関するセミナー

つくば市ふるさとハローワーク

計画

■男女参画に関するセミナー

年15回のうち２～３回を、結婚・出産・子育て

等により職を離れた女性が、再就職を目指すう

えで必要な知識を得るためのセミナーとして実

施する

■つくば市ふるさとハローワーク

つくば市ふるさとハローワークの運営

ハローワーク土浦との連携事業：就業関連情報

の提供や職業相談等を実施し、月50人（年間

600人）の女性に対する就業を支援する

■男女参画に関するセミナー

柔軟な働き方や、女性の職業生活における活躍

の推進のためのセミナーを実施

■つくば市ふるさとハローワーク

■男女参画に関するセミナー

職業生活と家庭生活との両立を図るために必要

な働き方の意識改革や、再就職・職場復に役立

つセミナーを実施する

■つくば市ふるさとハローワーク

■男女参画に関するセミナー

男性の家事育児参加や男性の育児休業取得を促

進するためのセミナーを実施する。

■つくば市ふるさとハローワーク

・つくば市ふるさとハローワークの管理運営

・求職者、企業等への情報発信、啓発事業の実

施

・市内認定こども園・保育所見学ツアーの実施

・元気いばらき就職面接会への協力

■男女参画に関するセミナー

ワークライフバランスの推進や、自己肯定感の

向上に繋がるセミナーを実施する。

■つくば市ふるさとハローワーク

・つくば市ふるさとハローワークの管理運営

・求職者、企業等への情報発信、啓発事業の実

施

・市内認定こども園・保育所見学ツアーの実施

・元気いばらき就職面接会への協力

実績

■男女参画に関するセミナー３回

①復職応援セミナー６名参加

②自宅で働く新スタイルで女性の働き方を変え

る！34名参加

③これからの男女の働き方と離職中にやってお

きたいこと15名参加

■つくば市ふるさとハローワーク

就職した1,019人のうち女性は671人。671人

のうち常時雇用273人、パート398人。ハロー

ワーク土浦と連携し市内保育所の見学会を３回

実施、23名参加

■男女参画に関するセミナー２回

①自宅で働く新スタイルで女性の働き方を変え

る！32名参加/定員30名

②女性の活躍で社会が変わる！女性が働くとい

うこと７名参加/定員30名

■つくば市ふるさとハローワーク

女性676人就職（常時雇用261人、パート415

人）

ハローワーク土浦との連携事業：

保育職求職者に対して、市内保育所の見学会を

２回実施（15名参加）

就職面接会を１回実施（11事業所、求職者７名

参加）

■男女参画に関するセミナー5回

①“介護離職” その前に－介護をしながら仕事を続けるため

の知恵と戦略－9名参加/定員30名

②パパ＆キッズで楽しく 夏野菜でクッキング18名参加/定

員20名

③育休後も自分らしく働き続けるために20名参加/定員30名

④男の料理教室11名参加/定員30名

⑤男性の育児休業応援セミナー 先輩パパとの座談会5名参

加/定員30名

■つくば市ふるさとハローワーク

・つくば市ふるさとハローワークの運営実績

 相談件数8,053件、紹介人数3,370人、就職者数878人

・市内認定こども園、保育所等見学ツアー実績

 ６月開催：８名参加、４名採用

 ９月開催：８名参加、１名採用

■男女参画に関するセミナー３回

①パパ＆キッズ おじいちゃん＆孫でお子様ランチを

つくろう！ 34名参加/定員15組

②ハッピーキャリアを積むには～これからの働き方生

き方～ 36名参加/定員40名

③若い世代の男性向け料理教室 大切な人と食べたい

簡単メニュー ５名参加/定員30名

■つくば市ふるさとハローワーク

・つくば市ふるさとハローワークの運営実績

 相談件数6,344件、紹介人数3,603人、就職者数

719人

・市内認定こども園・保育所見学ツアーの実績

 ６月開催：９名参加、１名採用

 10月開催：８名参加、採用無し

・元気いばらき就職面接会の実績

 参加企業25社、面接者24名

■男女共同参画に関するセミナー：４回

①自己肯定感をＵＰして、より充実した人間関係や毎日を！

24名参加

②色で第一印象をアップしましょう！  14名参加

③仕事を高速化する「時間割の作り方」 21人参加

④らくちんなのに、ていねいな暮らし～収納の工夫と時短家

事～  27名参加

■つくば市ふるさとハローワーク

・つくば市ふるさとハローワークの運営実績

 相談件数6,153件、紹介人数2,984人、就職者数525人

・市内認定こども園・保育所見学ツアー 新型コロナウイル

ス感染症の影響で開催を見送り

・「保育支援制度・公立保育施設説明会」及び「公立・私立

保育施設就職相談会」の実施

参加施設6、参加者6人

・元気いばらき就職面接会の実績

 参加企業17社、面接者48名

28年度

成果

課題

■男女参画に関するセミナー

アンケート結果から、9割近くの講座受講者が

「とてもよかった」「よかった」と感じたこと

がわかった。受講したことにより、再就職・職

場復帰について前向きな気持ちや不安の緩和と

いう意識改革を図ることができた

■つくば市ふるさとハローワーク

就職相談や職業紹介、就業関連情報の提供を行

うことにより、再就職や職場復帰の支援が図ら

れた

■男女参画に関するセミナー

アンケートでは「とてもよかった」「よかっ

た」の回答をえられた。新しい働き方や、女性

活躍推進に関して、意識醸成を図ることができ

た

■男女参画に関するセミナー

アンケートでは「とてもよかった」「よかっ

た」の回答をえられた。ワークライフバランス

の推進や、男性の家事育児参加に関して、情報

提供・意識啓発を図ることができた。

■つくば市ふるさとハローワーク

つくば市ふるさとハローワークを運営し、就職

相談、職業紹介及び就業情報提供を行うことに

より、再就職や職場復帰支援をすることができ

た。

■男女参画に関するセミナー

アンケートでは「とてもよかった」「よかっ

た」の回答を得られた。男女共同参画に関する

意識の向上、必要な知識や技能を学ぶことがで

きた。

■つくば市ふるさとハローワーク

つくば市ハローワークにおいては、職業相談及

び職業紹介を実施し、市内認定こども園・保育

所見学ツアーや元気いばらき就職面接会へ協力

することで求職者の就労を支援することができ

た。

■男女共同参画に関するセミナー

新型コロナウイルス感染症の影響により、当

初、予定していたセミナー企画で実施できない

ものがあった。今後は、オンライン形式による

開催の検討・導入も必要である。

■つくば市ふるさとハローワーク

つくば市ハローワークにおいては、職業相談及

び職業紹介を実施し、「保育支援制度・公立保

育施設説明会」及び「公立・私立保育施設就職

相談会」や元気いばらき就職面接会へ協力する

ことで求職者の就労を支援することができた。

改善

見直し

― ■男女参画に関するセミナー

アンケート結果から、内容についての満足度は

高いと推測できるため、継続して実施する

■男女参画に関するセミナー

アンケート結果では、満足度の高いセミナーを実施することができ

たが、内容によって参加者数に差が出てしまったので、参加者数少

なかったセミナーについては内容を検討する。

■男女参画に関するセミナー

人気の高いセミナーは、定員数や実施回数の増加

を検討し、市民のニーズに合わせた事業展開を図

る。

■男女共同参画に関するセミナー

仕事と家庭の両立支援をはじめ、再就職支援やキャリ

アアップ講座など、学習機会の充実を図るとともに、

受講しやすい方策について検討する。

29年度 30年度 元年度 ２年度



1

(1)

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供
高齢者がいつまでも元気でいきいきと地域社会と関わり暮らしていけるよう、生涯学習の振興による高齢者の生きがい対策を推進します。

方向性 ライフステージに応じた学習機会の提供/高齢者のいきがい

関連課 6頁

年度

高齢福祉課

高齢福祉課 シルバークラブ大会、シルバークラブ活動への補助

ねんりんスポーツ大会

高齢福祉課 おひさまサンサン生き生きまつり

計画

■各種イベント・シルバークラブ活動への支援

各種研修会や教養講座等の開催、ねんりんスポーツ大会、シ

ルバークラブ大会、おひさまさんさん生き生きまつり、補助

金交付

■シルバー人材センターの支援と活用 補助金交付

■介護支援ボランティア ボランティア登録の増加のため、

ボランティア受け入れ機関の拡大を図る。登録はしているが

活動できていない方への調査を行い、受け入れ機関との連携

により実活動者を増やす（ボランティアは活動の実績に応じ

てポイントを換金し交付金を受け取ることができる）

■長寿大学 筑波・大穂・吉沼・豊里の４交流センターで実

施

■各種イベント・シルバークラブ活動への支援

各種研修会や教養講座等の開催、ねんりんス

ポーツ大会、シルバークラブ大会、おひさまさ

んさん生き生きまつり、補助金交付

■シルバー人材センターの支援と活用

■介護支援ボランティア

■長寿大学

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

ねんりんスポーツ大会、シルバークラブ大会、

おひさまサンサン生き生きまつり、補助金交付

■シルバー人材センターの活用と支援

■介護支援ボランティア 受入施設の情報を随

時登録者に発信することでマッチングを促し、

交付金の上限を引き上げて、登録者の活動意欲

を上げられないか検討する

■長寿大学

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

ねんりんスポーツ大会、シルバークラブ大会、おひさまサン

サン生き生きまつり、補助金交付

■シルバー人材センターの活用と支援

■介護支援ボランティア

・広報やホームページ、チラシ、ポスター等の活用や会議、

イベント等でのチラシ配布を行い、制度の周知を進めてい

く。

・年に１回は登録者のボランティア継続の意思確認をし、登

録者の整理を行っていく。

■長寿大学 筑波・大穂・吉沼・豊里の４交流センターで実

施

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

ねんりんスポーツ大会、シルバークラブ大会、おひさまサンサン生

き生きまつり、補助金交付

■シルバー人材センターの活用と支援

■介護支援ボランティア

・広報やホームページ、チラシ、ポスター等の活用や会議、イベン

ト等でのチラシ配布を行い、制度の周知を進めていく。

・ボランティアを実施しやすい環境を作るため、各地区に登録施設

を増やせるよう周知していく。

・ボランティア内容に買物等に伴う移動支援を新たに追加し、いつ

までも住み慣れた地域で自立して生活を送ることができるように支

援する。

■長寿大学 新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため中止

実績

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 各種研修や

講座を実施、ねんりんスポーツ大会560名、シルバークラブ

大会（活動功労者表彰・講演会550名）、おひさまサンサン

生き生きまつり（障害者と高齢者によるレクリエーションイ

ベント1,950名）、補助金交付（単位シルバークラブ131団

体、市シルバークラブ連合会1団体）

■シルバー人材センター 契約件数5,009件

■介護支援ボランティア 登録者172名（平均年齢73.4

歳）、延活動人数1,847名、延活動時間3,166時間

受入施設48施設、受入施設意見交換会実施

交付金交付申請者数58名、交付額187千円

■長寿大学 コーラス・芸術鑑賞・出前講座等を実施

筑波「寿大学」全６回延285名、大穂「筑宝大学」全10回

延204名、吉沼「いきいき学級」全６回延296名、豊里「長

寿大学」全６回延825名

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 各種研修会

や教養講座等の開催、ねんりんスポーツ大会567名、シル

バークラブ大会（活動功労者表彰・講演会655名）、おひさ

まサンサン生き生きまつり開催（障害者と高齢者によるレク

リエーションイベント1,800名）、補助金交付（単位シル

バークラブ137団体、市シルバークラブ連合会1団体）

■シルバー人材センター

契約件数4,962件 新規入会者97名 退会者68名

市からは、施設の夜間当番/草刈り/清掃等を依頼している

■介護支援ボランティア

登録者数123名（平均年齢70.3歳）

延べ活動人数1,607人名、延べ活動時間2,664時間

受入施設数53施設、受入施設意見交換会実施

交付金交付申請者数47名、交付額165千円

■長寿大学 コーラス、芸術鑑賞、出前講座等を実施

筑波「寿大学」全６回延305名、大穂「筑宝大学」全10回

延204名、吉沼「いきいき学級」全４回延219名、豊里「長

寿大学」全６回延712名

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

ねんりんスポーツ大会592名、シルバークラブ大会（活動功労者表

彰・講演会720名）、おひさまサンサン生き生きまつり開催（障害者

と高齢者によるレクリエーションイベント1,605名）、補助金交付

（単位シルバークラブ134団体、市シルバークラブ連合会１団体）

■シルバー人材センター

契約件数4,609件 新規入会者58名 退会者49名

市からは、施設の夜間当番／草刈り／清掃等を依頼している

■介護支援ボランティア

・ボランティア活動実績が活発な施設へ視察を行った。

・介護支援ボランティア実活動者数：77人

・介護支援ボランティア登録者数：146人

・介護支援ボランティア受入機関数：54か所

・介護支援ボランティア延べ時間：2,945時間

・交付金申請額204,000円

■長寿大学 コーラス・芸術鑑賞・出前講座等を実施

筑波「寿大学」全５回延205名、大穂「筑宝大学」全10回延219

名、吉沼「いきいき学級」全５回延236名、豊里「長寿大学」全６回

延808名

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

ねんりんスポーツ大会593名、シルバークラブ大会（活動功労者表

彰・講演会600名）、おひさまサンサン生き生きまつり開催（障害者

と高齢者によるレクリエーションイベント1,225名）、補助金交付

（単位シルバークラブ137団体、市シルバークラブ連合会１団体）

■シルバー人材センター

契約件数4,390件 新規入会者125名 退会者89名

市からは、施設の夜間当番／草刈り／清掃等を依頼している

■介護支援ボランティア

・介護支援ボランティア実活動者数：67人

・介護支援ボランティア登録者数：163人

・介護支援ボランティア受入機関数：55か所

・介護支援ボランティア延べ時間：1,757時間

・交付金申請額233,000円

■長寿大学 コーラス・芸術鑑賞・出前講座等を実施

筑波「寿大学」全５回延249名、大穂「筑宝大学」全８回延152名、

吉沼「いきいき学級」全５回延201名、豊里「長寿大学」全５回延

633名

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

シルバークラブ大会はイベントとして開催はせず活動功労者

顕彰事業として実施（被顕彰者56名、２クラブ）、ねんり

んスポーツ大会及びおひさまサンサン生き生きまつりは新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止、補助金交付

（単位シルバークラブ136団体、市シルバークラブ連合会１

団体）

■シルバー人材センター

契約件数3,755件 新規入会者69名 退会者104名

市からは、施設の夜間当番／草刈り／清掃等を依頼している

■介護支援ボランティア

コロナ禍で受け入れができない状況ではあったため、受入施

設の実態調査を行った。

【登録者数】79名 【施設登録者数】55施設 【活動者

数】2名

■長寿大学

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

２年度元年度30年度29年度28年度

成果

課題

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 高齢者の健

康づくりや生きがいづくり、社会参加の促進に寄与した

■シルバー人材センター 円滑な運営を支援し、社会参加の

促進や高齢者の生きがいの充実等につながった

■介護支援ボランティア

登録者、受入施設ともに増やすことができた。しかし、登録

者が増えても活動に至らない方が半数以上いる。ボランティ

ア層を広げていくために高齢者施設以外も受入施設にする。

登録に行くのが大変という声があるため、改善する必要があ

る

■長寿大学 高齢者の生きがい対策として学習と交流の機会

を提供し、参加者から好評を得た

■介護支援ボランティア

登録者の活動への意識調査として筑波で活動の確認が

できていない方に電話連絡を実施した、その結果登録

者人数は減ったが登録者と活動人数の差を縮めること

ができた。しかし、活動実績の無い登録者が多いた

め、さらなる改善が必要

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援

高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加の促進に寄与し

た。シルバークラブは会員が減少傾向であるため、会員数の増加へ

の取り組みやシルバークラブ活動の活性化が課題である。

■シルバー人材センター

補助金を交付することにより、シルバー人材センターの円滑な運営

を支援し、高齢者の生きがいの充実、社会参加の促進等に寄与でき

た。

■介護支援ボランティア

・施設の視察でボランティアに参加するまでの経緯や意識について

聞き取り調査を行い、どのようなニーズがあるのかを把握できた。

・制度の周知により、市民ボランティアへの理解が進み、社会参加

による生きがいづくりを進めていくことができた。

■長寿大学 高齢者の学習と交流の機会を提供し、参加者から好評

を得ることができた。

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 高齢者の健

康づくりや生きがいづくり、社会参加の促進に寄与した。シ

ルバークラブは会員が減少傾向であるため、会員数の増加へ

の取り組みやシルバークラブ活動の活性化が課題である。

■シルバー人材センター 補助金を交付することにより、シ

ルバー人材センターの円滑な運営を支援し、高齢者の生きが

いの充実、社会参加の促進等に寄与できた。

■介護支援ボランティア 介護支援ボランティア登録会・交

流会を開催し、登録者と受入施設の交流の機会を設けること

で、今後の活動に生かすことができた。加えて、新規登録者

は27名の増加があった。

■長寿大学 高齢者の学習と交流の機会を提供し、参加者か

ら好評を得ることができた。

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため、イベント開催中止や事業規模縮小となっ

たが、内容変更等対策を講じ、高齢者の健康づくりや生きがいづく

り、社会参加の促進に寄与した。シルバークラブは会員が減少傾向

であるため、会員数の増加への取り組みやシルバークラブ活動の活

性化が課題である。

■シルバー人材センター 補助金を交付することにより、シルバー

人材センターの円滑な運営を支援し、高齢者の生きがいの充実、社

会参加の促進等に寄与できた。

■介護支援ボランティア

コロナ感染拡大により介護支援ボランティアの交流会ができなかっ

たため、自宅で取り組める課題を登録者に郵送。

■長寿大学

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

改善

見直し

■介護支援ボランティア

登録者を増やすだけでなく、活動人数を増やし

ていく必要がある。

■介護支援ボランティア

受入施設の仕事の幅を広げ、活動を促す必要が

ある。

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 令和元年度に向

け、会員数増加を促進できるよう、単位シルバークラブの補助金額

を増額するように見直しを行った。

■介護支援ボランティア 制度の申請方法や内容について、引き続

き啓発活動を実施していく。

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 ねんりんスポーツ

大会において、全国大会出場者に対しての支援策を検討していく。

■介護支援ボランティア 制度の申請方法やどのような活動をして

いるのか等の内容について、引き続き啓発活動を実施していく。

■各種イベントやシルバークラブ活動への支援 新型コロナウイルス感染症の収束がみえない中、重症化リスクの高い高齢者が集まる活動

をどのように実施していくのか、開催方法や支援方法を検討していく。また、シルバークラブの会員減少について、若手会員の加入促進や

魅力ある活動メニューを広げる取組みに努めることで、シルバークラブ連合会全体の活性化を支援する。

■介護支援ボランティア

コロナ禍においてボランティア活動ができなかった場合には、交流会にて自身の健康増進や介護予防につなげる企画を行う。

■長寿大学

令和３年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としているが、感染状況、ワクチン接種状況を見極めながら、令和４年度以降

について検討を行っていく。

高齢福祉課

地域包括支援課

文化芸術課

シルバー人材センターの支援と活用

介護支援ボランティア

長寿大学



1

(2)

年度

計画

■竹園高校クロスカリキュラム

『竹園高校生が考える「将来の自分」×「将来のつく

ば」 ～つくば市人口ビジョン、まち・ひと・しごと

創生総合戦略とともに～ 』を開催

■社会を明るくする運動つくば市大会

保護司、人権擁護委員、青少年相談員等を対象に、罪

を犯した人たちの更生や青少年の健全育成等をテーマ

にした講演会を開催する

■竹園高校クロスカリキュラム

『竹園高校生が考える「将来の自分」×「将来のつくば」

～つくば市人口ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦略

とともに～ 』を開催

■講演会・研修

つくば地区保護司会総会、つくば市更生保護連合会総会

つくば市更生保護女性会総会

第67回社会を明るくする運動つくば市大会

茨城県更生保護大会

県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会

茨城県更生保護女性のつどい

更生保護女性連盟県南ブロック研修会

■竹園高校クロスカリキュラム

未定（依頼により実施）

■講演会・研修

社会を明るくする運動つくば市大会において、

大会関係者の他に、一般市民にも参加を呼びか

ける

■竹園高校クロスカリキュラム

 昨年度と同様に学校側の要請に応じて開催することを検討

する。

■講演会・研修

・つくば地区保護司会総会

・つくば市更生保護連合会総会

・つくば市更生保護女性会総会

・第69回社会を明るくする運動つくば市大会

・茨城県更生保護大会

・県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会

・茨城県更生保護女性のつどい

・更生保護女性連盟県南ブロック研修会

■竹園高校クロスカリキュラム

 昨年度と同様に学校側の要請に応じて開催することを検討

する。

■講演会・研修

・つくば地区保護司会総会

・つくば市更生保護連合会総会

・つくば市更生保護女性会総会

・第70回社会を明るくする運動つくば市大会

・茨城県更生保護大会

・県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会

・茨城県更生保護女性のつどい

・更生保護女性連盟県南ブロック研修会

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供 急速な少子高齢化と経済のグローバル化が進む現代社会においては、社会保障制度の見直し、経済格差、雇用環境の悪化等様々な問題が市民生活に影響を与えてい

ます。こうした課題を解決するため、個人が生き抜くために必要な知恵や術としての生涯学習機会を提供していきます。方向性 現代的課題解決のための学習機会の提供

関連課

企画経営課 竹園高校クロスカリキュラム （生涯学習推進課） 青少年相談員

7頁市民活動課 更生保護事業

実績

■竹園高校クロスカリキュラム

高校生につくば市の特性や強みを伝えることが

できた

■社会を明るくする運動つくば市大会（第66

回）

約80名参加（保護司、人権擁護委員、青少年相

談員等）

講演会テーマ「少年非行の現状について」

講師「少年サポートセンターつくば 根守 由美

子氏」

■竹園高校クロスカリキュラム

高校生につくば市の特性や強み、今後，懸念される問題点な

どを伝えることができた

■講演会・研修

4/20つくば地区保護司会総会、つくば市更生保護連合会総

会、第67回社会を明るくする運動つくば市大会推進委員会

4/25つくば市更生保護女性会総会

5/18第67回社会を明るくする運動茨城県推進委員会

7/9第67回社会を明るくする運動つくば市大会（約60名参

加）講演者：水戸保護観察所長押切久遠氏

10/31県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会

11/9茨城県更生保護大会（水戸市）

2/28更生保護女性連盟県南ブロック研修会

3/6茨城県更生保護女性のつどい（守谷市）

平成30年度の社会を明るくする運動つくば市大会につい

て、一般市民が参加できるように開催概要の検討を行った

■竹園高校クロスカリキュラム

平成30年度は、テーマをまち・ひと・しごとからＳ

ＤＧｓへ改めて実施した。つくば市におけるＳＤＧｓ

の取組の講演のあと、「10年後に当たり前になって

ほしいこと」及び「そのために自分ができること」に

ついて考えるワークショップを開催した。

■講演会・研修

4/20つくば地区保護司会総会、つくば市更生保護連

合会総会

4/24つくば市更生保護女性会総会

7/16第68回社会を明るくする運動つくば市大会開催

10/17更生保護女性連盟県南ブロック研修会

11/15茨城県更生保護大会（水戸市）

2/27県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会

3/6茨城県更生保護女性のつどい（水戸市）

■竹園高校クロスカリキュラム

令和元年度も、テーマをまち・ひと・しごとからＳＤ

Ｇｓへ改めて実施した。つくば市におけるＳＤＧｓの

取組の講演のあと、「持続可能なまち・つくば」に向

けたＳＤＧｓを考えるワークショップを開催した。

■講演会・研修

4/19 つくば地区保護司会総会、市更生保護連合会総

会

4/23 つくば市更生保護女性会総会

7/1～31 社会を明るくする運動ポスター掲示

8/4 第69回社会を明るくする運動つくば市大会

10/18 茨城県南ブロック更生保護関係者等連絡協議

会

11/14 茨城県更生保護大会

2/19 更生保護女性連盟県南ブロック研修会

3/4 茨城県更生保護女性のつどい ※中止

■竹園高校クロスカリキュラム

テーマをまち・ひと・しごとからＳＤＧｓへ改めて実施し

た。つくば市におけるＳＤＧｓの取組の講演のあと、「持続

可能なまち・つくば」に向けたＳＤＧｓを考えるワーク

ショップを開催した。R2年度は講演をオンラインで実施し

た。

■講演会・研修

つくば地区保護司会総会（書面議決）

つくば市更生保護連合会総会（書面議決）

つくば市更生保護女性会総会（書面議決）

7/1～31 社会を明るくする運動ポスター掲示

第69回社会を明るくする運動つくば市大会（中止）

茨城県南ブロック更生保護関係者等連絡協議会（中止）

茨城県更生保護大会（中止）

更生保護女性連盟県南ブロック研修会（中止）

茨城県更生保護女性のつどい（中止）

成果

課題

■竹園高校クロスカリキュラム

授業で学んだ知識を活用して地域の問題解決に取り組

んでいただいたことで、将来の自分自身のライフプラ

ンや社会との関係性について考える好機とすることが

できた

■社会を明るくする運動つくば市大会

保護司が資質向上のため少年非行の現状について学習

することができたとともに、人権擁護委員や青少年相

談員等を交えた学習機会としたことで、罪を犯した人

たちの更生などに、それぞれの立場で力を合わせて、

連携して取り組むきっかけとなった

■竹園高校クロスカリキュラム

グループワークにより課題解決に向けた提案を

行っていただいたことで、将来のまちづくり等

について興味・関心を高めることができた

■講演会・研修

保護司、更生保護女性会会員の資質向上及び地

域でのネットワーク構築が図れた。各団体(保護

司会、更生保護女性会、人権女御委員、青少年

相談委員ほか)との連携及び啓発活動の強化がは

かれた

■竹園高校クロスカリキュラム

次世代を担う高校生が、10年後に当たり前になってほしい

ことの実現のために自分ができることについて考えるきっか

けをつくったことで、ＳＤＧｓの理念の浸透やまちづくりへ

の関心を高めることができた。

■講演会・研修

【成果】各団体（保護司会、更生保護女性会、人権擁護委

員、青少年相談員ほか）との連携及び啓発活動の強化が図れ

た。社会を明るくする運動つくば市大会では団体だけではな

く、一般市民へ募集を行い、運動の周知に努めた。

【課題】社会を明るくする運動をとおして犯罪や非行のない

明るい社会づくりを目指すため、市民に周知し「社会を明る

くする運動つくば市大会」の参加者を増やす。

■竹園高校クロスカリキュラム

次世代を担う高校生が、持続可能都市の実現のために自分がで

きることについて考えるきっかけをつくったことで、ＳＤＧｓ

の理念の浸透やまちづくりへの関心を高めることができた。

■講演会・研修

【成果】保護司会・更生保護女性会が中心となり、罪を犯して

しまった人の立ち直りの援助や、犯罪予防のための様々な活動

の支援ができた。また、「第69回社会を明るくする運動つくば

市大会」では、関係団体のみではなく、一般市民の参加促進を

図り、運動の周知に努めた。

【課題】社会を明るくする運動を通して、犯罪や非行のない明

るい社会づくりを目指すため、市民に広く周知する必要があ

る。

■竹園高校クロスカリキュラム

次世代を担う高校生が、持続可能都市の実現のために自分がで

きることについて考えるきっかけをつくったことで、ＳＤＧｓ

の理念の浸透やまちづくりへの関心を高めることができた。学

校がオンライン対応可能だったためコロナ禍でも実施できた。

■講演会・研修

【成果】保護司会・更生保護女性会が中心となり、罪を犯して

しまった人の立ち直りの援助や、犯罪予防のための様々な活動

の支援ができた。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、各種大会及び

研修会は中止になった。

【課題】犯罪や非行のない明るい社会づくりを目指すため、市

民に広く周知する必要がある。

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

改善

見直し

― ■講演会・研修 社会を明るくするつくば市大会にお

いて、保護司会や更生保護女性会、人権擁護委員など

大会関係者のみで行うのではなく、一般市民にも参加

できるイベントとする必要がある

■竹園高校クロスカリキュラム

引き続き、学校側と実施方法について対話を重ね、若い世代に対して効果的な

意識付けを行っていく。

■講演会・研修

社会を明るくする運動の参加者を増やすために広報を積極的に行う必要があ

る。

■竹園高校クロスカリキュラム 引き続き、学校側と実施方法について対

話を重ね、若い世代に対して効果的な意識付けを行っていく。

■講演会・研修 ホームページやフェイスブック等を活用し積極的な広報

活動を行い、社会を明るくする運動つくば市大会への参加者を増やしてい

く。

■竹園高校クロスカリキュラム 引き続き、学校側と実施方法

について対話を重ね、若い世代に対して効果的な意識付けを

行っていく。

■講演会・研修 引き続き、ホームページやフェイスブック等

を活用し積極的な広報活動を行っていく。
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(3)

■チャレンジアートフェスティバル

開催時期について、実行委員会で準備に要する期間や感染症のリスクを鑑みながら検討を行う。

■認知症サポーター養成講座

新型コロナの感染状況によりオンライン開催も視野に入れつつ、機材やオンラインツールの使用

方法について事前に把握する。

認知症サポーター養成講座の依頼があった場合は、感染対策を行い実施し、オンライン開催につ

いても周知していく。

■障害児運動教室

制度や参加方法について広報つくばやホームページで引き続き周知を行う。

年度

計画

■チャレンジアートフェスティバル 舞台発表3/4 作品展

示3/7～3/11

■のびのびスポーツ教室 障害児のスポ-ツ活動を通して、

体力の増強、交流、余暇活動の充実を図る。対象：市内の障

害児（小学生）

■体験乗馬療法 障害児と健常児の交流の中で、アニマルセ

ラピーの効果により、障害児の精神的安定と共に啓発を図

る。対象：障害児と健常児の小学生

■出前講座 依頼の都度開催

【みんなのあんしん介護保険講座】

【認知症サポーター養成講座】1,200名以上のサポーターを

養成する

■チャレンジアートフェスティバル 舞台発表3/3 作品展示3/6～

3/11 一般市民来場者を増加させ、障害福祉に対する市民の意識啓

発及び理解の促進を図る。事業終了後に、市庁舎等での作品展示を

行う

■おひさまサンサン生き生きまつり 10/28 スポーツやレクリ

エーション活動、障害者が創意工夫を凝らして製作した作品の展

示・販売等を行い、一般市民及びボランティア協力団体との交流を

図る

■のびのびスポーツ教室

■体験乗馬療法

■出前講座 依頼の都度開催

【みんなのあんしん介護保険講座】

【認知症サポーター養成講座】1,200名以上のサポーターを養成する

■チャレンジアートフェスティバル 舞台発表3/2 作品展

示3/5～3/10

開催前に、茨城県庁及びつくば市役所庁舎内にて29年度制

作の作品展示を行い、一般市民に向けた広報啓発を行う

■おひさまサンサン生き生きまつり 10/27

■のびのびスポーツ教室

■体験乗馬療法

■出前講座 依頼の都度開催する

【みんなのあんしん介護保険講座】

【認知症サポーター養成講座】1,200名以上のサポーターを

養成する

■チャレンジアートフェスティバル 舞台発表2/29 作品

展示3/3～3/8

開催前に、茨城県庁及びつくば市役所庁舎内にて30年度制

作の作品展示を行い、一般市民に向けた広報啓発を行う

■おひさまサンサン生き生きまつり 10/26

■のびのびスポーツ教室

■体験乗馬療法

■出前講座 依頼の都度開催する「みんなのあんしん介護保

険講座」

■認知症サポーター養成講座 認知症サポーター養成講座を

実施し、年間を通して1,200名以上の認知症サポーターを養

成する。

■チャレンジアートフェスティバル 舞台発表3/6、作品展

示3/9～3/14

開催前に、茨城県庁及びつくば市役所庁舎内にて令和元年度

制作の作品展示を行い、一般市民に向けた広報啓発を行う。

■おひさまサンサン生き生きまつり 10/24

■障害児運動教室

■体験乗馬療法

■出前講座 依頼の都度開催する 「みんなのあんしん介護

保険講座」

■認知症サポーター養成講座 2,000名以上のサポーターを

養成する。

施策の柱 個人の自立に向けた学習機会の提供
外出が困難な高齢者やその介護者、障害者やその支援者の方などへの必要な配慮や支援を行うとともに、適切な学習機会の提供を行います。

方向性 社会生活を円滑に営む上で困難を有する者への学習機会の提供（就業支援学習を含む）

関連課

障害福祉課 ﾁｬﾚﾝｼﾞｱｰﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、スポーツ教室等 （生涯学習推進課） 出前講座事務

8頁介護保険課 出前講座「みんなの安心介護保険事業」

地域包括支援課 出前講座「認知症サポーター養成講座」

実績

■チャレンジアートフェスティバル 計画通り

実施。作品展示は3/12まで実施。県立つくば美

術館での展示の後、市役所でも展示を実施

■のびのびスポーツ教室19名

■体験乗馬療法194名

■介護保険講座 3回32名参加

■認知症サポーター養成講座 59回2,231名参

加。銀行や郵便局等の職域団体や小中学校関係

からの依頼が多かった

■チャレンジアートフェスティバル 計画のほかプレ企画も実施

（2/25）

■おひさまサンサン生き生きまつり 計画通り実施。例年の活動に

加え、いきいき茨城ゆめ大会開催競技の体験会のブースを用意し、

障害者スポーツの推進も実施

■のびのびスポーツ教室20名

■体験乗馬療法409名

■出前講座

【みんなのあんしん介護保険講座】6回開催、184名参加

【認知症サポーター養成講座】43回開催し、1,426名のサポーター

を養成した。銀行やカスミ社員等の職域団体や小中高等学校関係か

らの依頼が多かった。つくば市職員に対しても職員研修として講座

を実施した

■チャレンジアートフェスティバル 計画通り実

施。

■おひさまサンサン生き生きまつり 計画通り実

施。本年度は開催場所を研究学園駅前公園に変

更。

■のびのびスポーツ教室24名

■体験乗馬療法403名

■出前講座「みんなのあんしん介護保険講座」

５回開催 約200名参加

■認知症サポーター養成講座

認知症サポーター養成講座を77回開催し、3,079

名のサポーターを養成した。職域団体や小中学校

からの依頼が多かった。

■チャレンジアートフェスティバル 新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止のため、作品展示のみ

実施。

■おひさまサンサン生き生きまつり 悪天候が予

想されたため、屋内の桜総合体育館で実施。

■のびのびスポーツ教室 参加者25名

■体験乗馬療法 参加者418名

■出前講座「みんなのあんしん介護保険講座」

４回開催 約200名参加

■認知症サポーター養成講座 認知症サポーター

養成講座を54回開催し、3,082名のサポーターを

養成した。スーパー等の職域団体や小中学校での

実施人数が多かった。

■チャレンジアートフェスティバル 新型コロナウイルス感染症の拡大防

止のため、作品展示のみ実施。

■おひさまサンサン生き生きまつり

新型コロナウイルスの感染拡大防止により開催中止。

■障害児運動教室

参加者24名（10回中４回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催

中止）

■体験乗馬療法

まつりつくば開催中止に伴い、体験乗馬療法も開催中止。

■出前講座

「みんなのあんしん介護保険講座」開催なし

■認知症サポーター養成講座

新型コロナウイルスの感染拡大により、小中学生の親や若い世代に対して

認知症サポーター養成講座を開催することができなかった。

成果

課題

■チャレンジアートフェスティバル 広報活動は、新

たに市内小中学校、つくバス内でのチラシ配布。試験

的にFacebookでの事業周知(リーチ数約450)を行っ

た

■出前講座

【介護保険講座】市民（主に高齢者の方）に対して、

介護保険制度について知っていただく機会を提供でき

た

【認知症サポーター養成講座】地域での見守り以上の

活動意欲のある認知症サポーターに、、ステップアッ

プ講座を受講してもらい認知症カフェのボランティア

や認知症の啓発活動等に参加してもらうことができた

■チャレンジアートフェスティバル 昨年度よりも多くの情報発信をし延べ参

加者数が増加したと思われるが関係者以外の参加が少ない

■おひさまサンサン生き生きまつり いきいき茨城ゆめ大会競技の体験会を

行ったことで一般参加の促進が図れた。27年度よりつくばカピオ（屋内会場）

で開催しているが、屋外会場での実施を望む方もいる

■のびのびスポーツ教室 障害児の体力増強・交流・余暇活動等の充実を図る

ことができた。また、事業前後の時間で、参加保護者や児童達が交流する様子

が見られた。開催ごとに数人の欠席があることから、定員を若干名増やすこと

も検討する

■体験乗馬療法 体験乗馬及びポニーへの餌やりをとおして、効果的なアルマ

セラピーを実施し、障害児の精神的安全を図ることができた。臭いへの苦情が

ある

■出前講座 【みんなのあんしん介護保険講座】28年度の参加者は高齢者が多

かったが、29年度は高齢者のほか、これから両親の介護を控える比較的若い層

の参加があり、介護保険制度を知る機会を提供できた

【認知症サポーター養成講座】認知症徘徊模擬訓練をきっかけに地域で数多く

の認知症サポーターを養成し、地域での認知症の方の見守り活動の充実を図れ

た。認知症ステップアップ講座を受講したサポーターのボランティアや啓発活

動への参加も活発に行われた

■チャレンジアートフェスティバル 広報の幅を広げ、作品展示・舞台発表の

来館者ともに昨年度を上回ったが、関係者以外の一般来館者数が少ないと思わ

れる。

■おひさまサンサン生き生きまつり 研究学園駅前公園を会場とし、屋外で開

催した。会場変更により、チャレンジブース等での一般参加が減少した。

■のびのびスポーツ教室 障害児の体力増強・交流・余暇活動等の充実を図る

ことができた。また、事業前後の時間で、参加保護者や児童達が交流する様子

が見られた。開催ごとに数人の欠席があることから、定員を若干名増やすこと

も検討する

■体験乗馬療法 体験乗馬及びポニーへの餌やりをとおして、効果的なアルマ

セラピーを実施し、障害児の精神的安全を図ることができた。臭いへの苦情が

ある

■出前講座「みんなのあんしん介護保険講座」 介護保険制度の理解を深めて

いただく機会を提供できた。

■認知症サポーター養成講座 認知症の方とその家族を支える地域づくりを推

進していくため、数多くの認知症サポーターを養成することが出来た。特に小

中学生といった若い世代への啓発ができたことは有意義であった。また認知症

サポーター養成講座を受講し、見守り以外の活動を希望されるサポーターに対

し、ステップアップ講座を受講してもらうことにより認知症カフェのボラン

ティアとして活動していただいたり、啓発活動等へ参加いただいた。

■チャレンジアートフェスティバル 開催が冬の時期のため、他の感染症

や流行病のリスクが高い。今後開催時期の検討が必要である。

■おひさまサンサン生き生きまつり 雨天時の開催について、会場の広さ

から参加できる人数に限りがあるため競技参加者やプログラム等競技内容

について検討が必要である。

■のびのびスポーツ教室 障害児の体力増強・交流・余暇活動等の充実を

図ることができた。また年度途中での参加を希望する方からの問い合わせ

が多く寄せられる。

■体験乗馬療法 体験乗馬及びポニーへの餌やりを通して、効果的なアニ

マルセラピーを実施できた。一般児童参加は盛況だが、障害者（児）の参

加者数が伸びていない。

■出前講座「みんなのあんしん介護保険講座」 介護保険制度の理解を深

めていただく機会を提供できた。

■認知症サポーター養成講座 幅広い世代で認知症サポーター養成講座を

実施することで、認知症に対する理解の促進に努めることができた。また

地域での見守り以外の活動を希望する認知症サポーターに対しての研修を

行い、認知症カフェでのボランティアや啓発活動へ参加していただいた。

■おひさまサンサン生き生きまつり

実行委員会と協議しながら、障害者と高齢者が共にイベント

に参加する意義を見出せるような内容になるよう検討してい

く必要がある。

■認知症サポーター養成講座

新型コロナウイルスの感染状況によっては、今後も集合型で

の開催が困難なことが予想される。

令和３年度よりオレンジリングから認知症サポーターカード

に変更になるので、市民や企業に周知していく必要がある。

■チャレンジアートフェスティバル

開催が冬の時期のため、他の感染症や流行病のリスクが高

い。今後開催時期の検討が必要である。

■障害児運動教室

制度や参加方法について広報つくばやホームページで引き続

き周知を行う。

改善

見直し

― ■チャレンジアートフェスティバル より効果的な事業とするため、広く一般

市民へ情報発信できるよう、広報活動を充実させる

■おひさまサンサン生き生きまつり 屋外会場で実施する要望があったことか

ら、メリット・デメリットを十分協議して、屋外開催の方針で定めていく

■のびのびスポーツ教室 毎年度、定員を超えての申し込みがあるため、教室

参加の経験がない新規の申込者を優先できるように調整する。

■体験乗馬療法 場所の配置を検討する

■チャレンジアートフェスティバル 市民の障害に対する理解を深めるため、

関係者でない方にも多く来館してもらえるよう、広報活動を充実させていく。

■おひさまサンサン生き生きまつり 障害者や高齢者との交流を図るため、チ

ラシの配布等広報を強化し、一般参加を増やす必要がある。

■のびのびスポーツ教室 毎年度、定員を超えての申し込みがあるため、教室

参加の経験がない新規の申込者を優先できるように調整する。

■チャレンジアートフェスティバル 開催時期について、実行委員会で準

備に要する期間や感染症のリスクを鑑みながら検討を行う。

■おひさまサンサン生き生きまつり 今年度、雨天開催した反省をふま

え、実行委員会でプログラム等競技内容の検討を行う。

■のびのびスポーツ教室 制度や参加方法について広報つくばやホーム

ページで引き続き周知を行う。

■体験乗馬療法 事業を周知する範囲を拡大する等広報活動を充実する。

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
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(1)

成果

課題

実務的内容・職務上の役割を意識した知識を取

り入れ、社会教育指導員として、適切な指導を

することが出来た

実務的内容・職務上の役割を意識した知識を取

り入れ、社会教育指導員として、適切な指導を

することが出来た

実務的内容・職務上の役割を意識した知識を取

り入れ、社会教育指導員として、適切な指導を

することが出来た

実務的内容・職務上の役割を意識した知識を取

り入れ、社会教育指導員として、適切な指導を

することが出来た

コロナ禍における学習方法を検討し、社会教育

指導員として新たな学習方法を確立することが

出来た

改善

見直し

― ― －

計画

国及び県の生涯学習・社会教育行政の動向を受

け、研修を実施する

■社会教育指導員自らによる研修企画を立案

し、年２回以上開催する

■茨城県と県南教育事務所主催「生涯学習・社

会教育担当者研修会」に派遣社会教育主事と担

当職員が参加する

■社会教育指導員の配置 家庭教育の充実のた

め、文化芸術課に2名、各地域交流センターに

14名を配置

■社会教育指導員自らによる研修企画を立案

し、年２回以上開催する

■茨城県と県南教育事務所主催「生涯学習・社

会教育担当者研修会」に派遣社会教育主事と担

当職員が参加する

■社会教育指導員の配置 家庭教育の充実のた

め、文化芸術課に2名、各地域交流センターに

14名を配置

■社会教育指導員自らによる研修企画を立案

し、年２回以上開催する

■茨城県と県南教育事務所主催「生涯学習・社

会教育担当者研修会」に派遣社会教育主事と担

当職員が参加する

■社会教育指導員の配置 家庭教育を充実させ

るため、生涯学習推進課に3名、各地域交流セ

ンターに13名を配置

■社会教育指導員自らによる研修企画を立案

し、年２回以上開催する

■茨城県と県南教育事務所主催「生涯学習・社

会教育担当者研修会」に派遣社会教育主事と担

当職員が参加する

■社会教育指導員の配置 家庭教育を充実させ

るため、生涯学習推進課に13名を配置

■社会教育指導員自らによる研修企画を立案

し、年２回以上開催する

■茨城県と県南教育事務所主催「生涯学習・社

会教育担当者研修会」に派遣社会教育主事と担

当職員が参加する

■社会教育指導員の配置 家庭教育を充実させ

るため、生涯学習推進課に11名を配置

実績

■自主企画研修 社会教育指導員新人研修/地域

と学校連携・協働における交流センター/社会教

育指導員の役割についての研修/中学校家庭教育

セミナー模擬学習研修/企画書、チラシの作り方

についての研修

■茨城県と県内教育事務所主催研修 県南管内

社会教育担当者研修会2回/県社会教育主事研修

会２回

■自主企画研修 社会教育指導員新人研修/子供

に手渡す３つの幸せ力と地域の役割についての

研修/地域と学校をつなぐ社会教育指導員の役割

についての研修

■茨城県と県内教育事務所主催研修 県南管内

社会教育担当者研修会２回参加/生涯学習・社会

教育担当者研修会・県社会教育主事研修会３回

参加

■自主企画研修

社会教育指導員新人研修/つくば市の教育につい

ての研修/つくばの子育て支援についての研修

■茨城県と県内教育事務所主催研修

県南管内社会教育担当者研修会1回参加/生涯学

習・社会教育担当者研修会・県社会教育主事研

修会３回参加

■自主企画研修

社会教育指導員研修/つくば市の教育についての

研修/つくばの子育て支援についての研修

■茨城県と県内教育事務所主催研修

県南管内社会教育担当者研修会1回参加/生涯学

習・社会教育担当者研修会・県社会教育主事研

修会３回参加

■自主企画研修

社会教育指導員研修/いじめ問題に関する研修/

人権についての研修

■茨城県と県内教育事務所主催研修

生涯学習・社会教育担当者研修会参加

年度

施策の柱 生涯学習環境の整備 学習や活動に興味を持ってもらえるよう、また活動へとつないでいけるよう、様々な媒体による情報提供を充実するとともに、きめ細やかな相談体制を整備しま

す。方向性 相談体制の整備

関連課

生涯学習推進課 社会教育指導員の相談能力の向上

9頁

２年度元年度30年度29年度28年度
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(2)

■広報

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

■広報

毎月1回1日発行。

地域交流センター講座の特集を前期（5月）、

後期（9月）の年2回掲載。

■ACCS/ラヂオつくば

ACCS:14分番組を1日5回（更新は週1回）。

ラヂオつくば：15分番組を1日1回（更新は週1

回）。

■広報

広報つくばを毎月１日に発行する。

９月号を目途に地域交流センター講座の特集（４ペー

ジ）を掲載する。

■ACCS

14分番組「つくば市広報タイム」を毎日５回放映す

る。

■ラヂオつくば

15分番組「つくば市広報ステーション」を月曜日か

ら金曜日まで１日１回放送する。

学習意欲を高めるための啓発活動

年度

計画

■広報

毎月、情報コーナーに「講座」「スポーツ」欄を設

け、学習情報を分類分けし掲載

地域交流センター講座の特集を前期(5月)、後期(9月)

の年２回、各４ページで発行

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

広報紙に掲載された情報を基に放送する

ACCS：14分番組を１日５回(番組の更新は週１回)

ラヂオつくば：15分番組を１日１回(番組の更新は週

１回)

■広報

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

10頁

実績

■広報

毎月、「講座」や「スポーツ」欄を設け、学習

情報を発信した。また、地域交流センター講座

特集を、広報つくば５月号に前期分４ページ、

９月号に後期分４ページ掲載した。

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

ACCS：年間を通じて毎日放送

ラヂオつくば：月～金の261日放送

■広報

予定通り実施

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

ACCS：年間を通じて毎日放送

ラヂオつくば：月～金の260日放送

■広報

毎月発行。

５月及び９月号に、地域交流センター講座の特

集（各４ページ）を増刷した。

■ACCS/ラヂオつくば

ACCS:年間を通じて毎日放送。

ラヂオつくば：月～金の260日放送。

■広報

広報つくば（各12～24ページ）を毎月１日に

発行した。（計12回発行）

５月及び９月号に地域交流センター講座の特集

（各４ページ）を掲載した。

■ACCS

14分番組「つくば市広報タイム」を１日５回放

映した。（計1,830回放映）

■ラヂオつくば

15分番組「つくば市広報ステーション」を１日

１回放送した。（計261回放送）

■広報

広報つくばを毎月１日に発行した。（計12回発

行）

その他、臨時号を4月15日に発行した。（新型

コロナウイルス感染症に関する情報について）

■ACCS

14分番組「つくば市広報タイム」を１日５回放

映した。（計1,825回放映）

■ラヂオつくば

15分番組「つくば市広報ステーション」を１日

１回（月～金）放送した。（計261回放送）

成果

課題

広報やACCS・ラヂオつくばを通じて、市民に

学習情報を提供することができた。特にACCS

ではイベントや講座などを映像で紹介でき、学

習や活動に興味を持つきっかけとして効果があ

るものと考えられる

■広報

毎月、講座や講演、スポーツ、イベントなど、

様々なジャンルの学習情報を市民に提供するこ

とができた

■ＡＣＣＳ/ラヂオつくば

ACCSやラヂオつくばを通じて、市民に学習情

報を提供することができた。特にACCSは、イ

ベントや講座などの情報を映像で紹介できるの

で、興味を持つきっかけや学習を継続する励み

として効果があるものと考えられる

■広報

毎月発行の広報紙の中で、講座や講演、スポー

ツ、イベントなどの学習に必要な情報を提供す

ることができた。

■ACCS/ラヂオつくば

ACCSやラヂオつくばを通じて、市民に必要な

学習情報を提供することができた。特にACCS

は、イベントや講座などの情報を映像で紹介す

ることができるので、学習に興味を持つきっか

けとして効果があるものと考えられる。

■広報

８月号から、紙面デザインを大幅に見直し、ユ

ニバーサルデザインフォントを導入すること

で、紙面の視認性や可読性を高めることができ

た。

■ACCS

季節や情勢に応じた放映内容とすることで、

ホームページや広報紙で伝えることが難しい情

報を伝達することができた。

■広報

毎月発行の広報紙の中で、講座や講演、スポー

ツ、イベントなど生涯学習に必要な情報を提供

することができた。

■ACCS

季節や情勢に応じた放映内容とすることで、

ホームページや広報紙だけでなく、伝えたい情

報をタイムリーに発信することができた。

改善

見直し

― ― ―

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

生涯学習により自己実現につながること、さらに地域社会への還元・貢献ができることなど、生涯学習の意義や理念を理解し、一人でも多くの市民が生涯学習に取

り組むよう啓蒙・啓発活動を行います。方向性

関連課

広報戦略課 ＨＰ、広報発行

施策の柱 生涯学習環境の整備



2

(3)

年度

計画

■ＯＢ人材活動支援事業

シニア・エキスパート便覧の発行・配布。広報

紙等の掲載により事業の周知

■生涯学習指導者情報提供事業

市民の問合せに応じて指導者を紹介

■市民文化祭 会場：筑波・大穂・豊里・谷田

部・桜・茎崎・中央 11/5～6（茎崎のみ11/1

～11/6）体験教室や子供たちの作品展示を通

し，集客につなげる。参加団体への助成金の上

限引き上げを検討する

■ＯＢ人材活動支援事業

■生涯学習指導者情報提供事業

■市民文化祭

会場：筑波・大穂・豊里・谷田部・桜・茎崎・

中央

11/4～11/5（茎崎のみ10/31～10/5）

■ＯＢ人材活動支援事業

■指導者情報提供事業

■市民文化祭 11/3～4（茎崎のみ10/28～

11/4）体験教室や子供たちの作品展示を通し、

集客につなげる。また、参加団体への助成金割

合の変更について検討する

■ＯＢ人材活動支援事業

シニア・エキスパート便覧の発行や配布、広報紙等の掲載により事

業を周知

■指導者情報提供事業

市の講座、家庭教育学級の講座等で活用できるよう生涯学習指導者

の情報を整理する。

指導者情報をホームページに掲載し、市民の問合せに応じて、講師

の紹介をする。

チラシの作成、配布

■市民文化祭

日時：11/２～３（茎崎会場のみ10/29～11/４）（ノバホール音楽

会は11/９・10）

会場：筑波・大穂・豊里・谷田部・桜・茎崎・中央

■ＯＢ人材活動支援事業

新型コロナウイルス感染症の収束を待ち、シニア・エキスパー

ト便覧の発行や配布、広報紙等の掲載により事業を周知

■指導者情報提供事業

市の講座、家庭教育学級の講座等で活用できるよう生涯学習指

導者の情報を整理する。

指導者情報をホームページに掲載し、市民の問合せに応じて、

講師の紹介をする。

チラシの作成、配布

■市民文化祭 11/7～8（茎崎会場は展示を１週間程度先だっ

て開始、ノバホール音楽会11/8、14）※上記日程にて開催予定

だったが、新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため中止

施策の柱 生涯学習環境の整備 市民が充実した学習や活動を行うために、その活動を様々な面から支援する豊富な知識や経験を持った人材を発掘・確保し、生涯学習の指導者として養成します。

また、学習成果を適切に評価し、学習者の意欲を更に高めていけるよう、学習成果の発表の場の充実や地域社会へ還元するシステムを構築します。方向性 学習意欲を高めるための啓発活動

関連課

企画経営課 ＯＢ人材活動支援事業

11頁生涯学習推進課 指導者情報提供事業

文化芸術課 市民文化祭の充実

実績

■ＯＢ人材活動支援事業

シニア・エキスパート便覧第13版（平成28年

５月）及び第14版（平成28年11月）の発行や

広報紙に掲載し、広く周知した

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数80件（うち25件開催）

新規登録84名（総数291名）

■市民文化祭

参加団体数：358団体

参加者数：4,837名

来場者数：27,780名

■ＯＢ人材活動支援事業

649回（前年度比約16％増）

シニア・エキスパート便覧第15版（平成29年

７月）の発行や広報紙に掲載し、広く周知した

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数72件（うち17件開催）

新規登録指導員36名（総数232名）

継続の意思確認をし，講師情報を更新した

■市民文化祭

参加団体377団体4,961名参加

来場者数28,084名

■ＯＢ人材活動支援事業

登録者活動回数：686回（前年度比約６％増）

シニア・エキスパート便覧第16版（平成30年

５月）の発行や広報紙に掲載し、広く周知した

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数 79件（うち4件開催）

新規登録者数 32名（総数223名）

２月に登録している指導者全員に通知を出し、

登録情報の更新作業を行った。

また、新規登録者で指導経験が少ない講師を対

象に、おためし講座を実施した。

■市民文化祭

参加団体数：379団体

参加者数：4,879名

来場者数：30,458名

■ＯＢ人材活動支援事業

登録者活動回数：634回（前年度比約7.5％減、

新型コロナウイルス感染症の影響で３月の実績

が減）

シニア・エキスパート便覧第17版（令和元年６

月）の発行や広報紙に掲載し、広く周知した。

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数 64件（うち3件開催）

新規登録者数 19名（総数 237名）

■市民文化祭

参加団体数：358団体

参加者数：4,856名

来場者数：35,505名

■ＯＢ人材活動支援事業

登録者活動回数：123回（前年度比80.6％減、新型コロナウ

イルス感染症の影響による、対面実施の停止による減少）

シニア・エキスパート便覧第18版（令和2年11月）を発行

し広く周知した。

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数 45件

新規登録者数 9名（総数 245名）

■市民文化祭

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となったた

め、代替企画として、SNSのInstagramを利用した作品発表

や、ノバホール音楽界の無観客公演を行い、内容を

YouTubeで公開した。

YouTube動画再生数：32,233回

Instagram配信団体数：41団体

成果

課題

■ＯＢ人材活動支援事業 シニア・エキスパー

ト登録者の活動実績が昨年より約50回増えるな

ど生涯学習機会の提供に寄与した

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数に対する開催件数の割合が31％だった

原因を探り、開催件数を増やす

■市民文化祭 市民が文化芸術を身近に接する

ことにより、興味や関心を育むきっかけとな

り、市全体の文化意識の高揚につながった。ま

た、体験教室や子供たちの作品展示を行い、ア

ンケートでも高評価を得ることができた

■生涯学習指導者情報提供事業

紹介件数に対する開催件数の割合が23％だった

原因を探り、開催件数を増やす

■市民文化祭

市民が文化芸術を身近に接することにより、興

味や関心を育むきっかけとなり、市全体の文化

意識の高揚につながった。また、体験教室や子

供たちの作品展示を行い、アンケートでも高評

価を得ることができた。助成金の上限引上げを

行った

■ＯＢ人材活動支援事業

地域交流センター講座や小学校の放課後教室等をはじめ市内外へ講

師派遣をマッチングし、シニア層の活動を支援できた。

■生涯学習指導者情報提供事業

「生涯学習インストラクター」を新たに登録するとともに、既に登

録されている講師情報を更新し、最新の情報を提供できるようにし

た。

おためし講座を実施することで、登録者に講師の機会を提供すると

ともに、事業の利用促進を図ることができた。

■市民文化祭

市民が文化芸術を身近に接することにより、興味や関心を育むきっ

かけとなり、市全体の文化芸術に対する意識の高揚につながった。

また、茎崎会場では、くきざき夢まつりとの同時開催を行い、来場

者の増加につながった。

体験教室等を行う団体への助成金割合を引き上げ、団体の負担軽減

を図った。

■ＯＢ人材活動支援事業

地域交流センター講座や小学校の放課後教室等をはじめ市内

外へ講師派遣をマッチングし、シニア層の活動を支援でき

た。

■生涯学習指導者情報提供事業

学習を希望する市民に対して、希望に沿う講師を紹介するこ

とで、市民の生涯学習の推進を図ることができた。

■市民文化祭

市民が文化芸術に身近に接することにより、興味や関心をは

ぐくむきっかけとなり、市全体の文化芸術に対する意識の高

揚につながった。また、くきざき夢まつりや、谷田部のオー

タムフェア、北条市など、地域イベントとの同時開催を実施

することで、来場者を増加させることができた。

■ＯＢ人材活動支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、大幅な活動

の縮小となったが、事業周知や、執筆活動におけるマッチン

グについては継続的に実施することができた。

■生涯学習指導者情報提供事業

学習を希望する市民に対して、希望に沿う講師を紹介するこ

とで、市民の生涯学習の推進を図ることができた。

■市民文化祭

交流センター等の会場での実施はかなわなかったものの、オ

ンライン媒体を利用して文化芸術情報を発信する取り組みを

新しく始めることができたため、今後の文化芸術活動の発展

に寄与するものとなった。

改善

見直し

― ■市民文化祭 参加者・来場者アンケートで多

かった意見（谷田部会場の照明が暗い、助成金

の割合を上げてほしい等）について検討し、さ

らなる参加者満足度の向上をめざす

ー ■生涯学習指導者情報提供事業 情報提供の際

に、連絡との取れない指導者がいたことから、

登録情報の更新を図る。

■ＯＢ人材活動支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、登録者のオンライン対応の可否につ

いて個別に把握し、今後の事業実施に活用する。

■生涯学習指導者情報提供事業 情報提供の際に、連絡が取れない指導者がい

たことから、登録情報の更新を図る。

２年度元年度30年度29年度28年度
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(1)

成果

課題

利用者に実施したアンケート調査の結果を踏ま

え、講座専門部会等で講座内容の充実を図っ

た。特に、平日昼間の講座参加が難しい方にも

対応し、夜間及び土日祝日開講の講座を昨年度

より多く開催したことにより、参加者に好評を

得た。

■利用者に実施したアンケート調査の結果を踏

まえ、講座専門部会等で講座内容の充実を図っ

た。特に、平日昼間の講座参加が難しい方にも

対応し、夜間及び土日祝日開講の講座を昨年度

より多く開催したことにより、参加者に好評を

得た

■予約方法についてのアンケート結果から、

73％の利用者が現行の予約方式を継続すること

を希望していることが分かった

■利用者アンケート結果から「サークル活動場所の提供」の

役割が突出して求められており、サークル（地域活動団体）

にとっての活動場所としての需要の高さが読み取れた。「地

域のコーディネーターとしての機能」については、割合とし

ては低いものの68件の回答があった。

■予約開始日の早朝から多くの団体が窓口に並ぶ状況を改善

するため、最も望ましい方法を現行の「先着順により2か月

分を一括して予約する方法」を含めた5種類の方法の中から

選択させた。

 結果、「現行のままが良い」という意見が最も多く、404

件（68％）、続いて「インターネット予約優先」が95件

（16％）、「利用者間協議」が63件（10％）となり、現行

以外の方法に消極的であることが分かった。

■予約開始日の早朝から多くの団体が窓口に並

ぶ状況を改善するため、最も望ましい方法を現

行の「先着順により2か月分を一括して予約す

る方法」を含めた5種類の方法の中から選択さ

せた。

 結果、「現行のままが良い」という意見が最

も多く、514件（71％）、続いて「インター

ネット予約優先」が115件（16％）、「利用協

議会での予約調整」が59件（８％）となり、現

行以外の方法に消極的であることが分かった。

■予約開始日の早朝から多くの団体が窓口に並ぶ状況

を改善するため、最も望ましい方法を現行の「先着順

により2か月分を一括して予約する方法」を含めた5

種類の方法の中から選択させた。

 結果、「現行のままが良い」という意見が最も多

く、401件（79％）、続いて「インターネット予約優

先」が50件（15％）、「利用協議会での予約調整」

が40件（８％）となり、現行以外の方法に消極的で

あることが分かった。

改善

見直し

― ― －

計画

■利用者アンケートや講座受講者に対するアン

ケート結果の内容等を踏まえ、市民ニーズに対

応した講座の実施する

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受

付を行う

■交流センターで活動しているサークル・グ

ループの情報を集約し、新たにサークル活動に

参加したい方に提供することで、市民の絆づく

り・地域づくりののための学習機会の提供を図

る

■利用者アンケートや講座受講者に対するアン

ケート結果の内容等を踏まえ、市民ニーズに対

応した講座の実施する

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受

付を行う

■交流センターで活動しているサークル・グ

ループの情報を集約し、新たにサークル活動に

参加したい方に提供することで、市民の絆づく

り・地域づくりののための学習機会の提供を図

る

■利用者アンケートや講座受講者に対するアン

ケート結果の内容等を踏まえ、市民ニーズに対

応した講座の実施する

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受

付を行う

■交流センターで活動しているサークル・グ

ループの情報を集約し、新たにサークル活動に

参加したい方に提供することで、市民の絆づく

り・地域づくりののための学習機会の提供を図

る

■利用者アンケートや講座受講者に対するアン

ケート結果の内容等を踏まえ、市民ニーズに対

応した講座の実施する。

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受

付を行う。

■交流センターで活動しているサークル・グ

ループの情報を集約し、新たにサークル活動に

参加したい方に提供することで、市民の絆づく

り・地域づくりののための学習機会の提供を図

る。

■利用者アンケートや講座受講者に対するアンケート

結果の内容等を踏まえ、市民ニーズに対応した講座の

実施する。※新型コロナウイルス感染症の拡大予防の

ため前期講座中止

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受付を行

う。

■交流センターで活動しているサークル・グループの

情報を集約し、新たにサークル活動に参加したい方に

提供することで、市民の絆づくり・地域づくりののた

めの学習機会の提供を図る。

実績

■年間で178講座実施

小中学生対象10講座/一般対象133講座/高齢者対象9

講座/親子対象26講座

■利用者アンケートの結果（回収数1,012）

（１）講座の認知度

・講座に参加したことのある割合48％

・参加したことがない割合51％

（２）講座に参加したことがない理由

・時間の都合が合わなかった５１％

・興味のある講座がなかった２１％

・講座があることを知らなかった１９％

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受付を

行った。

■サークルグループの活動内容や連絡先などの情報に

ついて、代表者の了解のもとで提供を実施

■年間で142講座実施

小中学生対象3講座/一般対象116講座/高齢者対象5講座/親

子対象18講座

■利用者アンケートの結果（回収数766）

（１）講座の認知度

・講座に参加したことのある割合：39％

・参加したことがない割合：61％

（２）講座に参加したことがない理由

・時間の都合が合わなかった：46％

・興味のある講座がなかった：31％

・講座があることを知らなかった：19％

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受付を行った。

予約開始日の早朝から窓口に並ぶ団体が見受けられることか

ら、予約方法の全体的な見直しを視野に入れたアンケートを

実施した

■サークルグループの活動内容や連絡先などの情報につい

て、代表者の了解のもとで提供を行った

■年間で131講座実施

小中学生対象3講座/一般対象107講座/高齢者対

象6講座/親子、託児付き対象15講座

■利用者アンケートの結果（回収数766）

（１）講座の認知度

・講座に参加したことのある割合：40％

・参加したことがない割合：60％

（２）講座に参加したことがない理由

・時間の都合が合わなかった：27％

・興味のある講座がなかった：27％

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受

付を行った。

■サークルグループの活動内容や連絡先などの

情報について、代表者の了解のもとで提供を

行った。

■年間で130講座実施

小中学生対象２講座/一般対象111講座/高齢者対象

５講座/親子、託児付き対象12講座

■利用者アンケートの結果（回収数848）

（１）講座の認知度

・講座に参加したことのある割合：49％

・参加したことがない割合：51％

（２）講座に参加したことがない理由

・時間の都合が合わなかった：43％

・興味のある講座がなかった：20％

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受付

を行った。

■サークルグループの活動内容や連絡先などの情

報について、代表者の了解のもとで提供を行っ

た。

■年間で20講座実施

小中学生対象２講座/一般対象15講座/高齢者対象2講

座/親子、託児付き対象1講座

■利用者アンケートの結果（回収数507）

（１）講座の認知度

・講座に参加したことのある割合：49％

・参加したことがない割合：51％

（２）講座に参加したことがない理由

・時間の都合が合わなかった：50％

・興味のある講座がなかった：31％

■公共施設予約システムを利用した仮予約の受付を

行った。

■サークルグループの活動内容や連絡先などの情報に

ついて、代表者の了解のもとで提供を行った。

市民同士が交流できる施設の充実

関連課

文化芸術課

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

地域交流センターでの学級・講座の充実

12頁

年度

施策の柱 生涯学習関連施設の充実
市民の主体的な学習を支援する身近な生涯学習施設として、地域交流センター等の整備・活用を進めます。

方向性
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(2)

既存施設における機能充実

施策の柱 生涯学習関連施設の充実
市民が知りたいことを調べ考え身につけるための身近な情報拠点として、図書館等の整備・活用を進めます。

方向性

年度

計画

■ボランティアとの共催事業 おはなし会/ボランティア公

演（グループスイミー、パネルシアターかくれんぼ）/図書

館わくわくランド

■ボランティア主催事業

古典ブックトーク/おとなのためのブックトーク

■公園通りの図書館通信「ヨモッカ」と「こどもヨモッカ」

の発行（年２回）

■交流センターとの連携 蔵書点検/図書資料の発注/委託要

員研修を実施

■調査・研究しやすい環境整備 料の収集により、調査・研

究の援助する

■計画的な施設の修繕

■ボランティアの募集/説明会

■９つのボランティアグループの支援 お話し会/地

域文化/地域資料/修理/配架/音訳/点訳/国際文化サー

ビス/児童サービス

■各ボランティアグループの見学（新規）

■ヨモッカ：年2回発行・区会回覧・図書館窓口配布

等 こどもヨモッカ：年2回発行・各小学校中学年に

配布等

■交流センターとの連携

■調査・研究しやすい環境整備

■計画的な施設の修繕

■ボランティア H29年度と同じ

■ヨモッカ H29年度と同じ

■平成31年度業務委託契約準備/委託要員研修/

蔵書点検/図書資料の購入

■調査・研究しやすい環境の整備 資料の収集

により、調査･研究の援助/国立国会図書館デジ

タル配信サービスの利用開始

■計画的な施設の修繕

■ボランティアの支援 前年度3月中：ボランティアの募集、ボラン

ティア説明会、各ボランティア見学（新規）/本年度4月～：各9つの

ボランティアで活動開始

■広報活動 図書館ホームページの運営管理(随時)/広報つくばへの

催事案内等掲載(毎月)/南１駐車場エレベーターホールへの催事案内

等掲示(毎月)/公園通りの図書館通通信「ヨモッカ」(年２回発行・区

会回覧・図書館窓口配布等)/こどもヨモッカ(年２回発行・各小学校

中学年に配布等)/マスコミへの情報提供

■調査・研究の支援 資料の収集により、調査･研究の援助

■計画的な施設の維持管理

■地域交流センター図書室運営 委託要員研修/図書資料の発注/蔵

書点検の実施

■ボランティアの支援 前年度3月中：ボランティアの募集、ボ

ランティア説明会、各ボランティア見学（新規）/本年度4月

～：各9つのボランティアで活動開始

■広報活動 図書館ホームページの運営管理(随時)/広報つくば

への催事案内等掲載(毎月)/南１駐車場エレベーターホールへの

催事案内等掲示(毎月)/公園通りの図書館通通信「ヨモッカ」(年

２回発行・区会回覧・図書館窓口配布等)/こどもヨモッカ(年２

回発行・各小学校中学年に配布等)/マスコミへの情報提供

■調査・研究の支援 資料の収集により、調査･研究の援助

■計画的な施設の維持管理

■地域交流センター図書室運営 委託要員研修/図書資料の発注

/蔵書点検の実施

２年度元年度30年度29年度28年度

図書館機能の充実

関連課

中央図書館 図書館事業とボランティアとの連携 （文化芸術課） 地域交流センター図書室との連携促進

13頁図書館事業に関する広報の充実

実績

■ボランティアとの共催事業

おはなし会（毎週土曜日等）、ボランティア公

演（6/18グループスイミー、5/28パネルシア

ターかくれんぼ）、5/7図書館わくわくランド

■ボランティア主催事業

古典ブックトーク（毎月第3土曜日）/おとなの

ためのブックトーク（毎月第1土曜日）

■ヨモッカ

計画通り発行。区会回覧や各小中学校に配布

■交流センターとの連携

図書資料の発注と蔵書点検/委託要員研修２回/

リーダー座談会２回

■調査・環境整備 司書の参考図書購入163冊/

調査・研究質問1,794件/研修会へ参加

■館内の空調管理や照明管理を実施

■4月から９つのグループで活動した。ボラン

ティア会員数132名

■ヨモッカ 計画通り発行。区会回覧のほか、

夏休み・冬休み前に各小中学校に配布

■交流センターとの連携 リーダー研修会/図書

資料の発注/蔵書点検/図書館情報システムの更

新

/交流センター蔵書充実のため各図書室の図書備

品費の予算を増額要求

以下平成30年4月から実施↓

■土・日の開館時間を午後５時までだったもの

を午後７時に延長

■駐車場無料サービスをこれまでの１時間から

２時間に拡充

■ボランティアの支援 4月から９つのボランティアに分か

れて活動した。/ボランティア会員数142名

■広報活動 図書館ホームページの更新/広報つくばへの催

事案内等掲載（毎月）/南１駐車場エレベーターホールへの

催事案内掲示(毎月)/つくばイベントカレンダーの案内掲載

（毎月）/公園通りの図書館通信「ヨモッカ」(年２回発行・

区会回覧・図書館窓口配布等)/こどもヨモッカ(年２回発

行・各小学校中学年に配布等)/マスコミへの情報提供

■調査・研究の支援 参考図書購入冊数：179冊/調査・研

究質問件数：1,808件/研修会への参加/国立国会図書館デジ

タル配信サービスの利用開始（10月）

■施設維持管理 施設維持管理業務や改修工事、その他修繕

についてはほぼ計画とおりに執行することができた。

■地域交流センター図書室運営 リーダー会議の開催/中央

図書館の在架資料のWEB予約開始：9,194件/図書資料の発

注 4,681冊（昨年比 1,530冊増）/蔵書点検

■ボランティアの支援 4月から９つのボランティアに

分かれて活動した。/ボランティア会員数159名

■広報活動 図書館ホームページの更新/広報つくばへの

催事案内等掲載（毎月）/南１駐車場エレベーターホール

への催事案内掲示(毎月)/つくばイベントカレンダーの案

内掲載（毎月）/公園通りの図書館通通信「ヨモッカ」

(年２回発行・区会回覧・図書館窓口配布等)/こどもヨ

モッカ(年２回発行・各小学校中学年に配布等)/マスコミ

への情報提供

■調査・研究の支援 参考図書購入冊数：158冊/調査・

研究質問件数：1,608件/研修会への参加

■施設維持管理 施設維持管理業務や改修工事、その他

修繕についてはほぼ計画とおりに執行することができ

た。

■地域交流センター図書室運営 リーダー会議の開催/中

央図書館の在架資料のWEB予約：11,601件/図書資料の

発注 4,546冊（昨年比 135冊減）/蔵書点検

■ボランティアの支援 4月から10のボランティアに分かれ

て活動した。/ボランティア会員数150名

■広報活動 図書館ホームページの更新/広報つくばへの催

事案内等掲載（毎月）/南１駐車場エレベーターホールへの

催事案内掲示(毎月)/つくばイベントカレンダーの案内掲載

（毎月）/公園通りの図書館通通信「ヨモッカ」(年２回発

行・区会回覧・図書館窓口配布等)/こどもヨモッカ(年２回

発行・各小学校中学年に配布等)/マスコミへの情報提供

■調査・研究の支援 研究質問件数：1,389件/研修会への

参加

■施設維持管理 施設維持管理業務や改修工事、その他修繕

についてはほぼ計画とおりに執行することができた。

■地域交流センター図書室運営 リーダー会議の開催//図書

資料の発注 4,874冊（昨年比 328冊増）/蔵書点検

成果

課題

■ボランティア事業

多くのボランティアの方にご協力いただき、事

業を実施できた

■交流センターとの連携

委託先要員の研修を実施したため、効率よく連

携できた

■ボランティア 活動日重複のため会議室確保調整が課題

■交流センターとの連携 委託業者と配送ルートの見直しや

図書館情報システムを更新。中央図書館に遠い方の利便性向

上のた、蔵書の少ない交流センターについて、中央図書館の

在架の資料がWeb予約できるよう検討、H30年度開始

■調査・研究しやすい環境整備 レファレンスコーナーで支

援。相互貸借等を活用し利用者の要望にほぼ応えた。課題

は、レファレンスコーナーの役割周知、研修時間に制約があ

る、司書の資格がある職員が不足している事

■施設設備 年数が増すごとに老朽化の度合いを増してくる

ので、今後修繕箇所が増加してくると考えられる。優先順位

をつけて計画的に適切に対応する必要有

■ボランティアの支援 市民協働により、図書館サービスを充実させることができた。/

活動日の重複により、活動するための作業室の確保、調整が必要である。また、新規登

録者を増やしたい。/ボランティア間の連携強化のため、ボランティア連絡会の開催の検

討が必要である。

■広報活動 様々な手段で広報し、多くの人へ情報発信できた。/広報に努めているが図

書館利用者以外への周知が難しく、情報発信力の更なる強化が必要である。

■調査・研究の支援 利用者の調査研究の支援が行えた。/利用者にレファレンスサービ

スが浸透していないため、広報が必要である。また、通常業務繁忙により、レファレン

スを受ける職員が十分な研修を受けられない。

■施設維持管理 各修繕についてはほぼ計画通りに執行し、市民が安全で快適に使用で

きるよう適切な維持管理を行うことができた。/施設設備は老朽化が進んでおり、計画的

な修繕が必要。特に蔵書の半数近くが所蔵されている電動書架に不具合が発生している

ため、早急な対応が必要である。

■地域交流センター図書室運営 希望の資料を手に取りやすい環境を整備し、地域交流

センター図書室の利便性が向上した。/各交流センター図書室ごとに利用者の年齢層など

が異なるための、細やかな選書。また、利用が増えている図書室の事務繁忙への対応。

特に谷田部交流センター図書室の利用者が急増している。

■ボランティアの支援 市民協働により、図書館サービスを充実させることができた。/

活動日の重複により、活動するための作業室の確保、調整が必要である。また、新規登

録者を増やしたい。/ボランティア間の連携強化のため、ボランティア連絡会の開催の検

討が必要である。

■広報活動 様々な手段で広報し、多くの人へ情報発信できた。/広報に努めているが図

書館利用者以外への周知が難しく、情報発信力の更なる強化が必要である。

■調査・研究の支援 利用者の調査研究の支援が行えた。/利用者にレファレンスサービ

スが浸透していないため、広報が必要である。また、通常業務繁忙により、レファレン

スを受ける職員が十分な研修を受けられない。適切にレファレンス対応が行える、図書

館職員を養成していく必要がある。

■施設維持管理 各修繕についてはほぼ計画通りに執行し、市民が安全で快適に使用で

きるよう適切な維持管理を行うことができた。/施設設備は老朽化が進んでおり、計画的

な修繕が必要。

■地域交流センター図書室運営 希望の資料を手に取りやすい環境を整備し、地域交流

センター図書室の利便性が向上した。/利用者が急増している谷田部交流センター図書室

の配置人員を１名増員した。/各交流センター図書室ごとに利用者の年齢層などが異なる

ための、細やかな選書。

■ボランティアの支援 図書館ボランティアの活躍により、図書館サービ

スを充実させることができた。また、市民に活躍の場を提供できた。/図

書館とボランティア及びボランティア間のつながりが希薄である。

■広報活動 様々な手段で広報し、多くの人へ情報発信できた。/広報に

努めているが図書館利用者以外への周知が難しく、情報発信力の更なる強

化が必要である。

■調査・研究の支援 利用者の調査研究の支援を行った。/レファレンス

対応を行うことができる職員の養成が必要。

■施設維持管理  新型コロナウイルス対策のため予算を減額し、一部の

事業について状態を確認し、翌年度に先送りすることとした。/施設・設

備は老朽化が進んでおり、計画的な改修・修繕が必要。

■地域交流センター図書室運営 交流センター図書室の資料や環境を整備

し、地域交流センター図書室の利便性を向上させた。/委託業者の業務運

営従事者を対象とした研修を充実させる必要がある。

改善

見直し

― ■ボランティア活動を円滑に進めるため、図書館とボ

ランティア/ボランティアグループ同士の連携を強化

する

■修繕については、費用対効果を考えて進める

ボランティア活動を円滑に進めるため、図書館とボランティア・ボランティア

グループ同士の連携を強化する。/図書館ホームページの適切な更新を行うとと

もに、広報つくばをはじめとした各種媒体を通し，継続的な情報発信を行う。/

資料の収集により、利用者の調査・研究の援助を行う。/利用者が安全に快適に

使用できるよう維持管理し、費用対効果を考え修繕を進める。/オンラインで結

ばれている４交流センター図書室の図書資料の収集に努め、蔵書増を目指す。

ボランティア活動を円滑に進めるため、図書館とボランティア・ボランティア

グループ同士の連携を強化する。/図書館ホームページの適切な更新を行うとと

もに、広報つくばをはじめとした各種媒体を通し、継続的な情報発信を行う。/

資料の収集により、利用者の調査・研究の援助を行う。/利用者が安全に快適に

使用できるよう維持管理し、費用対効果を考え修繕を進める。/オンラインで結

ばれている４交流センター図書室の図書資料の収集に努め、蔵書増を目指す。

ボランティア活動について職員が積極的に関わり、活動を盛り上げていく。/図書館ホームページ

の適切な更新を行うとともに、広報つくばをはじめとした各種媒体を通し、継続的な情報発信を

行う。/資料の収集により、利用者の調査研究の支援を行う。/図書館及び視聴覚センターを利用

者が快適に使用できるよう維持管理し、費用対効果を考え改修・修繕を進める。/各施設において

図書館サービスの内容について共通理解を図り、中央図書館、各交流センター図書室で共通した

サービスを提供できるようにする。
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年度

計画

■ノバホール・カピオ

施設利用者の利便性等を図るため必要な改修工

事等を実施する

■市民ホール

予約システムの導入について検討する

■ノバホール・つくばカピオ

施設利用者の利便性等を図るため必要な改修工

事等を実施する

■市民ホール

予約システムの導入について検討する

■ノバホール・カピオ

施設機能の維持向上を図るため必要な改修及び

修繕を実施する

■市民ホール

引き続き市民ホールにおけ公共施設予約システ

ムの導入について検討をする

■ノバホール・カピオ・市民ホール

施設機能の維持向上を図るため、必要な改修及

び修繕を実施する。

■ノバホール・カピオ・市民ホール

施設機能の維持向上を図るため、必要な改修及

び修繕を実施する。

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

施策の柱 生涯学習関連施設の充実
市民が気軽に参加でき、発表できる場として、また、優れた文化芸術に触れる鑑賞機会の場として、市民ホール等の整備・活用を進めます。

方向性 芸術・文化にふれあう施設の充実

関連課

文化芸術課課 ノバホール、カピオの機能充実

14頁市民ホールにおける公共施設予約システム導入の推進

実績

■ノバホール

9月 調光器盤内関数発生器交換修繕

2月 舞台用内線電話修繕

■つくばカピオ

2月 消防設備修繕、移動式バスケットゴール

修繕

3月 冷温水ポンプ修繕

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について担当者会

議等で検討を実施

■ノバホール

6月 トイレ改修工事（洋式化）

2月 舞台照明設備修繕

3月 空調機修繕

■カピオ

10月 ホール舞台照明音響室排煙窓装置修繕

11月 監視カメラ及び放送設備改修

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について担当者会

議等で検討を実施した

■ノバホール

６月 ピンスポット修繕

１月 小ホールピアノ修繕

３月 消防設備修繕

■カピオ

５月 誘導灯修繕

７月 照明機器修繕

１月 ホールマイク装置修繕

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について、担当者

会議等で検討を実施

■ノバホール

７月 エアコン修繕工事

1月 客席修繕

３月 音響機器修繕

■つくばカピオ

５月 柱塗装修繕、屋根修繕工事

９月 トイレ改修工事

12月 蓄電池設備修繕

■市民ホール

10月 とよさと地下オイルタンク改修工事

３月 つくばね消防設備修繕工事

３月 やたべトイレ改修工事

■ノバホール

12月   舞台照明設備修繕

２月 建具修繕

３月   スポットライト修繕

■つくばカピオ

９月 非常用蓄電池交換工事

９月 給湯設備修繕

１月 別棟屋根修繕工事

１月 自動ドア修繕

１月 非常用照明器具修繕工事

■市民ホール

１月 くきざき外構修繕工事

２月 つくばね排煙窓修繕工事

３月 とよさと非常用蓄電池交換ト工事

３月 つくばね床修繕工事

３月 つくばね空調設備修繕工事

成果

課題

■ノバホール・カピオ

経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい

て修繕を実施することで、施設機能の維持を図

ることができた

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について検討を

行ったが、現行の予約システムは市民ホールの

利用者になじまないため導入にはいたらなかっ

た

■ノバホール・カピオ

経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい

て修繕を実施することで、施設機能の維持を図

ることができた

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について検討を

行ったが、現行の予約システムは市民ホールの

利用者になじまないため導入にはいたらなかっ

た

■ノバホール・カピオ

経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい

て、修繕を実施することで、施設機能の維持を

図ることができた。

■市民ホール

公共施設予約システムの導入について検討を

行ったが、現行の予約システムは、市民ホール

の利用者になじまないため導入にはいたらな

かった。

■ノバホール・カピオ・市民ホール

経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい

て、修繕を実施することで、施設機能の維持を

図ることができた。

■ノバホール・カピオ・市民ホール

経年劣化等により不具合等が生じた箇所につい

て、修繕を実施することで、施設機能の維持を

図ることができた。

改善

見直し

― ― －
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成果

課題

■スポーツ教室

主に初心者向けの教室を実施することにより、

市民にスポーツを始めるきっかけを提供でき

た。また、アフロリズムダンスについては、教

室参加者によりクラブを作り今後も継続して続

けていく動きがみられた。

■学校施設開放 292団体登録・延活動団体数

464団体

■スポーツ教室 当初の計画になかった、ウエイトト

レーニング教室とランニング教室を新たに開催するな

ど、様々な種類のスポーツ教室を広く開催することに

より、スポーツとふれあう機会を多く提供するととも

に、スポーツをする習慣作りのきっかけとなった。

教室の内容によっては、参加者数が少ない教室もある

■ふれあいプラザ フィットネスプール時間割を、利

用者にとってわかりやすいものとなるよう見直したこ

とが、前年度からの利用者の増加につながった。来年

度は再度見直し、さらなる利用者増を図る

■学校施設開放 292団体登録・延活動団体数464団

体

■スポーツ教室 当初の計画になかった、パラスポーツ体験

会や車いすバスケ教室を新たに開催し、また、好評だった体

幹トレーニング教室の第２回目を開催したことで、スポーツ

とふれあう機会を多く提供するとともに、障害者スポーツの

普及を図ることができた。一方で、申込者が少なく中止に

なった「リズムに合わせて心と身体のストレッチ」のよう

に、教室によっては参加者数が少ないものもある。

■ふれあいプラザ フィットネスプール時間割を利用者に

とってわかりやすくしている。前年度と比較して利用者は減

となったが例年と比較して安定している。来年度は見直しを

行い、利用者増を図る。

■学校施設開放

活動団体数：292団体（延べ464団体）

■スポーツ教室 体幹トレーニング教室を２回開催す

るなど、スポーツとふれあう機会やスポーツを始める

きっかけを提供できた。好評な教室がある一方、参加

者数が少ない教室もある。

■ふれあいプラザ フィットネスプール時間割を利用

者にとってわかりやすくしている。プールを一時休止

したため前年度と比較して利用者は減となったが、そ

の期間以外の利用者数は安定している。来年度は再度

見直し、利用者増を図る。

■学校施設開放 活動団体数：282団体（延べ490団

体）

■ふれあいプラザ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため施設を休館した期間があり、フィットネス

プールの利用者は減となった。

■スポーツ教室 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況

に臨機応変に対応することで、計画の半数以下ではあるが教

室を開催できたことは大きな成果であると考えている。

■学校施設開放

小学校34校開放、 中学校11校開放、 義務教育学校２校

開放、延べ490団体が活動

改善

見直し

― ■スポーツ教室 参加者数が少ない教室もあるため、教室参加者の

アンケートや他市町村・民間企業で開催している教室も参考にし、

市民のニーズに合う教室を開催していく

■ふれあいプラザ 引き続きフィットネスプール時間割の見直しを

行う

■スポーツ教室 参加者数が少ない教室もあるため、教室参加者の

アンケートや他市町村・民間企業で開催している教室も参考にし、

市民のニーズに合う教室を開催していく。

■ふれあいプラザ

引き続きフィットネスプール時間割の見直しを行う

■スポーツ教室 参加者数が少ない教室もあるため、

教室参加者のアンケートや他市町村・民間企業で開催

している教室も参考にし、市民のニーズに合う教室を

開催していく。

■スポーツ教室 引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に臨機応変に対

応するとともに、コロナ禍でも実施可能なオンラインでの教室開催についても検討を進

める。

■学校施設開放

新型コロナウイルス感染症が拡大している状況下においても、安全かつ安定した運営を

行える用意をする必要がある。

計画

■スポーツ教室 公募や国体種目等（キックボクシン

グ5回、アフロリズムダンス4回、アーチェリー教室6

回、トレイルラン4回、太極拳8回、ゴルフ8回、バ

レーボール8回、子どもの水泳5回、大人のラート3

回、子どものラート体験1回、合気道8回、子どもの

スキー2泊3日）

■ふれあいプラザの活用 フィットネスプール・軽運

動室を使った健康増進講座を実施する

■学校施設開放 学校施設を定期的・継続的に使用す

る団体から、学校施設使用許可申請書を受け、学校教

育に支障がない範囲で学校施設使用許可書を交付する

■スポーツ教室 企画公募や国体種目等（トレ

イルラン4回、アフロリズムダンス4回、スポー

ツ鬼ごっこ1回、ダンス＆パフォーマンス4回、

カポエイラ5回、体幹トレーニング4回、大友愛

のバレーボール4回（小・中学生1回大人3

回）、アーチェリー７回、大人のラート3回、

子どものラート1回、子どものスキー 小学6

年・2泊3日）

■ふれあいプラザ

■学校施設開放

■スポーツ教室 企画公募や国体種目等（トレイルラ

ン４回/体幹トレーニング６回/ダンス＆パフォーマン

ス４回（国体）/スポーツ鬼ごっこ２回(国体）/脳と

身体のトレーニング４回（公募・新規）/ウエイトト

レーニング４回（国体）/子どものラート１回、アー

チェリー４回（国体）/リズムに合わせて心と身体の

ストレッチ３回/大友愛のバレーボール４回/ランニン

グ４回/大人のラート３回/子どものスキー２泊３日）

■ふれあいプラザ

■学校施設開放

■スポーツ教室 企画公募や国体種目等（トレイルラン４回/体幹ト

レーニング６回/ストリートダンス４回（国体）/スポーツ鬼ごっこ

２回(国体）/リズムトレーニング３回（公募・新規）/ウエイトト

レーニング４回（国体）/子どものラート１回、アーチェリー３回

（国体）/バレーボール４回/ランニング４回/大人のラート３回/子ど

ものスキー２泊３日）

■ふれあいプラザ

フィットネスプール・軽運動室を使った健康増進講座を実施する

■学校施設開放

学校施設を定期的・継続的に使用する団体から、学校施設使用許可

申請書を受け、学校教育に支障がない範囲で学校施設使用許可書を

交付する。

■スポーツ教室 トレイルラン4回/テニス4回/ヨガ6回/バドミントン4回

/ランニング4回/体幹トレーニング4回/スラックライン4回/ダンス4回/子

どものスポーツ体験3回/大人のラート3回/車いすバスケ2回/子どものス

キー2泊3日

(５～６月に計画していたトレイルラン、テニス、ヨガ教室は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により中止したが、今年度中に開催できるよう再

度調整予定である。)

■ふれあいプラザ

フィットネスプール・軽運動室を使った健康増進講座を実施する。

■学校施設開放

学校施設を定期的・継続的に使用する団体から、学校施設使用許可申請書

を受け、学校教育に支障がない範囲で学校施設使用許可書を交付する。

このほか、R2年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、会議開

催の中止、使用期間等の制限、対応ガイドラインの作成等、感染防止対策

を実施する。

実績

■スポーツ教室

事業計画通り、12種類の教室を実施。キックボ

クシングは好評だったことから、追加で第２回

を実施

■ふれあいプラザ

年間施設利用件数/人数

フィットネスプール13,216件/17,151名

軽運動室1,063件/7,216名

■学校施設開放

4月代表者会議を開催（会議により調整が必要

な団体との調整、申請に対し内容確認とデータ

作成）、5月使用許可に併せ許可書の発行、12

月本年度の追加受付終了、３月：4月に開催す

る代表者会議の通知発送

■スポーツ教室 事業計画通り、12種類の教室＋ウエイト

トレーニング教室とランニング教室を新たに開催。企画公募

で採用した教室２つ（音楽に合わせて楽しくカポエイラ/体

幹トレーニングで身体の使い方をマスターしよう） 国体関

係種目３つ（アーチェリー/スポーツ鬼ごっこ/ダンス＆パ

フォーマンス） ランナーに愛されるまち関係２つ（トレイ

ルラン/ランニング）

■ふれあいプラザ

年間施設利用件数/人数

フィットネスプール13,700件/18,009名

軽運動室1,075件/6,606名

プール講座16（3,923名参加）

■学校施設開放 ４月代表者会議（会議により調整が必要な

団体との調整、申請に対し内容確認とデータ作成 ）5月使用

許可に併せ許可書の発行、12月本年度の追加受付終了、3

月：4月に開催する代表者会議の通知発送

■スポーツ教室 13種目の教室を開催。（トレイルラン４回/体幹ト

レーニング６回/ストリートダンス４回（国体）/スポーツ鬼ごっこ

２回(国体）/脳と身体のトレーニング４回（公募・新規）/ウエイト

トレーニング４回（国体）/パラスポーツ体験会１回/子どものラー

ト１回/アーチェリー４回（国体）/大友愛のバレーボール４回/ラン

ニング４回/大人のラート３回/子どものスキー（２泊３日）/車いす

バスケ２回）

■ふれあいプラザ  年間施設利用件数/人数

フィットネスプール 11,895件/16,925名

軽運動室 1,182/6,604名

プール講座 9(3,004名参加)

■学校施設開放

4月：代表者会議を開催、会議により調整が必要な団体との調整、申

請に対し内容確認とデータ作成  ５月：使用許可に併せ許可書の発行

3月：4月に開催する代表者会議の通知発送

■スポーツ教室 10種目の教室を開催。（トレイルラン

４回/体幹トレーニング６回/ストリートダンス４回（国

体）/スポーツ鬼ごっこ２回(国体）/リズムトレーニング

３回（公募・新規）/ウエイトトレーニング４回（国体）

/子どものラート１回、アーチェリー３回（国体）/バ

レーボール４回/ランニング４回）新型コロナウイルスの

影響により、予定していた、大人のラート教室、車いす

バスケ教室、子どものスキー教室が中止となった。

■ふれあいプラザ  年間施設利用件数/人数

フィットネスプール 10,500件/15,164名

軽運動室 1,132/6,431名

プール講座 11(2,701名参加)

■学校施設開放 4月：代表者会議を開催、会議により

調整が必要な団体との調整、申請に対し内容確認とデー

タ作成  ５月：使用許可に併せ許可書の発行 ３月：新

型コロナウイルス感染対策への対応、通知の発送等

■スポーツ教室 5つの教室を開催。バドミントン4回/ラン

ニング4回/体幹ムーブメント4回/スラックライン2回/車い

すバスケ2回

■ふれあいプラザ  年間施設利用件数/人数

フィットネスプール 6,865件/9,468名

軽運動室 650件/4,017名

プール講座 18講座(1,501名参加)

■学校施設開放

４月：新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、例年開催し

ている代表者調整会議を中止。

昨年の開放状況を継続した。

３月：新型コロナウイルス感染対策への対応。

感染対策を講じた上での代表者会議の開催に向けた準備。

通知等の発送。

年度

施策の柱 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供 「つくば市スポーツ推進計画」に基づき、各ライフステージに応じたスポーツプログラムの開発や情報提供を進めるとともに、市民の健康維持・増進に役立つ生涯

学習機会を提供します。方向性 健康・スポーツ・レクリエーション活動の推進

関連課

スポーツ振興課 スポーツ教室 教育施設課 学校開放事業

15頁（国体推進課） スポーツ教室

文化芸術課 ふれあいプラザ

２年度元年度30年度29年度28年度
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成果

課題

■文化芸術事業

国際的に著名なアーティスト等による音楽活動

を行い、芸術文化と国際性の二面性を持つつく

ばらしさを浸透させた。チケットのインター

ネット販売を開始し、利便性の向上が図られた

― 国際的に著名なアーティスト等による音楽公演

を行い、芸術文化と国際の二面性を持つ、つく

ばらしさを浸透させた。また、チケットのイン

ターネット販売が認知されてきており、利便性

の向上が図られた。

国際的に著名なアーティスト等による音楽公演

をはじめ、話題の講談師を招へいするなど、多

様ジャンルの公演を行った。また、「つくば文

化芸術推進本計画」で新たに追加された項目で

ある「文化芸術による障害者等の生活の質の向

上」を実践する取り組みとして、手話通訳等を

配置したバリアフリーの演劇公演を企画した。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により多

くの公演が中止となったが、代替企画としてイ

ンターネットでの配信を実施した。今後もオン

ラインコンテンツの充実を図っていく必要があ

る。

改善

見直し

■文化芸術事業 公演プログラムの選定にあたって

は、限られた予算の中で多様な質の高い公演を紹介し

なければならないため、広報力を上て情報を周知し、

集客の向上を図る必要がある

■文化芸術活動 公演プログラムの選定にあたって

は、限られた予算の中で多様な質の高い公演を紹介し

なければならないため、広報力を上て情報を周知し、

集客の向上を図る必要がある

多様な質の高い公演等を文化振興財団や市内の芸術文

化団体等から情報を収集する。また、事業のＰＲを広

範に行うとともに、インターネット予約を更に普及さ

せ、入場率の向上を図る。

公演・プログラムの選定にあたっては、限られた予算

の中で多様な質の高い公演等の紹介をしなければなら

ないため、広報等の周知を幅広く行い、入場率を上げ

る必要がある。

計画

■文化芸術事業 つくば市文化振興財団との共同主催

の形式で市内の文化施設を利用し、音楽・演劇・芸

能・美術等の幅広いジャンルで実施する

■国際音楽事業 芸術性の高いクラシック公演に身近

に感じてもらうため、良質なプログラムを厳選して開

催する

■文化振興財団との協定締結

■事業ＰＲ 集客のためにお互いにきめ細やかに広範

に行うとともに、インターネット予約の普及を図る

■チケット販売促進のため、特典制度等を実施する

■文化芸術事業 17事業（音楽4、演劇・芸能

5、舞踏1、参加体験型5、美術2）

■国際音楽祭 5事業

■文化芸術事業

■国際音楽事業

■事業ＰＲを広範に行い、インターネット予約

を普及させ、入場率の向上を図る

■芸術文化事業 26事業

・内訳（国際音楽祭５、音楽６、演劇・伝統芸

能８、舞踊１、参加・体験型４、美術２）

・開催時期 ５月～３月

■芸術文化事業 26事業

・内訳（国際音楽祭５、音楽8、演劇・伝統芸

能5、舞踊１、参加・体験型４、美術3）

・開催時期 ４月～３月

※新型コロナウイルス感染症の拡大予防のた

め、一部公演を延期・中止している。

実績

全体入場率65％

■文化芸術事業 19事業実施（音楽5、演劇・

芸能3、舞踏２、参加体験型７、美術２）

14,007名来場

■国際音楽祭 5事業2,387名入場

■ノバホール 14事業11,308名入場

■カピオ 7事業1,958名入場

■その他会場 3事業3,120名入場

全体入場率74％

■文化芸術事業 16事業（音楽4、演劇2、舞

踏2、演芸2、伝統芸能1、参加・体験型14、美

術2）

■国際音楽祭 4事業3,000名入場

■ノバホール 13事業11,701名入場

■カピオ 4事業1,922名入場

■その他会場 ３事業1,212名入場

全体入場率 82％

■芸術文化事業 21事業（音楽５、演劇・朗読

２、舞踊５、伝統芸能２、参加・体験型５、美

術２）

 19,629名入場

■国際音楽祭 ５事業 4,188名入場

・ノバホール開催 12事業 10,834名入場

・カピオ開催 ４事業 2,316名入場

・その他会場開催 ５事業 6,409名入場

全体入場率  63.8％

■芸術文化事業（国際音楽祭含む）

 事業数…26事業 入場者合計：17,521人

・ノバホール開催：16事業…9,082人入場

・つくばカピオ：４事業…2,087人入場

・その他会場開催：６事業…6,352人入場

※新型コロナウイルス予防対策のため、３月開

催の３事業が中止となった。

■芸術文化事業 14事業

・内訳（国際音楽祭0、音楽7、演劇・伝統芸能2、舞

踊0、参加・体験型2、美術1、その他2）

・開催時期 4月～３月

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、当初

予定していた事業の中止・延期、及び代替事業の実施

をした。

全体入場率  56.25％

・事業数…14事業 ・入場者合計：8,083人

・ノバホール開催：1事業…207人入場

・つくばカピオ：2事業…114人入場

・その他会場開催：6事業…1,996人入場

・インターネット配信：5事業…5,766回再生

年度

施策の柱 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供
市民一人一人が身近に文化・芸術に接し、参加できる環境を整備するとともに、必要な人材の育成や情報提供の充実により文化芸術活動を推進します。

方向性 文化芸術活動の推進

関連課

文化芸術課 文化芸術活動の振興と鑑賞機会の充実

16頁

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
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成果

課題

■文化財の保護、調査研究 小田城跡確認調査では、曲輪Ⅴ

西側の堀跡の規模や構造を把握でき、保存・整備・活用の計

画作成に必要な基礎資料を得ることができた。開発等に伴う

調査では、文化財の適切な保存ができ、西大橋塚山古墳の規

模を把握するなど、その成果は市の歴史資料になった

■展示 施設を更新し市民の見学環境の改善につながった。

新たに開園した小田城跡歴史ひろばについて、多くの市民に

認識してもらう機会となった

■講座 市民に郷土の歴史や市内の文化財に興味・関心を

持ってもらう場を提供できた

■広報 文化財の問合せに対して、レファレンスサービスが

充実している図書館や室において市の文化財関係刊行物の閲

覧により情報を提供した

■各種文化財の保護、調査研究 小田城跡確認調査では、

16世紀後半に曲輪Ⅴが大規模に改修された様子を確認する

など、保存・整備・活用の計画作成に必要な基礎資料を得る

ことができた。開発等に伴う調査では、文化財の適切な保存

ができ、上ノ室野中遺跡で方形周溝墓を確認する等、その成

果は市の歴史資料になった

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示施設を更新す

ることで、市民の見学環境の改善につながった

■講座 忍性という人物とつくば市との関わりや、三村山極

楽寺という大規模な寺院があったことを広く紹介することが

できた。各講座を開催・対応し、市民に郷土の歴史や市内の

文化財に興味・関心を持ってもらう場を提供できたが、大幅

に件数が増加し、繁忙期の説明依頼を断るケースも出るな

ど、本事業の対応に苦慮する場面もあった

■各種文化財の保護、調査研究 小田城跡確認

調査では、保存・整備・活用の計画作成に必要

な基礎資料を得ることができた。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示

施設を更新することで、市民の見学環境の改善

につながった。

■講座 小田氏治と小田城跡を中心に市内の戦

国時代について広く紹介することができた。各

講座を開催・対応し、市民に郷土の歴史や市内

の文化財に興味・関心を持ってもらう場を提供

できた。

■各種文化財の保護、調査研究 基礎整理を進めるこ

とで、保存・整備・活用の計画作成に必要な基礎資料

を得ることができた。また木製品の保存処理を実施す

ることで、出土品の恒久的な保存が可能となった。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示施設を

更新することで、市民の見学環境の改善につながっ

た。

■講座 万葉の時代（奈良時代）のつくばについて広

く紹介することができた。各講座を開催・対応し、市

民に郷土の歴史や市内の文化財に興味・関心を持って

もらう場を提供できた。

■各種文化財の保護、調査研究 詳細整理を進めるこ

とで、保存・整備・活用の計画作成に必要な基礎資料

を得ることができた。また木製品の保存処理を実施す

ることで、出土品の恒久的な保存が可能となった。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示施設を

更新することで、市民の見学環境の改善につながっ

た。

■講座 地域の石材と人々の暮らしが深くかかわって

いたことを広く紹介することができた。少ないながら

も、各講座を開催・対応し、市民に郷土の歴史や市内

の文化財に興味・関心を持ってもらう場を提供でき

た。

改善

見直し

― ■出前講座について 義務的な業務である各種調査業

務や施設等の維持管理業務が増加している中での、出

張対応ということから，他業務の実施時期や時間配分

等を見直し，効率良く実施する必要がある

ー コロナ禍で、講座については、実施の可否や参加者の

減少がみられた。コロナ禍でも実施できる方法の検討

が必要である。

計画

■文化財の保護、調査研究

10月～２月に小田城跡発掘調査

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 小田城跡歴

史ひろばの開園準備、各文化財展示施設の展示内容の

更新

■講座 小田城跡確認調査の成果を公表する現地説明

会、小田城跡歴史ひろばの開園に伴う企画展とシンポ

ジウム等の開催。古文書講座の開催。各交流センター

等からの講座依頼に対応する

■広報 刊行図書を交流センター図書室・中央図書館

へ配布

■各種文化財の保護、調査研究

11月～１月に小田城跡発掘調査。各種開発等に伴う

試掘・確認調査や非営利目的での本発掘調査等

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 各施設の展

示内容の更新や追加

■講座の開設 小田城跡確認調査の成果を公表する現

地説明会や、巡回企画展と講演会等を開催する。古文

書講座の開催。各交流センター等からの講座依頼に対

応する

■広報

■各種文化財の保護、調査研究

10月～１月に小田城跡で発掘調査。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示内容の

更新

■講座 小田城跡確認調査の成果を公表する現地説明

会、巡回企画展と講演会等、古文書講座、各交流セン

ター等からの講座依頼に対応する。

■各種文化財の保護、調査研究

小田城跡確認調査事業では、これまでの現地調

査の基礎整理を実施。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示

内容の更新。

■講座 巡回企画展と講演会、古文書講座等の

開催、各交流センター等からの講座依頼に対

応。

■各種文化財の保護、調査研究詳細整理を進

め、報告書作成を継続。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 展示

内容の更新。

■講座 巡回企画展と講演会、体験学習、文化

財講座等の開催、各交流センター等からの講座

依頼に対応。

実績

■文化財の保護、調査研究

11月～１月に史跡西側付近の曲輪Ⅴ西側と周辺

の堀跡を中心に228㎡で発掘調査を実施。開発

に伴う調査は試掘・確認調査35件、本発掘調査

が１件

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 4/1

に小田城跡歴史ひろばを開園、谷田部郷土資料

館で展示資料の追加・改善を実施

■講座 小田城跡確認調査に伴う現地説明会

214名、小田城跡歴史ひろば開園に伴う企画展

1,108名・シンポジウム215名、歴史めぐりバ

スツアー48名。古文書講座は前・後期各８回開

催し、47名が参加。公民館講座・出前講座６件

■広報 刊行図書１冊を９館の交流センター図

書室・中央図書館へ配布

■文化財の保護、調査研究 11月～１月に史跡西側

の曲輪Ⅴ中部とその周辺の292㎡で発掘調査を実施。

開発に伴う調査は、試掘・確認調査が29件、本発掘

調査が２件

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 小田城跡歴

史ひろば案内所や、谷田部郷土資料館で展示資料の追

加・改善を行った。

■講座の開設 小田城跡確認調査に伴う現地説明会

（102名）、巡回企画展「鎌倉時代の高僧忍性と三村

山極楽寺」（2,358名）・講演会「小田氏と忍性」

（216名）・史跡ウォーキング（13名）を開催した。

古文書講座は前・後期各８回の講座を開催し、47名

参加。公民館講座・出前講座17件

■広報 刊行図書1種類13冊を中央図書館などの図書

館分として配布

■文化財の保護、調査研究 11月～１月に史跡

西側の曲輪Ⅴ北西部ほかで393㎡で発掘調査を

実施。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 小田

城跡歴史ひろば案内所や、谷田部郷土資料館で

展示資料の追加・改善を実施。

■講座の開設 小田城跡確認調査に伴う現地説

明会（161名）、巡回企画展「小田氏治と戦国

時代の城館」（2,769名）・講演会（295

名）・体験発掘（6名）、古文書講座（前・後

期各８回、55名）を開催のほか、公民館講座・

出前講座（9件）に対応。

■文化財の保護、調査研究 報告書刊行に向け

て、26年度～30年度の現地調査基礎整理、詳

細調査のほか、木製品３点の保存処理を実施。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 小田

城跡歴史ひろば案内所や、谷田部郷土資料館で

展示資料の追加・改善を実施。

■講座の開設 巡回企画展「遺跡から見る万葉

のころのつくば」（1,467名）・講演会（83

名）・ウォーキング（14名）、古文書講座

（前・後期各８回、54名）を開催のほか、交流

センター講座・出前講座（17件）に対応。

■文化財の保護、調査研究 報告書刊行に向けて、

26年度～30年度の現地調査の詳細整理のほか、木製

品２点の保存処理を実施。

■文化財展示施設・各種文化財の体系化 小田城跡歴

史ひろば案内所や、谷田部郷土資料館、桜歴史民俗資

料館で展示資料の追加・改善を実施。

■講座の開設 巡回企画展「石とともに生きる-筑波

山の石材と人びととの歩み-」（1,565名）・講演会

（58名）・バスツアー（18名）、古文書講座はコロ

ナ禍により中止、交流センター講座・出前講座（２

件）に対応。

年度

施策の柱 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供
文化財や伝統文化を市民に身近なものとして親しんでもらい、後世に引き継いでいけるよう、地域に残る文化財の保護や情報発信、活用などに取り組みます。

方向性 文化財の保存と活用

関連課

文化財課 各種文化財の保護、調査研究 専任人材の配置による広報や情報提供の充実

17頁文化財展示施設・各種文化財の体系化

各種文化財・郷土史に関する講座の開設

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度



4

(4)

成果

課題

■市職員の研修 理解度アンケートでは、４段階評価での平

均値が3.63となり、研修の効果があったと考えられる

■地区リーダー勉強会 役員の高齢化や加入率の低下など活

動が困難な自治会が増えつつある中、魅力ある自治会づくり

を進める参考となった

■地域コーディネーター講習会 アンケートから講師・講演

の内容ともに概ね満足という結果を得た

■まちづくり専門家の派遣 アドバイザーの助言により、活

発な議論が行われ、内容が深まった

■交通安全・防犯・防災活動

意識の向上・犯罪の予防・抑止効果が図れた

■人権教育 教員に対しても適宜研修会を実施したことによ

り授業力の向上が見られた

■市職員の研修 理解度アンケートでは、４段階評価での平均値が

3.37となり、研修の効果があったと考えられる

■地区リーダー勉強会 役員の高齢化や加入率の低下など活動が困

難な区会が増えつつある中、県内の先進地事例や質疑応答にて区会

の身近な課題等の解決の参考となった

■地域コーディネーター講習会・地域デビュー講座 アンケートか

ら講師・講演の内容ともに概ね満足という結果を得た

■交通安全・防犯・防災活動 東日本大震災や竜巻災害直後は防災

意識が高いが年月とともに低下していく。自治会単位で防災意識や

活動状況に差があり，自助・共助の市内全域的な広がりにはなって

いない。防犯パトロール活動の活性化により、犯罪の予防・抑止効

果が図れた

■人権教育 人権啓発ポスターを市民文化祭で展示することで、児

童・生徒・来場者に対する人権の啓発、人権問題の正しい理解の浸

透が図られた

■市職員の研修 理解度アンケートでは、４段階評価での平均値が3.57とな

り、研修の効果があったと考えられる

■地区リーダー勉強会 ・地域のリーダーである市区会連合会役員を対象に開

催し、区会の重要性を再確認できた。

■地域活動ステップアップ講座・地域デビュー講座

アンケートの結果から、講師・講演の内容について、満足という結果を得た。

■地域まちづくり専門家の派遣により、勉強会の議論を深めることができた。

■防災活動 防災・減災の意識向上、防災士の養成が図られた。

■交通安全活動 各年齢層に即した教室を開催し、交通安全意識の向上が図れ

た。交通安全キャンペーンを通じて、市民等への交通安全の周知・啓発が行え

た。

■人権教育 人権講演会への参加や、人権啓発ポスターの募集を通じて、人権

教育の推進・啓発を図り、人権問題の正しい理解を深めることができた。

■市職員の研修 理解度アンケートでは、４段階評価での平均値が3.37

となり、研修の効果があったと考えられる。

■地区リーダー勉強会 地域コミュニティの活性化が図れ、人材育成がで

きた。

■交通安全活動 ・各年齢層に即した教室を開催し、交通安全意識の向上

が図れた。

・交通安全キャンペーンを通じて、交通事故防止の周知・啓発が行えた。

■地域まちづくり専門家の派遣により、勉強会の議論を深めることができ

た。

■防災活動 防災、減災の意識の向上、防災士の要請が図られた。

■人権教育 人権教育推進協議会を年2回開催した。また、各人権団体が

主催する、人権研修会や講演会への参加及び人権啓発ポスターの募集を通

じて、人権問題の正しい理解を深め、人権教育の推進・啓発を図った。

■地区リーダー勉強会

※「地区リーダー勉強会」は中止のため、成果は得られなかった。■地域コー

ディネーター講習会

アンケートの結果から、具体的な事例等の紹介があり、講演の内容について、

満足という結果を得た。

■地域まちづくり

専門家の派遣により、勉強会の議論を深めることができた。

■防災活動

防災、減災の意識の向上が図られたが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り出前講座の前年度より減少した。

■交通安全活動

各年齢層に即した教室を開催し、交通安全意識の向上が図れた。

新型コロナウイルスの影響によりキャンペーンは中止としたが，青パトやチラ

シを利用して、交通安全に関する広報活動を行い，市民の意識向上を図ること

ができた。

■人権教育推進協議会を年2回開催した。また、各人権団体が主催する、人権研

修会や講演会への参加及び人権啓発ポスターの募集を通じて、人権問題の正し

い理解を深め、人権教育の推進・啓発を図った。

改善

見直し

■市民活動団体登録

市民協働の推進を図るため登録を促し、その情

報をもとに相談業務を行う

■市職員の研修 H30は対象職員を主任級まで拡大する

■地区リーダー勉強会 役員区長が興味のある事例を検討し参加者増に努める

■市民活動団体登録 マッチングの多様化に備え相談業務の強化に努める

■まちづくりの専門家の派遣 年度当初よりも登録グループが増加し派遣回数

が増えた

■市職員の研修 係長級を対象に、応用編の研修を行う。

■防災活動 シェイクアウト訓練について民間企業でも実施

していただけるよう企業訪問などしながら周知していく。

■市職員の研修 現年度と同様に実施

■地区リーダー勉強会 開催時期を下半期ではなく、上半期に

実施できるよう調整していく。

■防災活動 更なるシェイクアウト訓練の周知、参加者増員を

図る。

■地区リーダー勉強会

開催時期を下半期ではなく、上半期に実施できるよう調整してい

く。

■新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ、オンラインでの出前

講座等も検討し実施回数の増加を図る。

計画

■市職員の研修 主査級の職員に対して年１回

■地区会リーダー勉強会/地域コーディネーター講習会 コミュニ

ティ・自治会に関連した専門の講師を招いてのグループワークなど

実践的な研修を中心にした講習会、先進事例の学習

■市民活動団体登録 主体的な社会貢献活動を支援するため，中間

支援施設の拠点となる市民活動センター（指定管理者制度）を活用

して市民活動団体の登録を行う

■まちづくり専門家の派遣 まちづくり活動を行う団体に派遣

■交通安全・防犯・防災活動 出前講座実施。交通安全教室開催。

防犯パトロールの実施

■人権教育 全体計画の作成、人権教育推進協議会の開催、教育講

演会の開催、人権啓発ポスターの募集、講座の実施

■市職員の研修 係長級及び主査級の職員に対

して年1回

■地区リーダー勉強会 区長対象に行う

■地域コーディネーター講習会/地域デビュー講

座

■市民活動団体登録 登録を促しその情報をも

とに相談業務を行う

■まちづくり専門家の派遣

■交通安全・防犯・防災活動

■人権教育

■市職員の研修 主査及び主任級の職員に対して実施

■地区リーダー勉強会

■市民活動団体登録 登録を促しその情報をもとに相談業務

を行う

■地域まちづくり専門家の派遣 地域まちづくり団体５、地

域まちづくり推進団体２

■交通安全・防犯・防災活動 出前講座の実施。交通安全教

室の開催。防犯パトロールの実施。マンション連絡会と共同

で防災セミナーを開催する

■人権教育 全体計画の作成、人権教育推進協議会の開催、

教育講演会の開催、道徳の教科化に向け道徳研修講座を3回

実施、人権啓発ポスターの募集、講座の実施

■市職員の研修 主査及び主任級の職員に対して基本編の研

修を実施し、係長級に対し応用編の研修を行う。

■地区リーダー勉強会 ・テーマを決定し勉強会を開催

■地域コーディネーター講習会の開催

■地域デビュー講座の開催

■地域まちづくり専門家の派遣

■防災活動 防災、減災に関しての出前講座

■交通安全活動 出前講座の実施。交通安全教室の開催。

■人権教育 全体計画の作成。人権教育推進協議会の年2回

開催。人権教育研修会や講演会への参加や、人権啓発ポス

ターの募集を通じて、人権教育の推進・啓発を図り、人権問

題の正しい理解に努める。

■市職員の研修 新型コロナウイルス対策を踏まえて、研修実

施を検討する。

■地区リーダー勉強会 テーマを決定し勉強会を開催

■地域コーディネーター講習会の開催

■地域まちづくり専門家の派遣

■防災活動 防災、減災に関しての出前講座

■交通安全活動 交通安全及び防犯活動の実施、交通安全教室

の開催、防犯パトロールの実施

■人権教育 全体計画の見直し。人権教育推進協議会の年2回開

催。人権教育研修会や講演会への参加及び人権啓発ポスターの

募集を通じた人権教育の推進・啓発を行う。

実績

■市職員の研修 修了者30名

■地区リーダ勉強会 45名参加

テーマ：住民に必要とされる自治会づくり

講師：大山自治会前会長 佐藤 良子氏

■地域コーディネーター講習会 40名参加

■市民活動団体登録 個人含む145団体登録

■まちづくり専門家の派遣 アドバイザー派遣１回

■交通安全・防犯・防災活動

出前講座19回、防災備蓄倉庫内容説明４回、自主防災組織結成説明

回１回、防災啓発イベント１回、交通安全教室420回27,555名、自

転車シュミレター24回456名、車両広報26,350回、パトロール（金

融機関8,479箇所/学校周辺8,260箇所/コンビニ11,983箇所/駐車場

11,290箇所/その他3,190箇所）

■人権教育 市内全校に全体計画を整備・人権啓発ポスターを要請

し114点応募が有り、市民文化祭で展示。協議会２回開催。講演会

167名参加。家庭教育学級で78学級実施。交流センターで講座開催

■市職員の研修 修了者66名

■地区リーダー勉強会 29名参加 テーマ：地域の底力

講師：石岡市東の辻二部町内会長 佐藤信夫氏

■地域コーディネーター講習会 59名参加

■地域デビュー講座 50名参加

■市民活動団体登録 個人を含む155団体登録。相談13件。マッチ

ング11件

■まちづくり専門家の派遣 推進団体に３回派遣

■交通安全・防犯・防災活動 出前講座20回、防災備蓄倉庫内容等

説明2回、防災啓発イベント 1回、広報紙・防災マップ作成配布、

シェイクアウト訓練、地区防災計画策定支援、交通安全教室400回

25,787名、自転車シュミレター60回566名、防犯についての車両広

報25,723回、パトロール（金融機関7,725箇所/学校周辺9,002箇所

/コンビニ12,882箇所/駐車場10,899箇所/その他3,017箇所）

■人権教育 市内全校に全体計画を整備・人権啓発ポスターを要請

し130点応募が有り、市民文化祭で展示した。協議会２回開催。講演

会へ参加。家庭教育学級で77学級実施。交流センターで講座開催

■市職員の研修 修了者62名

■地区リーダー勉強会 ・「ハートのコミュニケーション ～誰１

人知り合いのいない茨城に来て～」 参加者27名

■地域活動ステップアップ講座 41名参加

■地域デビュー講座 23名参加

■地域まちづくり専門家の派遣 まちづくりグループへ３回派遣。

まちづくり推進団体へ６回派遣

■防災活動 出前講座28回、校防災備蓄倉庫内容等説明2回、シェイ

クアウト訓練44,983名参加、防災啓発イベント1回、市マンション

連絡会と共同で防災セミナー1回、防災士フォーラム75名参加、自主

防災組織結成説明会1回

■交通安全活動 ・交通安全教室開催363回 24,743人

・自転車シミュレーター教室開催33回 675人

・交通キャンペーン実施（つくば中央署管内・北署管内）春２回、

夏２回、秋１回（合同）、年末２回

■人権教育 ・人権教育推進協議会の開催（年２回）

・人権講演会への参加（つくば市教育研究会主催）

・人権啓発ポスターの募集及び展示（総応募数114点。つくばカピオ

で開催された、つくば市民文化祭において全作品を展示した）

■市職員の研修 修了者72人

■地区リーダー勉強会 11/17に、つくば市役所にて、講師に水津陽子氏（行

政書士、経営コンサルタント）を迎え、「今、求められる自治会運営～現代の

自治会の課題とその解決策～」と題した講演会を実施。

■地域コーディネーター講習会 新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため

中止

■地域デビュー講座 開催なし

■交通安全活動 ・交通安全教室開催334回 24,814人

・自転車シミュレーター教室開催22回 596人

・交通安全キャンペーン実施（つくば中央署管内・北署管内）春２回、夏２

回、秋2回、年末1回（合同）

・防犯についての車両広報29,915回、パトロール（金融機関7,311箇所/学校周

辺10,638箇所/コンビニ14,616箇所/駐車場10,731箇所/その他3,503箇所）

■地域まちづくり専門家の派遣 まちづくりグループへ２回派遣。まちづくり

推進団体へ３回派遣

■防災活動 出前講座28回、学校防災備蓄倉庫内容等説明２回、シェイクアウ

ト訓練47,634名参加、防災啓発イベント1回

■人権教育 人権教育推進協議会の開催（年２回）、人権啓発ポスターの募集

及び展示（つくばカピオで開催された、つくば市民文化祭において作品を展示

した）

■市職員の研修

新型コロナウイルス感染拡大の影響により研修実施なし。実施予定

の研修がグループワークをメインとした集合型研修であったため、

実施することができなかった。

■地域コーディネーター講習会  参加者14名

■地区リーダー勉強会

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、「地区リーダー勉

強会」は中止になった。

■防災活動 出前講座５回、シェイクアウト訓練48,646名参加

■交通安全教室開催212回 5,469人

防犯についての車両広報回、パトロール（金融機関6,936箇所/学校

周辺10,787箇所/コンビニ14,485箇所/駐車場10,299箇所/その他

3484箇所）

■人権教育推進協議会の開催（年２回 書面審査）・人権啓発ポス

ターの募集（新型コロナウイルス感染症の影響で文化祭が中止と

なったため、展示は行わなかった。）

■地域まちづくり専門家の派遣

まちづくりグループへ１回派遣。

年度

施策の柱 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供 一人一人の学習成果をお互いで共有することは、よりよい地域づくりにつなげられます。また、防災にも役立つ絆づくりや地域づくりとなるよう、団体や自主サー

クル活動などの支援や学習・研修機会の提供を行います。方向性 絆づくり・地域づくりにつながる学習機会の提供

関連課

人事課 市職員の市民参画に関する研修 都市計画課 まちづくりのアドバイザーやコンサルタントの派遣 教育総務課 人権教育

18頁市民活動課 地区リーダー勉強会、市民活動団体登録 危機管理課 出前講座  学び推進課（教育指導課）人権教育

文化芸術課 地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ講習会、地域ﾃﾞﾋﾞｭｰ講座

２年度元年度30年度29年度28年度

防犯交通安全課 出前講座、交通安全教室 （生涯学習推進課）出前講座、人権教育



5

(1)

成果

課題

― 開催日が年度の後半になってしまった 推進本部会議での意見を受け、91事業から73

事業に整理し、より社会力を高める事業に重点

をおくことができた。

推進本部会議での意見を受け、91事業から73

事業に整理して評価を行ったことで、社会力を

高める事業により重点をおくことができた。

第２次計画を終え、これまでの取組を検証し、

生涯学習推進に向けての新たな「第３次つくば

市生涯学習推進基本計画」の策定をした。

改善

見直し

― 年度前半に、前年度の進捗状況の評価を行い、

推進本部を開催して、計画に沿った事業が推進

されているかを確認する

ー

計画

年１回、推進本部を開催し、進行管理にあたっ

て事業の進捗を評価する。平成31年度に生涯学

習に係る市民意識調査を予定

年１回、推進本部会議を開催し、,第2次生涯学

習推進基本計画の進捗状況の点検・評価を行

い、計画に沿った事業の推進を図る

年度前半に、前年度の進捗状況の評価を行い、

推進本部を開催して、計画に沿った事業が推進

されているかを確認する

上半期及び下半期に、それぞれ１回、推進本部

会議を開催し、計画の進捗状況の確認ともに

（仮称）第３次生涯学習推進計画策定に向け

て、市民意識調査や計画の骨子等について協議

を行う。

上半期及び下半期に、それぞれ１回、推進本部

会議を開催し、計画の進捗状況の確認ともに

（仮称）第３次生涯学習推進計画策定に向けて

全庁的な協力体制等について協議を行う。

実績

第2次つくば市生涯学習推進基本計画をスター

ト

本部会議10/14実施

12/22に推進本部会議を開催し、計画の平成28

年度の進捗状況を確認した

6/5に推進本部会議を開催し、平成29年度の進

捗状況について確認した。

８月に推進本部会議を開催し、平成30年度の進

捗状況について確認した。

８月、10月、２月に推進本部会議を開催し、令

和元年度の進捗状況について確認した。

年度

施策の柱 生涯学習推進体制の強化
すべての市民の学習権を保証するため、「生涯学習推進本部」を中心に、全庁的な連携・協力のもと生涯学習を推進します。

方向性 全庁的な連携・協力体制

関連課

生涯学習推進課 生涯学習推進本部の開催

19頁

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
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(2)

成果

課題

■体協 連携して市民のスポーツ・レクリエーション活動を

促進したことにより、市民の健康の増進や活力あるまちづく

りに寄与できた。

■文化協会 文化振興財団と協力し加入者の費用負担を軽減

■文化振興財団 自助努力が芽生え創意工夫運営されている

■アイラブ 市民団体による公益事業を行うまちづくり活動

を資金面から支援し、関係する市担当部署が協力して事業を

実施ことで、市民活動団体と行政との連携が深まった

■くすのき会 あいさつ・声かけ運動や交流会等の様々な活

動を通して、小学生と中学生、地域の方々、学校の枠を越え

た保護者の交流、団体間の交流などが図れ「子育て支援」を

核に地域をつなぐことの一助となった

■図書館協議会 図書館事業の報告をし意見を受け、今後の図書館運営に反映

させる。Ｈ30年度委員の改選があり，市民公募等協議が必要

■体協 連携し市民のスポーツ・レクリエーション活動を促進したことによ

り、市民の健康の増進や活力あるまちづくりに寄与できた。自立して安定した

組織運営を図るため、情報収集を行いながら方向性を検討する

■文化協会 組織を活動分野ごとに再編し、団体間の交流が活発に行われた。

主催事業が増え、市民との交流も促進された

■ＳＮＳ 市民活動イベントを中心に取材し、情報発信をすることで数多くの

市民活動団体を紹介することができた。

■子育て支援団体 市民による子育て支援を推進することができた。課題は、

子育て総合支援センターを中心とした子育て支援ネットワークの構築が必要な

ことである

■くすのきフォーラムでは、参加者も年々増加し地域の方が集まる場として定

着し、地域主体で子育てしやすいまちづくりを推進できた。課題としては、他

の地域でも同様な地域特性に応じたコミュニティ活動の普及が望まれるが，自

発的な活動であることが必要である

■青少年を育てるつくば市民の会総会後に、PTA・子ども会育成連合会・つくば市PTA連絡協議会

の三者で会議を実施したことで、連携を密にし、相互理解を深めることができた。 ■人間学講

座 企画から実施まで、市民（実行委員会）が主体となって事業を実施することで、市民のニー

ズを反映した講座を用意することができ、市民の生涯学習の推進及び協働を図ることができた。

■図書館協議会 報告内容について委員から、今後の図書館運営に資する意見を受けた。/交流セ

ンター図書室の現状について協議会委員の認識を新たにし、運営等に対する意見を受けた。 ■

体協 連携し市民のスポーツ・レクリエーション活動を促進したことにより、市民の健康の増進

や活力あるまちづくりに寄与できた。自立して安定した組織運営を図るため、情報収集を行いな

がら方向性を検討する ■スポーツ推進委員 連携し市民のスポーツ・レクリエーション活動を

促進したことにより、市民の健康の増進や活力あるまちづくりに寄与できた。 ■文化協会 団

体間の交流が活発に行われ、文化協会主催事業が増加し、文化活動の活性化につながった。 ■

文化振興財団 自助努力で、創意工夫のもとに事業運営が図られた。 ■アイラブ 市民団体に

よる公益事業を行うまちづくり活動を資金面から支援し、関係する市担当部署が協力して事業を

実施ことで、市民活動団体と行政との連携が深まった。 ■くすのきフォーラムでは、参加者も

年々増加し地域の方が集まる場として定着し、地域主体で子育てしやすいまちづくりを推進でき

た。他の地域へも同じような活動が自然な形で普及していくことが望ましいと考えるが、行政の

関わり、支援のあり方については、検討していく必要がある。

■子育てサークル等の活動内容を子育て家庭に情報提供するとともに、活動を支援することに

よって、市民による子育て支援を推進することができた。子育て総合支援センターが連携交流の

拠点となるよう、事業内容の強化を図っていく。

■青少年健全育成 関係団体との連携を図り、地域全域で活動を展開し、青少年の健全

育成を図っていく。 ■人間学講座 企画から実施まで、市民（実行委員会）が主体と

なって事業を実施することで、市民のニーズを反映した講座を用意することができ、市

民の生涯学習の推進及び協働を図ることができた。

■図書館協議会 報告内容について委員から、今後の図書館運営に資する意見を受け

た。/意見の内容を検討し、サービス向上に努める。■体協 連携し、市民のスポーツ・

レクリエーション活動を促進したことにより、市民の健康の増進や活力あるまちづくり

に寄与できた。自立して安定した組織運営を図るため、情報収集を行いながら方向性を

検討する。■スポーツ推進委員 連携し、市民のスポーツ・レクリエーション活動を促

進したことにより、市民の健康の増進や活力あるまちづくりに寄与できた。■文化協会

団体間の交流が活発に行われ、文化協会主催事業が増加し、文化活動の活性化につな

がった。■文化振興財団 自助努力で、創意工夫のもとに事業運営が図られた。■くす

のきフォーラムでは、年々参加者も増加し、地域の方が集まる場として定着。地域主体

で子育てしやすいまちづくりを推進できた。他の地域でも同様の地域特性のある活動普

及が望まれるところではあるが、自発的な活動でなければ継続的な活動は難しい。■ア

イラブ 市民団体による公益事業を行うまちづくり活動を資金面から支援し、関係する

市担当部署が協力して事業を実施ことで、市民活動団体と行政との連携が深まった

■社会教育委員会議は新型コロナウイルス感染症対策を施し通常開催。

■青少年健全育成に係る団体と連携を図り、地域全体で活動を展開し、今後も青少年の健全育成を図ってい

く。

■つくば人間学講座は、年４回開催のうち３回の開催を見送ったものの、オンラインによる講座が実施でき

たことで、若年層から中高年層まで幅広い参加者が学ぶ場として、市民の生涯学習の推進を図ることができ

た。

■図書館協議会 報告内容について委員から、今後の図書館運営に資する意見を受けた。

■文化協会 主催事業の一部は中止となったが、団体間の交流は継続的に行われた。

■文化振興財団 自助努力で、創意工夫のもとに事業運営が図られた。

■アイラブ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動制限のある中、市民団体による公益事業を行うま

ちづくり活動を資金面から支援し、関係する市担当部署が協力して事業を実施したことで、市民活動団体と

行政との連携が深まった。

■スポーツ協会

新型コロナウイルス感染症の影響で、各種事業を中止せざる終えなかった。

令和２年度の協会法人化に伴い、会計処理の透明化や事業規模拡大のため、月次点検や財政支援対策会議を

実施し、運営体制の強化に努めた。令和３年度においても引き続き実施予定。

■スポーツ推進委員

新型コロナウイルス感染症の影響で、予定していた市主催事業が開催されず、運営協力の機会がなかった。

また、様々な研修の機会も提供できなかった。

引き続き、研修を通して資質の向上を図る。

■市内の子育て支援団体・サークル等の活動では、子育て世代に向けた活動内容の情報提供と活動施設の準

備等を継続的に支援、市民による子育て支援の推進が図られた。今後も支援を継続し連携を強めていく。

改善

見直し

■文化振興財団 文化芸術の振興・文化施設の管理に

特化した組織として今後は専門性を有し安定した財政

運営を目指していくための強い組織力が求められてく

る

■文化協会 来場者数の向上を目指す。Ｈ30年度より補助金の上限の増額・補

助対象経費の割合の変更を行い、金銭的な負担を軽減する。会員の減少や高齢

化が進んでいるため、入会促進の広報を強化する

■アイラブ 活動間もない団体の申請が増えてきたので、活動支援だけでなく

事後の書類作成の補助など側面的サポートをしていく必要がある

■青少年を育てるつくば市民の会及びつくば市子ども会育成

連合会  社会教育指導員やつくば市PTA連絡協議会等の関

係団体と協議を更に行い、つくば市子ども会育成連合会の加

入促進及び支援を図る。

■スポーツ協会・スポーツ推進委員

新型コロナウイルス感染状況を注視しつつ、そ

の時々の状況にあった事業展開を行う。

計画

■社会教育委員会議 年２回以上 ■図書館協議会 年３回

■青少年を育てるつくば市民の会（市民の会）、つくば市子ども会

育成連合会（市子連） 補助金交付

■つくば市体育協会（体協） 補助金交付、体育施設使用料の減免

■スポーツ推進委員 市主催事業への協力

■文化協会 Ｈ27年度に地域の支部を廃止し、活動分野ごとの組織

へ改編した。指導・助言等を行い軌道に乗せる。芸術展/芸能祭の実

施

■文化振興財団 専門職員育成支援/国際音楽祭事業/芸術文化事業/

美術展事業等への補助金交付

■アイラブつくばまちづくり補助金（アイラブ） 補助金交付（申

請事業を年3回審査・決定）

■子育て団体等の支援 協働事業の実施

■つくば人間学講座 つくば市民で構成される団体と協働で実施

■社会教育委員会議 年２回以上 ■図書館協議会 年３回

■市民の会、市子連 補助金交付

■体協 補助金交付、体育施設使用料の減免

■スポーツ推進委員 市主催事業への協力

■文化協会 指導や助言等で支援する。芸術展/芸能祭。入会促進のための広報

■文化振興財団 専門職員育成支援/国際音楽祭事業/芸術文化事業/美術展事業

等への補助金交付

■アイラブ 補助金交付（申請事業を年3回審査・決定）９月下旬表彰式・

フォーラム

■市民活動団体・区会・市民活動イベント等のＳＮＳ（フェイスブック）掲載

■市内の子育て団体・サークルの活動支援 大穂地区子育て応援「くすのき

会」の活動を協働事業により支援、他地域への拡大を検討

■人間学講座 ４回開催

■社会教育委員会議 年２回以上。委員の改選

■図書館協議会 年3回程度。「つくば市市民参加推進に関する指針」に基づき

委員を選任

■市民の会、市子連

■体協 ■スポーツ推進委員

■文化協会 特に広報を強化

■文化振興財団 専門職員育成支援

■アイラブ 補助金交付（申請事業を年3回審査・決定）９月下旬に表彰式・

フォーラム

■ＳＮＳ市民活動団体・区会・市民活動イベント等の取材、情報発信

■市内の子育て団体・サークルの活動支援 情報提供や交流声援 地域主体で

子育てしやすいまちづくりの活動をコミュニティ団体との協働事業により支援

■人間学講座 ４回開催

■社会教育委員会議 年2回以上 ■青少年を育てるつくば市民の会 本部、４

支部（大穂・桜・豊里・茎崎）に補助金交付、６月 総会、７月 あいさつ・

声かけ運動（つくば駅）、11月 「家庭の日」絵画・ポスターコンクール展示

会、あいさつ・声かけ運動（つくば駅）、「子どもを守る110番の家」推進事業

■つくば市子ども会育成連合会 本部、3支部（大穂、桜、豊里）に補助金交付

■つくば人間学講座 つくば人間学講座実行委員会と市が協働して開催する。

年４回開催予定（７月、９月、10月、１月）■図書館協議会 つくば市図書館

協議会の開催(年3回程度) ■体協 補助金交付、体育施設使用料の減免■ス

ポーツ推進委員 市主催事業への協力 ■文化協会 補助金交付。歌謡祭・芸

術展・芸能祭等の実施。庁舎１階で１か月ごとに、文化団体の作品展示を実

施。 ■文化振興財団 補助金交付及び市職員派遣。様々な分野の芸術文化事

業を実施。 ■アイラブつくばまちづくり補助金の実施 ■SNS ＳＮＳを活

用し、市民活動団体・区会・市民活動イベント等の取材、情報発信を行う。

■子育て団体・サークルの活動支援 地域主体による子育てしやすいまちづく

りの活動をコミュニティ団体との協働事業により支援。子育て関係サークルの

情報提供や活動支援。

■社会教育委員会議 年２回以上。委員の改選 ■青少年を育てるつくば市民の会 本

部、４支部（大穂・桜・豊里・茎崎）に補助金交付、６月総会、あいさつ・声かけ運動

（つくば駅）、11月「家庭の日」絵画・ポスターコンクール展示会、あいさつ・声かけ

運動（つくば駅）、「子どもを守る110番の家」推進事業 ■つくば市子ども会育成連合

会 本部、3支部（大穂、桜、豊里）に補助金交付 ■つくば人間学講座 つくば人間学

講座実行委員会と市が協働して開催する。年４回開催予定（５月、７月、９月、１

月）。１月は25周年記念講演として実施。

■図書館協議会 つくば市図書館協議会の開催(年3回程度)/任期満了に伴い、新たな委

員11名を選任する。(うち公募委員３名）

■スポ協(旧:体協) R２年より法人化のため「一般社団法人スポーツ協会」に名称変

更、補助金交付、体育施設使用料の減免 ■スポーツ推進委員 市主催事業への協力

■文化協会 補助金交付。歌謡祭・芸術展・芸能祭等の実施。庁舎１階で１か月ごとに

文化団体の作品展示を実施。 ■文化振興財団 補助金交付及び市職員派遣。様々な分

野の芸術文化事業を実施。

■市内の子育て団体・サークルの活動支援 地域主体で子育てしやすいまちづくりの活

動をコミュニティ団体との協働事業により支援。子育て支援団体へ活動支援。

実績

■社会教育委員会議８,11月 ■図書館協議会7,11,3月

■市民の会 本部・豊里・大穂・谷田部・茎崎へ補助金交付

■市子連 本部・桜・大穂・豊里支部へ補助金交付

■体協 計画通り実施

■スポーツ推進委員 ウオークラリー大会、スポーツフェス

ティバル、つくばマラソン、健康マラソン

■文化協会 補助金交付。加盟者数538名。芸術展や芸能祭

等の実施（５回）。庁舎１Ｆで１か月ごとに文化団体の作品

展示

■文化振興財団 補助金交付。市職員派遣。各種事業の実施

■アイラブ 年３回の審査で26事業を採択

■子育て団体等の支援 くすのき会：あいさつ・声かけ運動

/くすのきだより発行/フォーラム開催/小中学生交流会・絵

画展開催。ほか団体とも協働事業

■人間学講座 ４回開催315名参加

■社会教育委員会議８,３月 ■図書館協議会7,12,3月

■市民の会 本部・豊里・大穂・谷田部・茎崎へ補助金交付

■市子連 本部・桜・大穂・豊里支部へ補助金交付

■体協 計画通り実施

■スポーツ推進委員 ウオークラリー大会、スポーツフェス

ティバル、つくばマラソン、健康マラソン

■文化協会 補助金要綱を改正し、補助対象経費の2分の1

から3分の2に変更。加盟者数562名。芸術展・芸能祭（７

回）、庁舎１Ｆで１か月ごとに文化団体の作品展示

■文化振興財団 補助金交付。市職員派遣

■アイラブ 3回の審査を行い30事業を採択

■ＳＮＳ 72回の取材（団体33回/イベント27回/区会12

回）、230回投稿。筑波大学との連携でSNS（フェイスブッ

ク）運営会議を４回開催

■市内の子育て団体・サークルの活動支援 くすのき会：あ

いさつ・声かけ運動/くすのきだより発行/フォーラム開催/

小中学生交流会・絵画展開催。他団体とも協働事業

■人間学講座 ４回開催344名

■社会教育委員会議 ８,３月開催  ■青少年を育てるつくば市民の会 本部・

豊里・大穂・谷田部・茎崎へ補助金交付 ■つくば市子ども会育成連合会 本

部・桜・大穂・豊里支部へ補助金交付 ■人間学講座 4回開催 受講者総数

298人 ■図書館協議会 任期満了に伴い、新たな委員11名を選任した。(うち

公募委員３名） 8、1月開催 ■体協 計画通り実施

■スポーツ推進委員 ウオークラリー大会、スポーツフェスティバル、つくば

マラソン、健康マラソン

■アイラブ 参加者数72名、実践団体証29団体交付

庁内各課等が市民団体等と連携・協働を図りながら、事業を実施した。 ■

SNS 団体取材50回、イベント取材12回、区会取材8回、計70回の取材を行

い、245回の投稿を行った。・筑波大学との連携によるフェイスブックの運営会

議を3回開催 ■文化協会 補助金交付。加盟団体：46団体 596名。歌謡祭・

芸術展・芸能祭等（11事業）を開催。庁舎１階で１か月ごとに、文化団体の作

品展示を実施。 ■文化振興財団 補助金交付及び市職員派遣。様々な分野の

芸術文化事業を実施。 ■子育て支援団体・サークルの活動支援

くすのき会が実施する「あいさつ・声かけ運動、くすのきだよりの発行、くす

のきフォーラムの開催、小中学生交流会・絵画展の開催等」の地域活動を支

援。他２団体の市民活動事業を支援した。子育て総合支援センターにおいて、

子育て家庭に子育てサークル等の情報提供及び子育てサークルの活動に対し支

援を行った。

■社会教育委員会議 ８、３月開催 ■令和元年度青少年を育てるつくば市民

の会総会実施（Ｒ1.6.12）「家庭の日」絵画・ポスターコンクール展示会実施

（Ｒ1.11.13～Ｒ1.11.17）460作品展示、あいさつ・声かけ運動（つくば駅）

実施 ７月8日参加者12人、11月5日参加者135人、「子どもを守る110番の

家」配布 ■つくば市子ども会育成連合会 活動支援（君たちはどう生きる

か） ■人間学講座 4回開催 受講者総数 237人

■図書館協議会 第１回図書館協議会を８月27日に開催し、平成30年度事業実

績、平成30年度指標に対する評価、図書館利用者アンケートの結果などを報告

し、意見を受けた。/第２回図書館協議会を３月中に開催することを計画してい

たが、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、開催を見送った。

■体協 計画通り実施 ■スポーツ推進委員 ウォークラリー大会、スポーツ

フェスティバル、つくばマラソン、健康マラソン

■文化協会 補助金交付。加盟団体：55団体 670名。歌謡祭・芸術展・芸能

祭等（11事業）を開催。庁舎１階で１か月ごとに、文化団体の作品展示を実

施。 ■文化振興財団 補助金交付及び市職員派遣。様々な分野の芸術文化事

業を実施。

■子育て支援団体・サークル活動支援 地域の子育て支援団体であるくすのき

会と協定を結び、「フォーラムの開催、小中学生交流会、絵画展」等の子育て

地域交流会を支援した。また、子育てボランティアに活動場所の手配等の支援

を行った。

■アイラブ ２回の審査を行い24事業に交付 ■ＳＮＳ団体取材57回、イベン

ト取材6回、区会取材 3回、計66回の取材を行い、241回の投稿を行った。

■社会教育委員会議 ８月、３月開催

■令和元年度青少年を育てるつくば市民の会総会書面決議実施（Ｒ2.6）「家庭の日」絵

画・ポスターコンクール展示会実施（Ｒ2.11.11～Ｒ2.11.15）26作品展示、あいさつ・

声かけ運動（つくば駅）中止 ※コロナ感染拡大防止のため

「子どもを守る110番の家」配布

■つくば市子ども会育成連合会 活動支援 新型コロナ感染拡大防止のため中止

■人間学講座 1回開催 受講者総数 225人 ※オンラインによる同時中継で25周年記

念講座を実施。

■つくば市図書館協議会を開催し、図書館に対する意見をいただいた。（２回：10月、

３月）

■市内の子育て支援団体・サークル活動支援 子育て支援団体作成の子育てカレンダー

等の配布や紙の購入、後援依頼や周知広報依頼の調整、「すくすく子育て広場」や「子

育て休憩室」等の活動施設の年間予約等の支援をした。

■文化協会 補助金交付。加盟団体：59団体 675名。歌謡祭・芸術展・芸能祭等（３

事業）を開催。６事業を中止。庁舎１階で１か月ごとに、文化団体の作品展示を実施。

■文化振興財団 補助金交付及び市職員派遣。様々な分野の芸術文化事業を実施。

■スポーツ協会 月例点検及び財政支援対策会議の実施

■スポーツ推進委員

新型コロナウイルス感染症の影響で、活動実績なし

■アイラブ ３回の審査を行い18事業に交付

■SNS団体取材 31回、イベント取材 15回、区会取材 ３回、計 49回の取材を行

い、243回の投稿を行った。

年度

施策の柱 生涯学習推進体制の強化 生涯学習は、社会教育といった教育による学習のみならず、市民一人一人の自己学習にいたるまで、生涯の各期における学習を生活全域にわたって継続して行う行

為です。このことから、社会教育委員からの助言や指導はもとより、様々な組織、団体とのネットワークを構築しながら生涯学習を推進します。方向性 多様な主体とのネットワーク行政の推進

関連課

生涯学習推進課 社会教育委員会議、市民の会、市子連、人間学講座 市民活動課 アイラブつくばまちづくり補助金

20頁中央図書館 図書館協議会 こども政策課 市内の子育て団体・サークルの活動支援

スポーツ振興課

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

体育協会、スポーツ推進委員 文化芸術課 文化協会、文化振興財団
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(3)

成果

課題

■交流サロン 他部署との連携により、夏休みに親子

で参加する科学実験工作イベントの開催や、出前講座

などの催事開催を充実させ、来館者を増やした・大学

や研究機関と連携し魅力的な催事開催ができた

■Ｇ７ブース 最先端の科学技術をいかした特区プロ

ジェクトを紹介することにより、市民が最先端の科学

技術を学ぶ機会を提供できた

■科学フェスティバル 来場者が、各出展ブースの企

画に触れ、 体験型イベントとして科学への興味や関

心を高めることができた。来場者アンケートでも

96%の方が楽しかったと回答

■交流サロン 大学や研究機関等と連携し、夏休みに親子で参加す

る科学実験工作イベントの開催や、出前講座などの催事を充実させ

た

■つくば市国際戦略総合特区プロジェクト成果発表会 最先端の科

学技術をいかした特区プロジェクトを紹介することにより、市民が

最先端の科学技術を学ぶ機会を提供することができた

■イノベーションキャンパスinつくば 前年度よりも多くの参加者を

得ることができた

■つくばサイエンスコラボ内で科学教育マイスター関連事業を新規

実施

■科学フェスティバル 来場者が各出展ブースの企画に触れ、 体験

型イベントとして科学への興味や関心を高めることができた。来場

者アンケートでも95%の方が楽しかったと回答

■交流サロン 多くの催事や展示を行い、科学分野だけでなく、スタートアップなど、様々な市

の魅力を発信することができた。

■科学フェスティバル 来場者が各出展ブースの企画に触れ、体験型イベントとして科学への興

味や関心を高めることができた。来場者アンケートでも全体の95％の方が、楽しかったと回答。

■科学教育マイスターによる科学教室

マイスターの講座はどれも楽しく子どもたちに興味を持って貰えたと思うが、「科学教育マイス

ター」が普及できたかいうと疑問。制度の周知方法の見直しが必要。

■体験型科学教育促進事業

参加者からの評価は概ね良かったが、「STEAMのうち、A（プロトタイプ作り）は実践されてい

たが、STEMの要素があまりふみこめていなかった」という意見もあった。

■サイエンスカフェの実施

１）農研機構のサイエンスカフェ 毎回会場を変えているため人の集まりにばらつきがある。会

場を固定して開催した方が良いか、ばらつきはあっても各地域の人に参加してもらう方が良いか

検討が必要。

２）研究者を招いてのサイエンスカフェは、単発の事業となるため、次に繋がるようなイベント

になるような工夫が必要。

■交流サロン 多くの催事や展示を行い、科学分野だけでなく、国際交流や健康に関する分野な

ど、様々な内容で市の魅力を発信することができた。

なお、新型コロナウイルスの影響により、イベントの自粛や利用者が減少している。

■ちびっ子博士  パスポート提出者数、認定者数ともに伸びた。見学者が各施設を訪れ、科学

技術に関する関心を高めることができた。 ■科学フェスティバル 天候に恵まれ来場者が延び

た。来場者が各出展ブースの企画に触れ、体験型イベントとして科学への興味や関心を高めるこ

とができた。新たな出展内容を今後取り入れていく。

■科学教育マイスターによる科学教室 ・マイスターの講座はどれも楽しく子どもたちに興味を

持って貰えた。 ・科学教育マイスターオリジナル白衣を着て講座を行っているが、会場内では

白衣は目立たない（白衣の人が多い）ため、マイスターコートに代わる、身につけられる目印が

あると良い。

■体験型科学教育促進事業 ・令和２年度つくばスタイル科サテライト単元として位置づけられ

た ・持続的な学びを推進するための枠組みや支援が必要

・組織ごとの分野横断的な連携体制が必要 ・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、３

月から市内小中学校が休校となったため、急遽オンライン学習支援を実施した。今後も、オンラ

インで実施する学び支援が必要。

■サイエンスカフェの実施 ・継続的な実施の甲斐もあり、毎回満員で開催することができた。

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、３月からイベントは中止となった。講座

をオンラインで配信するなど、会場に人を集めないで実施する工夫が必要。

■交流サロン 多くの催事や展示を行い、科学分野だけでなく、国

際交流や健康に関する分野など、様々な内容で市の魅力を発信する

ことができた。

なお、新型コロナウイルスの影響により、R元年度以前と比較すると

イベントの自粛や利用者が大幅に減少している。

■科学教育マイスター 誰もが科学の街を身近に感じられる科学の

街つくばを実現するために新規マイスターの開拓が必要。

■体験型科学教育促進事業 ・持続的な学びを推進するための枠組

みや支援が必要 ・小中学生や学校関係者に対しての事業の周知が

必要

■サイエンスカフェの実施 ・新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により会場に人を集めないで実施する工夫が必要。

・幅広い研究機関がイベントを主催するような働きかけ。

改善

見直し

― ■成果発表会 プロジェクト毎に進捗状況や効果的な開催方法が異なるため、

ターゲットの要望に合わせて、講座等の実施方法を検討する必要がある

■イノベーションワールドフェスタ 次年度は都内開催

■イノベーションキャンパスinつくば 次年度以降の実施が見送りとなったた

め、新規事業の実施を準備中

■交流サロン 交流スペースのさらなる活用促進に向けて、Wi-Fiの利用環境を整えるなど、利用

者の利便性向上に向けた検討が必要である。

■科学教育マイスターによる科学教室・科学教育マイスター制度の周知も合わせて行う。

■体験型科学教育促進事業・継続的な学びに繋げるため、学校教育への拡大が必要。

■サイエンスカフェの実施・市内研究機関が独自に実施しているサイエンスカフェの広報も行

い、情報を集約できるようにする必要がある。

■交流サロン 新型コロナウイルスの感染拡大防止対策のため、運営方法の検討が必要。

■科学教育マイスターによる科学教室 科学教育マイスターの周知も合わせて行う。

■体験型科学教育促進事業 ・継続的な学びに繋げるため、保護者向けガイド本を作成し、家庭

でも支援ができるようにする。 ・市内研究機関・大学等と連携を密にし、ポータルサイト「つ

くばSTEAMコンパス」のコンテンツを充実させ、オンライン上のイベントを中心に実施する。

■サイエンスカフェの実施 人を集めずに講座を実施する方法について、農研機構の担当者と話

し合いを行う。

■交流サロン 新型コロナウイルスの影響を踏まえつつ、状況に応じてイベントを行うなど、さらなる運営

方法の検討が必要。

■科学教育マイスター 認定要項を見直すことで間口を広げる。

■体験型科学教育促進事業 ・つくばスタイル科単元として学校に受け入れられるような授業モデルを提案

する・ポータルサイトやＳＮＳなどを用いた周知活動

■サイエンスカフェの実施 研究機関ごと動画撮影し、市ＨＰに掲載する。スタートアップパーク機材を活

用したオンライン配信するなど現地開催以外の方法を検討する。

計画

■交流サロン 科学のまちの魅力発信につながるよ

う、研究機関等と協議を行い、セミナー、展示会等を

開催する。市民や来訪者が気軽に集まり交流できる場

所を創出する

■Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合特別展つくば国

際戦略総合特区紹介ブースの設置（5/18-21）

■イノベーションキャンパスinつくば（8/18-20）

■庁舎での大学・研究機関紹介展示

■科学フェスティバル 11/12～11/13の２日間開

催、来場予定者数は延約17,000名

■交流サロン 研究機関や大学等と協力し、交流サロンで、

セミナー、展示会等を開催する。市民や来訪者が気軽に集ま

り、交流できる場所を創出する

■つくば国際戦略総合特区プロジェクト成果発表会 11/7

■イノベーションワールドフェスタ2017 6/3

■イノベーションキャンパスinつくば2017 8/9-11

■科学の甲子園ジュニア全国大会 12/1-3

■通年庁舎での大学・研究機関紹介展

■つくば科学教育マイスター認定

■科学フェスティバル（サイエンスコラボ）11/18～11/19

の２日間開催。来場予定者数延約12,000名

■交流サロン

大学や研究機関と連携して、つくばの魅力をい

かした、つくばらしいイベントを実施する

■科学教育マイスター認定

■科学フェスティバル

11/10～11/11の２日間開催、来場予定者数延

約12,000名

■交流サロン 体験型の催事を始め、様々な催事を数多く開催し、参加者、来

館者を増加させ、センター地区の賑わい創出を図っていく。

■科学ファスティバル 11/16～11/17の２日間開催、来場予定者数は延べ約

14,000人

■科学教育マイスターによる科学教室 ・11/16（土）,17（日）開催の科学

フェスティバルに引き続き参加する。

・今年度新たに１名、科学教育マイスターの認定を目標とし、「科学教育マイ

スター」の周知に努める。

■体験型科学教育促進事業 ・体験型科学教育イベントの開催・学校教育への

導入に向けた事業プログラム立案、試行及びプログラム成案の作成。・科学教

育リソース情報の整理、集約及びポータルサイト化を目指す。

■サイエンスカフェの実施 農研機構との共催のサイエンスカフェを引き続き

実施する。

■交流サロン 体験型の催事や、様々な催事を開催し、引き続き多くの方に参

加・来館いただき、センター地区の賑わい創出を図っていく。ただし、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対策のため、イベントや一般利用の際に従来より座

席の間隔を空けるなど、状況を見ながら運営方法の検討を行い、適切な運営を

行う。

■科学フェスティバル 10/31～11/1の２日間開催予定であったが、新型コロ

ナウイルスの影響により中止が決定。 ■ちびっ子博士 7/18～8/31の夏休み

期間開催予定であったが、新型コロナウイルスの影響により中止が決定。

■科学教育マイスター事業 ・今年度新たに１名、科学教育マイスターの認定

を目標とし、「科学教育マイスター」の周知に努める。

■体験型科学教育促進事業 1）つくばＳＴＥＡＭコンパスポータルサイトのコ

ンテンツ拡充 2）体験型科学教育イベントのオンライン実施 3）保護者向け

学習支援ガイド作成 4）学校で実施してもらえるよう周知活動を行う

■サイエンスカフェの実施 農研機構との共催のサイエンスカフェを引き続き

実施する。

■科学の甲子園全国大会 3/19-21

実績

■交流サロン 来館者数29,379名（選挙除く）

催事回数182回5,383名参加、展示21回236

日、つくば市及び筑波研究学園都市の情報を発

信、市民や庁内各部署・大学・研究機関と連携

してセミナー等を開催

■Ｇ７ブース 延来場者数1,736名

■イノベーションキャンパスinつくば 第１部

参加者454名、第２部参加者97名

■庁舎での大学・研究機関紹介展示 ８件（物

材研、高エネ研、農研機構、理研、国土地理

院、産総研、国総研、常設展紹介）

■科学フェスティバル 53団体参加。予定通り

の２日間で開催。延べ来場者数約17,000名

■交流サロン 来館者数39,106名（選挙除く）催事回数

199回11,275名参加、展示32回296日、つくば市及び筑波

研究学園都市の様々な情報を発信、市民や庁内各部署・大

学・研究機関と連携してセミナー等開催

■つくば国際戦略総合特区プロジェクト成果発表会

142名来場

■イノベーションワールドフェスタ2017開催

公式来場者数3,800名

■イノベーションキャンパスinつくば2017開催 第１部参

加者633名、第２部参加者156名

■つくばサイエンスコラボにてつくば科学教育マイスター

コート授与式・スタンプラリー実施

■第５回科学の甲子園ジュニア全国大会実施

■庁舎での大学・研究機関紹介展示１件

■科学教育マイスター２名認定

■科学フェスティバル 53団体参加。予定通りの２日間で

延べ来場者数約12,000名

■交流サロン 来館者数41,478人（選挙除く）、催事回数

201回（参加者人数12,272人）、展示22回（237日）、ち

びっ子博士指定見学施設に登録（参加者4,333人） ■科学

フェスティバル 53団体参加。予定どおりの２日間で延べ

来場数約14,000名 ■科学教育マイスターによる科学教室

11月10日（土）、11日（日）に開催された科学フェスティ

バルで、科学教育マイスター(６名)が科学教室を実施。

■体験型科学教育促進事業 青少年、親子を対象に、研究学

園都市に集積する最先端の科学技術を素材に、研究者ととも

に体験的に学習する場を構築し、つくばでしかできない

「STEAM(Science, Technology, Engineering, Art,

Mathematics)教育」を提供。

■サイエンスカフェの実施

１）農研機構との共催で、平成30年10月から毎月第2土曜

日10:00-11:30、市内交流センターや市役所、食と農の科

学館で実施。各回約20～30名参加。

２）「子育て×サイエンスカフェ 人の知恵と人口知能で作

る子どもの安全」・3/24（日）10:30-12:00 36名参加。

■交流サロン 来館者数40,265人（選挙除く）、催事回数161回（参加者人数11,374

人）、展示22回（237日）、ちびっ子博士指定見学施設に登録（参加者7,542人）。

また、交流スペースのさらなる活用促進のため、イベント利用者専用のWi-Fiを整備し

た。 ■ちびっ子博士指定見学施設39団体に登録（参加認定者5,218人） ■科学フェ

スティバル 53団体参加。予定どおりの２日間で延べ来場数約16,808名 ■科学教育マ

イスターによる科学教室 11月16日（土）、17日（日）に開催された科学フェスティバ

ルで、科学教育マイスター(６名)が科学教室を実施した。 １）一ノ瀬俊明（国立環境研

究所） （11/16 10:00-11:00）10名参加 ２）長屋和宏（国土技術政策総合研究所）

（11/16 12:30-13:30）20名参加 ３）荏原充宏（物質・材料研究機構） （11/16

14:30-15:30）30名参加 ４）Dr.ナダレンジャー（防災科学技術研究所） （11/17

10:00-11:00）40名参加 ５）下村正樹（産業技術総合研究所） （11/17 12:00-

13:00 先着12名）12名参加 ６）髙橋将太（高エネルギー加速器研究機構）

（11/17 14:00-15:00）50名参加 ■体験型科学教育促進事業 児童生徒を対象に、研

究学園都市に集積する最先端の科学技術を素材に、研究者とともに体験的に学習する場

を構築し、つくばでしかできない「STEAM(Science, Technology, Engineering, Art,

Mathematics)教育」を提供する。 １）体験型科学教育事業学内イベント実施（竹園西

小学校５年生と谷田部小学校５年生が授業の一環として参加） ２）体験型科学教育事

業「つくばこどもクエスチョン2020」開催(57名参加)  ３）教育関係者を対象とし

た、つくばの未来を考えるワークショップ「TSUKUBA COMPASS For The FUTURE」

開催 ４）体験型科学教育事業「つくばこどもクエスチョンオンライン」開催 ５）市

内研究機関等の情報一元化を目指した「つくばSTEAMコンパスポータルサイト」開設準

備 ■サイエンスカフェの実施 農研機構との共催で、平成30年10月から月に１度、市

役所や食と農の科学館で実施。研究者と市民が、身近な場所で、お茶を飲みながら、科

学の楽しさについて気軽に語り合う場を創出している。各回約20～30名参加。2020年

３月は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止。

■交流サロン 来館者数10,937人（選挙除く）、催事回数30回（参加者人数

435人） 新型コロナウイルスの影響により施設の利用者は減少したが、オンラ

インイベントを行う際の配信会場として、これまでに無かった方法で活用する

ことができた。

■科学教育マイスター事業 新たなマイスターの認定を目標に筑波研究学園都

市交流協議会メーリングリストなどで周知活動を行ったが新規認定者はなし。

■体験型科学教育促進事業 1）「なぜなぜなぜ（研究者への質問フォーム）」

「市内イベント情報」などのつくばＳＴＥＡＭコンパスポータルサイトのコン

テンツ拡充 2）身近な気づきのシェア「クエスチョンハンティング」（投稿件

数41件）、研究計画書を作る「クエスチョンチャレンジ」（13件）、社会に発

信するプログラム「プレゼンテーションコンテスト」（発表者３名）などオン

ラインでの体験型科学教育イベントを実施 3）保護者向け学習支援ガイドを作

成し市内小学校にて配布。同ガイドをポータルサイトにアップ4）2020年度に

つくばスタイル科単元プランに認定。

■サイエンスカフェの実施 農研機構との共催で、令和２年8月から11月まで計

４回、感染症対策を実施したうえで市役所や食と農の科学館で実施。各回約20

～30名参加。また、11月にはつくばから食と環境を考えるトークイベントも実

施。2020年12月以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止。

■科学の甲子園全国大会 第10回大会をつくば国際会議場・つくばカピオで実

施。全国から450名程度の高校生が参加。

■科学フェスティバル 新型コロナウイルス感染症の影響により中止したが、

科学動画配信を行った。

■ちびっ子博士事業  新型コロナウイルス感染症の影響により中止。

科学技術振興課 イノベーションワールドフェスタ

科学技術振興課 Ｇ７関係、大学・研究機関紹介展示 科学技術振興課 科学の甲子園ジュニア全国大会

年度

科学技術振興課 イノベーションキャンパスinつくば 科学技術振興課 つくば科学教育マイスター認定

21頁生涯学習推進課（教育指導課）科学フェスティバル

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

施策の柱 生涯学習推進体制の強化 つくば市は、多くの研究者・学生が世界中から集まり、様々な分野の専門家が活動しています。また、世界に開かれた国際都市であるとともに、筑波山をはじめと

した豊かな自然環境にも恵まれ、つくば特有のライフスタイルを守り育む活動も盛んです。市内にある研究機関、大学、外国人、専門家、豊かな自然、意識の高い

市民など、つくばの持つ特色や資源を活かした生涯学習を推進します。
方向性 つくばの特性を生かした生涯学習の推進

関連課

広報戦略課 交流サロン
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(3)

施策の柱 生涯学習推進体制の強化 つくば市は、多くの研究者・学生が世界中から集まり、様々な分野の専門家が活動しています。また、世界に開かれた国際都市であるとともに、筑波山をはじめと

した豊かな自然環境にも恵まれ、つくば特有のライフスタイルを守り育む活動も盛んです。市内にある研究機関、大学、外国人、専門家、豊かな自然、意識の高い

市民など、つくばの持つ特色や資源を活かした生涯学習を推進します。
方向性 つくばの特性を生かした生涯学習の推進

関連課

農業政策課 農業体験 環境政策課 桜川稚魚放流及び魚捕り体験事業 生涯学習推進課 サイエンスラボ

22頁観光推進課 フォレストアドベンチャー、筑波山ビジターセンター、梅まつり 環境政策課 筑波山自然環境教育事業

ジオパーク室 筑波山地域ジオパーク 環境政策課 エコ・クッキング事業

■エコ・クッキング事業 連携先と調整し15クラス

に縮小して実施。Ｈ29年度は、連携先の負担軽減も

考慮し座学のみの講座も取り入れる

■筑波山ビジターセンター 毎年、時期・場所を変えながら実施

■ジオパーク 日本ジオパーク委員会から示された『日本ジオパーク自己評価

表『未定稿）』に基づきアクションプランの見直しを行い進めて行く

■エコ・クッキング事業 連携先の都合で19クラスに縮小して実施

■サイエンスラボ 定員を上回る応募があったので多くが参加できるよう内容

等を見直す

■農業体験提供団体等との連携による参加者のニーズに合ったイベントを実施する。

■フォレストアドベンチャー・つくば コースの改修を検討する。

■エコ・クッキング事業 連携先と調整し、15クラスを対象に実施。

■サイエンスラボ 課題を踏まえ、事業の見直しを検討し、体験学習ができる事業として展開し

ていく。

■農業体験 イベント内容や周知方法等の見直し。

■観光施設維持管理事業 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、事業全体が縮小傾向にあった

が、収束後は計画に基づき事業を再開する。

■ジオパーク 再認定審査に向けた課題の整理など、アクションプランの見直しを行い、進めて

いく。

■筑波山自然環境教育事業 筑波山麓のみでなく、牛久沼周辺等についても事業の実施を検討

し、自然環境や生物多様性を守る活動の推進につなげていく。

■農業体験 参加者のニーズに合ったイベントを実施する。

■観光施設維持管理事業 新型コロナウイルスの収束を見据え事業を展開する。

■ジオパーク 今後、多様な生涯学習講座を実践していくために、これまでの実績を整理する必

要がある。

■筑波山自然環境教育事業 事業実施場所について、筑波山麓に限らず市域内の様々な箇所での

開催を検討し、自然環境や生物多様性の保全活動の推進を図っていく。

年度

計画

■農業体験 ６回

■フォレストアドベンチャー・つくば モバイルフォレストアドベンチャーを

設置し「つくばフェスティバル2016」をはじめ各種イベントでPR

■筑波山ビジターセンター 筑波山観光案内所にて開設/筑波山自然情報の提

供、展示、ガイド等

■第44回筑波山梅まつり 筑波山梅林にて開催/筑波山梅林の案内、各種周遊バ

ス、イベント等

■ジオパーク 市民説明会、講座、筑ジオカフェ、ジオパーク講演会、３部会

（教育・学術、市民活動、地域振興）、ジオツアー

■桜川稚魚放流及び魚捕り体験事業 茨城県水面行業協同組合連合会、桜川漁

業協同組合との連携事業。桜川流域９小学校で実施予定

■筑波山自然環境教育事業 参加予定100名

■エコ・クッキング事業（調理実習） 東京ガスとの連携事業。参加予定児童

900名

■サイエンスラボ ５コース実施

■農業体験 ６回

■フォレストアドベンチャー・つくば

■筑波山ビジターセンター 筑波山ケーブルカー山頂

駅にて開設/筑波山自然情報の提供、展示、ガイド等

■第45回筑波山梅まつり

■ジオパーク

■桜川稚魚放流及び魚捕り体験事業

■筑波山自然環境教育事業

■エコ・クッキング事業（調理実習と座学

■サイエンスラボ 4コースで大学・自然体験や環境

学習を取り入れる

■農業体験 ６回

■フォレストアドベンチャー・つくば

■筑波山ビジターセンタ

■ジオパーク 通常事業のほか、日本ジオパーク関東

大会in筑波山地域ジオパーク開催

■桜川稚魚放流事業 桜川流域4小学校

■筑波山自然環境教育事業 参加予定100名

■エコ・クッキング事業（調理実習と座学15回）

参加予定児童600名

■サイエンスラボ つくばの特性を生かした生涯学習

の推進ができるよう取り組む

■農業体験 6回

■フォレストアドベンチャー・つくば

モバイルフォレストアドベンチャーを設置し「つくばフェスティバ

ル2019」でPRを実施する

■第47回筑波山梅まつり

■筑波山ネイチャーガイドツアー 秋の行楽シーズンに筑波山ケー

ブルカー山頂駅で開催。

■ジオパーク室 通常業務のほか、拠点施設及びサテライト施設整

備方針検討。

■桜川稚魚放流事業 桜川流域４小学校

■筑波山自然環境教育事業 100名

■エコ・クッキング事業(調理実習と座学) 450名

■サイエンスラボ つくばの持つ特色や資源を活かした生涯学習を

推進するため、科学実験教室、自然体験ができる内容を計画。

■農業体験 コロナウィルス感染症の状況を考慮しつつ実施を検討していきま

す。

■フォレストアドベンチャー・つくば つくば市民の日キャンペーンを実施す

る。

■第48回筑波山梅まつり 2月中旬から約1か月間開催する。

■筑波山ネイチャーガイドツアー ４月13日～４月24日実施する。

（新型コロナウイルス感染拡大のため中止）

■ジオパーク ２回目となる学術シンポジウムの開催を検討。令和元年度に引

き続き、拠点整備の基本構想及び計画を策定。

■桜川稚魚放流事業 桜川流域４小学校

■筑波山自然環境教育事業 60名

■エコ・クッキング事業(調理実習と座学) 560名

■つくばサイエンスラボ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から安全に

実施できるよう運営する。また、つくば市の地域資源を活用し、豊富な自然環

境を体感できる事業を計画する。

２年度元年度30年度29年度28年度

実績

■農業体験 ４回207名参加

■フォレストアドベンチャー・つくば 年度利用者数

12,676名

■筑波山ビジターセンター 11/3（木・祝）～11/13

（日）2,823名来場

■梅まつり 2/25（土）～3/20（月・祝）150,000名来場

■ジオパーク 市民説明会（21回）、公民館講座（23

回）、筑ジオカフェ（16回）、講演会・企画展（14回）、

部会（14回）、ジオツアー（34回）

■桜川稚魚放流事業 ８小学校

■筑波山自然環境教育事業 126名

■エコ・クッキング事業 435名

■サイエンスラボ 合計177名参加

Ａ：つくばエキスポセンター36名、Ｂ：ロボットと学ぼう

エコとエネルギー38名、Ｃ：地図と測量の科学館化学館

見・学実験教室「昆虫の感覚と行動の不思議」34名、Ｄ：

つくば宇宙センター見学34名、Ｅ：食と農の科学館、地質

標本館35名

■農業体験 8回285名参加

■フォレストアドベンチャー・つくば 年度利用者数

16,178名

■筑波山ビジターセンター 4/15（土）～4/23（日）

1,049名来場、野外解説参加者数1,008名

■梅まつり 2/14（水）～3/21（水・祝）170,000名来場

■ジオパーク 市民説明会（17回）、公民館講座（69

回）、筑ジオカフェ（11回）、講演会・企画展（15回）、

部会（18回）、ジオツアー（54回）、ジオガイド養成講座

■桜川稚魚放流事業 9小学校

■筑波山自然環境教育事業 129名

■エコ・クッキング事業 625名

■サイエンスラボ 合計112名参加

Ａコース：野菜収穫体験・ピザ作り、19組親子参加

Ｂコース：小田城歴史広場、応募62人、参加33人

Ｃコース：筑波山登山、応募84人、参加41人

■農業体験 ８回205名参加

■フォレストアドベンチャー・つくば 年度利用者数14,217名

■梅まつり 2/16（土）～3/21（祝） 19万人来場

■筑波山ビジターセンター 秋（10/6～10/14）９日間で1,380人

■ジオパーク 市民説明会（3回）、企画展・講演会（6回）、市民

向け講座・イベント（35回）、ジオカフェ（12回）、ジオガイドス

キルアップ講座（4回）、部会（16回）、ジオツアー（37回）、第

５回日本ジオパーク関東大会in筑波山地域の開催

■桜川稚魚放流事業 桜川流域４小学校

■筑波山自然環境教育事業 107名

■エコ・クッキング事業(調理実習と座学) 446名

■サイエンスラボ 合計78人参加

Ａコース：つくば工科高校で！楽しくロボットを学ぼう 参加40人

Ｂコース：科学実験教室「昆虫の感覚と行動の不思議」参加38人

Ｃコース：石窯ピザづくり・JAXA見学、応募68人（台風接近により

中止）

■農業体験 ７回（102名）

■フォレストアドベンチャー・つくば 年間利用者数13,279人

■筑波山梅まつり 2/15(土)～3/22(日) 13万人来場

■筑波山ネイチャーガイドツアー 11/11～11/21 651人

■ジオパーク 市民説明会（１回）、企画展・講演会（６

回）、市民向け講座・イベント（12回）、ジオカフェ（６

回）、ジオガイドスキルアップ・フォローアップ講座（12

回）、部会（10回）、ジオツアー（８回）、ジオガイド養成講

座（全６回）、学術シンポジウム（１回）

■ジオパーク拠点整備 基本構想及び基本計画策定のためアン

ケートやワーキンググループを開催

■桜川稚魚放流事業 桜川流域４小学校

■筑波山自然環境教育事業 114名

■エコ・クッキング事業(調理実習と座学) 436名

■2019つくばサイエンスラボ実施 Ａコース：7/27・37人参

加 夜の察教室 セミの羽化を監察しよう！、Ｂコース：

7/30・72人参加（午前・午後の２班）ロボットを指令どおりに

動かそう！ 、Ｃコース：8/6・28人参加 チョウザメ＆土器

に触ろう！

■農業体験 ４回（54名）

■フォレストアドベンチャー・つくば 年間利用者数10,337人

■筑波山梅まつり 2/13(土)～3/21(日) 7万5千人来場

■筑波山ネイチャーガイドツアー 新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止

■ジオパーク 出前授業（10授業）、市民向け講座（5講座）、ジオ

ツアー（6回）、ジオガイド育成のための講座（16回）、部会（7

回）、学術シンポジウム（１回）

■ジオパーク拠点整備 「筑波山地域ジオパーク中核拠点整備基本

構想・計画」を策定

■桜川稚魚放流事業 桜川流域の４小学校

■筑波山自然環境教育事業 41名

■エコ・クッキング事業(調理実習と座学) 537名

■つくばサイエンスラボ事業を令和2年度より「青少年体験学習事

業」と変更した。夏休み期間中に小中学生向け体験学習事業を実施

した。（2回開催、参加者24人）

今後も、つくばの持つ特色や資源を活かした青少年体験ができるよ

うな事業展開にしていく。

成果

課題

■農業体験 都市住民と生産者の交流の場を創出。つくばの

農業・農産物のＰＲや理解等を促進

■ジオパーク ジオパーク活動やPR活動を積極的に行うこ

とによりジオパークサポーター登録数が大幅に増加（700名

⇒ 2,382名）。更にJGCより指摘を受けた課題を一つ一つ解

決しつつジオパーク活動を進めたことにより9/9に筑波山地

域が日本ジオパークに認定された

■環境事業 子供から高齢者に至る多くの市民の参加によ

り、環境保全や環境に関する理解・関心等の意識の高揚が図

れた

■サイエンスラボ 別のコースにも参加したいとの意見が多

く、科学に対しての興味がより深められた。市ＨＰやチラシ

を配布した成果もあり、定員に達した

■筑波山ビジターセンター 展示スペースとは別にカタクリの野外

解説を実施し、筑波山頂の登山客、観光客に実際に植物を観察しな

がら学べる機会を創出することができた。

■ジオパーク 各市毎に様々な活動を積極的に進めることにより、

徐々にではあるが市民の方々のジオパークについての認識が深まっ

ているように感じる。また認定ジオガイド養成講座を開催し、筑波

山地域ジオパークで初めて42名の認定ジオガイドが誕生

■環境事業 自然が衰退している原因への対策や環境保全の意義等

について意識の高揚を図れた

■サイエンスラボ 熱中症対策をしたものの登山・ピザ作りの時に

体調不良者がでた。登山は保健師さんに介護援助をしてもらい無事

登頂できたものの検討が必要

■農業体験 都市住民と生産者の交流の場を創出。つくばの農業・農産物のＰ

Ｒや理解等を促進。

■フォレストアドベンチャー・つくば 利用者数５万名を達成し、５万名達成

記念を行うことができた。

■梅まつり 前年度と比較して来場者数が20,000名増加

■ジオパーク 構成６市毎に様々な活動を積極的に進めることで、地域住民へ

のジオパークへの認識をさらに深めることができた。また、様々なイベントや

講座等を実施し、生涯学習の場を提供した。２月には「第５回日本ジオパーク

関東大会in筑波山地域」を開催し、ジオパーク事業をさらに推進することがで

きた。

■環境事業 豊かな自然を保全する意義や環境に関する理解・関心等の意識高

揚が図れた。

■サイエンスラボ（成果）今年度から市内の小学４年生から中学３年生までに

変更した結果、中学生の参加を得ることができた。参加者には科学技術への興

味・関心を向上させることができた。（課題）「つくばサイエンスラボ」事業

名で事業を報告していたが、居場所事業の目的、概要を見直し、青少年が自主

的な活動や体験ができるような事業を検討する必要がある。

■農業体験 イベントの参加者を増やし、農業の理解促進を図る。

■フォレストアドベンチャー・つくば：新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響やパー

ク内コースの改修に伴い、前年度と比較して約900人の減少となった。

■筑波山梅まつり 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、前年度と比較して6万人の減少

となった。

■筑波山ネイチャーガイドツアー 11月に実施したが気温が低い日が多く寒さ対策が課

題となったため、４月実施を検討する。

■ジオパーク 構成６市毎に様々な講座やイベントを実施し、生涯学習の場を提供する

ことで、地域住民のジオパークへの理解をさらに深めることができた。令和元年度は２

回目となるジオガイド養成講座を実施し、新たに26名を認定した（総勢57名）。また、

初めて学術シンポジウムを開催し、一般参加も受け付けることで、つくばの特性を生か

した生涯学習の推進を図ることができた。

■ジオパーク拠点整備 拠点施設の検討として、基本構想及び基本計画の策定を進め

た。

■環境事業 子供から大人まで多くの市民の参加により豊かな自然を保全する意義や環

境に関する理解・関心等の意識高揚が図ることができた。

■つくばサイエンスラボ 今後も、つくばの持つ特色や資源を活かした青少年体験がで

きるような事業展開にしていく。

■農業体験 コロナウイルス感染症拡大により、イベントが中止となった。

■フォレストアドベンチャー・つくば 新型コロナウイルス感染拡大に伴う影

響により、前年度と比較して約3千人の減少となった。

■筑波山梅まつり 新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響により、前年度と

比較して5万5千人の減少となった。

■ジオパーク 新型コロナウイルス感染症の影響により会議やジオツアーなど

の多くのイベントが実施できなかった。学術シンポジウムなど一部イベント

は、オンラインで開催することができた。

■ジオパーク拠点の整備を進めるための基本構想・計画を策定した。

■筑波山自然環境教育事業 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施回

数及び募集人数を縮小し、親子で参加する形式で実施することにより、幅広い

年齢層の参加者に、豊かな自然を保全する意義を理解していただきながら環境

に関する意識の高揚を図ることができた。

■エコ・クッキング 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実習形式に加

えて講義形式を取り入れ、「カードゲーム」を利用するなど子供たちの関心を

高めることができた。

改善

見直し
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(3)

計画

■交流事業

①国際交流フェアの開催

②つくばワールドフットサル2016の開催

③米国ミルピタス市の高校生とのペンパル事業の実施

④世界お茶のみ話（新規事業）の開催

■外国人向け講座

①日本語講座：ビギナーから初級レベルを対象に前期・

後期で開催

②日本料理講座の開催

③外国人の子供向け日本語講座の調査

■交流事業

①つくばワールドフットサル201７の開催

②米国ミルピタス市の高校生との美術品交換

③世界お茶のみ話

■外国人向け講座

①外国人のための日本語講座(昼と夜に分け、全20回程

度開催。読み書きを中心に行うクラスや会話表現を中心

に行うクラスがあり全６クラス）。

②こども日本語勉強会（市内の小学校の児童が学校に馴

染むことを目的として実施）。

【交流事業】

①つくばワールドフットサル2018を開催（10/27開催予

定）

②ミルピタス市との電子ペンパル等の交流（５月以降随

時）

③世界お茶のみ話(毎月一回）

④韓国テジョン市との青少年交流事業（７月予定）

【外国人向け講座】

①外国人のための日本語講座(昨年度同様、昼と夜に分

け、全20回程度開催予定。）

②こども日本語勉強会（本年度も長期休みに開催予定）

■交流事業

①つくばワールドフットサル2019を開催（10/20開催予

定）

②ミルピタス市との電子ペンパル等の交流（秋以降随

時）

③世界お茶のみ話(毎月一回）

④韓国テジョン市との青少年交流事業（８月予定）

■外国人向け講座

①外国人のための日本語講座(昨年度同様、昼と夜に分

け、全20回程度開催予定。）

②こども日本語勉強会（本年度も長期休みに開催予定）

■交流事業

①つくばワールドフットサル2020を開催（新型コロナウィルスの影

響で中止）

②世界お茶のみ話(毎月一回）

③韓国テジョン市との青少年交流事業（新型コロナウィルスの影響

で中止）

■外国人向け講座

①外国人のための日本語講座(昨年度同様、昼と夜に分け、全20回程

度開催予定。）

②プレスクール・プレクラス（こども日本語勉強会・就学・進学支

援）を長期休みに開催予定

施策の柱 生涯学習推進体制の強化 つくば市は、多くの研究者・学生が世界中から集まり、様々な分野の専門家が活動しています。また、世界に開かれた国際都市であるとともに、筑波山をはじめと

した豊かな自然環境にも恵まれ、つくば特有のライフスタイルを守り育む活動も盛んです。市内にある研究機関、大学、外国人、専門家、豊かな自然、意識の高い

市民など、つくばの持つ特色や資源を活かした生涯学習を推進します。
方向性 つくばの特性を生かした生涯学習の推進

関連課

国際交流室 外国人との交流事業、外国人向けの講座

23頁

28年度

実績

■交流事業

②11/26開催（443名のうち外国人86名21か

国。外国人参加率19.4％）

③9月～2月ミルピタス市の高校生と竹園高校生

によるe-mail交流を実施（両市の高校生各13名

計26名）。同市との交流20周年を記念して姉

妹都市かるたを制作。

■外国人向け講座

①受講者256名

②2/11開催13名参加

③外国人の子供向け日本語講座開催のための講

座等に参加。

■交流事業

①11/11開催(492名のうち外国人144名21か

国。外国人参加率29%)。

②竹園高校とミルピタス高校による美術品の交

換を行い、市民文化祭で展示した。

③毎月第3土曜に開催し、本年度の4月で15回

目の開催となった。

■外国人向け講座

①全9クラス、283名参加

②長期休み実施し73名参加（夏29、冬27、春

17）

■交流事業

①10/27開催(321名のうち外国人56名21か

国。外国人参加率17%)。

②竹園高校とミルピタス高校による美術品の交

換を行い、市民文化祭で展示した。

③毎月第3土曜に開催し、年度末までに延べ26

回開催した。

■外国人向け講座

①全9クラス、276名参加

②長期休み実施し47名参加（夏25名、冬18

名、春４名）

■交流事業

①10/20開催(315名のうち外国人61名23か

国。外国人参加率19.4%)。

②姉妹都市関係解消のため、実施せず。

③毎月第3土曜に開催し、年度末までに延べ38

回開催した。

④日韓関係の悪化により実施できず。

■外国人向け講座

①全９クラス、220名参加

②長期休み実施し22名参加（夏17名、冬５

名）

■交流事業

①新型コロナウィルスの影響で中止

②4-7月は新型コロナウィルスの影響で中止。8月からはお

茶の提供は中止しながらも、オンライン(YouTubeライブ配

信)での開催を開始。（６回実施、63名参加。YouTubeの再

生回数971回）

③新型コロナウィルスの影響で中止

■外国人向け講座

①外国人のための日本語講座 前期4-9月は休講、後期10-3

月はオンラインで実施し79名が受講。

②プレスクール・プレクラス 第１回=8/11,12,18,19に実

施：日本語学習16名、小中ガイダンス６家庭、高校ガイダ

ンス７家庭参加。第２回=3/6,13に実施：日本語関係５

名、小中ガイダンス13家庭、高校ガイダンス４家庭参加。

成果

課題

■交流事業

②過去最高の参加者で、国籍を問わない交流が

図れた。

■外国人向け講座

①日本語講座では、単なる語学学習ではなく、

日本での日常生活や文化を交えながら教えるこ

とで、日本に対する理解を深めることができ

た。

■交流事業

①外国人比率の目標値の30%に近づくことができたが、今

後も維持または、増加させていくことが課題。

②市内の高校生が両市について知る機会を提供できた。

③Tsukuba International Schoolの学生が参加するなど、

市民との外国人の交流の場となっている。

■外国人向け講座

①人間にとって欠かすことのできない「食」に関するテーマ

を主として単なる語学学習ではなく、日本での日常生活や文

化を交えながら教えることで、日本に対する理解を深めるこ

とができた。

②長期休みの実施なので、より多くの参加を促したい。

■交流事業

①昨年度は外国人比率の目標値の30%に近づけたが、今年度は

目標から遠ざかってしまった。今後、増加を図りながら、目標

値の適正化も検討する。

②市内の高校生が両市について知る機会を提供できた。

③Tsukuba International Schoolの学生が参加するなど、市民

との外国人の交流の場となっている。

④市内中学生８名が韓国大田広域市を訪問し、交流できた。

■外国人向け講座

①単なる語学学習ではなく、日本での日常生活や文化を交えな

がら、生活に密着した日本語教えることで、日本に対する理解

を深めることができた。

②前年度に比べて参加者が減少しているので、開催日程や開催

場所を再検討するとともに、学校長会等での周知強化を図る。

■交流事業

①昨年度に比べ改善したものの、外国人比率の目標値の30%には届かな

かった。今後は更なる増加を図る。

③特別企画として、つくばフェスティバルの際に３回の講演を行い、年度

内の延べ参加者は519名となり、前年度に比べ20名増加した。

■外国人向け講座

①単なる語学学習ではなく、日本での日常生活や文化を交えながら、生活

に密着した日本語教えることで、日本に対する理解を深めることができ

た。

②前年度に比べて参加者が減少しているので、開催日程や開催場所を再検

討するとともに、学校長会等での周知強化を図る。また、子どもたちの日

本語支援について話し合う場である子ども日本語支援プラットフォーム会

議の発足や、市役所に手続きにきた外国人児童への日本語支援であるプレ

スクール・プレクラスの開催を試みた。（新型コロナウィルスの影響で中

止）

■外国人との交流事業

②オンライン(YouTubeライブ配信）での開催にしたこと

で、遠方に住む人など直接会場には足を運べない人も参加で

きるようになった。また、アーカイブとしても残せるように

なり、より多くの人が視聴可能となった。対面での開催が再

開された後もオンライン配信は継続していきたい。

■外国人向け講座

①新型コロナウィルスの影響により前期が休講となったこと

で参加人数は減ったが、オンラインでかえって受講しやすく

なり、後期は予約開始後すぐに定員に達するなど好評だっ

た。

②各学校や幼稚園でのチラシ配布等により周知強化を図った

ことで、参加者数は大幅に増加した。

改善

見直し

日本語カフェは27年度の参加者が少なかったこ

とから実施しなかった。

- ー

29年度 30年度 元年度 ２年度年度



総合評価「－」についての補足資料

担当課名 施策の柱 方向性 頁 事務事業名 総合評価

高齢福祉課

1 個人の
自立に向
けた学習
機会の提
供

（1）ライ
フステー
ジに応じ
た学習機
会の提供/
高齢者の
いきがい

6

高齢者生
きがい活
動支援事
業

―

高齢福祉課

1 個人の
自立に向
けた学習
機会の提
供

（1）ライ
フステー
ジに応じ
た学習機
会の提供/
高齢者の
いきがい

6

高齢福祉
祭りいば
らきねん
りんス
ポーツ大
会

―

スポーツ振興課

４ 絆づ
くりと地
域づくり
に向けた
学習機会
の提供

（1）健
康・ス
ポーツ・
レクリ
エーショ
ン活動の
推進

15
スポーツ
教室開催
事業

―

スポーツ振興課

５ 生涯
学習推進
体制の強
化

（2）多様
な主体と
のネット
ワーク行
政の推進

20
つくば体
育協会運
営補助

―

スポーツ振興課

５ 生涯
学習推進
体制の強
化

（2）多様
な主体と
のネット
ワーク行
政の推進

20

スポーツ
推進委員
協議会事
業

―

人事課

４ 絆づ
くりと地
域づくり
に向けた
学習機会
の提供

（4）絆づ
くり・地
域づくり
につなが
る学習機
会の提供

18
市職員研
修

―

企画経営課
２ 生涯
学習環境
の整備

（3）学習
意欲を高
めるため
の啓発活
動

11

つくば市
OB人材活
動支援事
業

―

資料４

月例点検及び財政支援対策会議は実施したが、新型
コロナ感染症の影響により各種事業を中止せざるを
得なかった。

新型コロナ感染症の影響を大きく受け対面実施が停
止にした。

総合評価が低かった理由

高齢者生きがい活動支援事業には以下の事業があ
る。
①おひさまさんさん生き生きまつり
 新型コロナ感染症の影響により中止とした。（高
齢福祉課と障害福祉課の共催事業）２課で協議し中
止決定。
②シルバークラブ大会
 令和頑年度は、活動功労者表彰と講演会を実施。
令和２年度は新型コロナ感染症の影響により、活動
功労者顕彰事業として実施。（表彰はしなかったた
め、活動功労者へ届けに行った。）

社会福祉協議会への委託事業
新型コロナ感染症の影響により中止。社会福祉協議
会と高齢福祉課で協議し中止決定。

新型コロナ感染症の影響により、スポーツ教室が大
きく減少した。

新型コロナ感染症の影響により主催事業を実施でき
なかった。

新型コロナ感染症の影響により、研修を実施しな
かった。



担当課名 施策の柱 方向性 頁 事務事業名 総合評価 総合評価が低かった理由

観光推進課

５ 生涯
学習推進
体制の強
化

（3）つく
ばの特性
を生かし
た生涯学
習の推進

22
観光施設
維持管理
業務

―

ジオパーク室

５ 生涯
学習推進
体制の強
化

（3）つく
ばの特性
を生かし
た生涯学
習の推進

22

筑波山地
域ジオ
パーク推
進事業

―

危機管理課

４ 絆づ
くりと地
域づくり
に向けた
学習機会
の提供

（4）絆づ
くり・地
域づくり
につなが
る学習機
会の提供

18
防災意識
啓発事業

―

生涯学習推進課

５ 生涯
学習推進
体制の強
化

（3）つく
ばの特性
を生かし
た生涯学
習の推進

21
科学フェ
スティバ
ル

―

新型コロナウイルス感染症対策を徹底してフォレス
トアドベンチャー、筑波山梅まつりを行ったが来場
者は大きく減少した。筑波山ネイチャーガイドツ
アーは中止した。

新型コロナ感染症の影響により、会議やジオツアー
など多くのイベントが実施できなかった。学術シン
ポジューム等の一部はオンライン開催できた。

新型コロナウイルス感染症の影響で出前講座等が大
きく減少した。

新型コロナ感染症の影響でイベントは中止したが、
科学フェスティバルに代わる科学動画配信を行っ
た。



 第３次生涯学習推進基本計画事務事業進捗状況調査票

評価の観点 年度内の実績

 
継
　
続

 
修
　
正

　
中
　
止

1-（１）-ア
図書館利便性
向上事業

開館時間延長の継続、地域
で手軽に図書館サービス
を受けられる自動車図書
館ステーションと返却がで
きるサービスポイントの増
設等

中央図書館

　閉館時間を午後５時から午後７時に変更し、開館時
間を２時間延長するとともに、祝日の特別開館を実
施し、利用者の利便性向上を図る。
　市内47か所に設けたステーションに火曜日から土
曜日に自動車図書館車２台を使って巡回し、貸出及
び返却等のサービスを行う。各ステーションには２週
間に１回の頻度で巡回する。令和３年度には、現在の
２台の移動図書館車両に加え、右左外架書架設備に
よる最大限約600冊積載可能な移動図書館車を新
たに１台導入し、サービスの拡充を図るとともに、コ
ロナ禍における中央図書館への来館者の分散化を
図る。
　並木・広岡・大穂・豊里の各交流センター、市役所コ
ミュニティ棟のブックポスト及びオンラインの４交流
センターで図書資料の返却ができるようにする。ま
た、新たに島名交流センター及び筑波大学附属中央
図書館へのブックポストの設置について検討を進め
る。

年間開館日数291日
年間開館時間2740.5時間
自動車図書館利用人数14000人
自動車図書館貸出冊数55000冊
返却窓口への返却冊数130000冊

1-（１）-ア
市民交流施設
利便性向上事
業

誰でも気軽に利用できる
ような施設づくり

文化芸術課

生涯学習活動として、様々な団体（サークル）が快適
に利用できるよう、地域交流センターの維持管理を
行う。
また、茶道、華道、囲碁、料理、語学、ボランティア、短
歌、音楽、手芸、絵画、書道、バレエ、ダンス、スポー
ツ、工芸等多種多様な団体（サークル）の登録を円滑
に行い、誰でも気軽に利用できる施設づくりを行
う。

地域交流センター利用者数200000人
地域交流センター登録団体650団体

1-（1）-イ
民間企業での
生涯学習事業

民間企業等での生涯学習
講座の実施促進

生涯学習推進課

民間企業でのニーズと必要性に沿った生涯学習の機
会を提供していく。提供方法は、会場参加・オンライ
ン・動画配信により実施し、参加機会を拡充する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート
等の集計結果から、今後の講座内容として反映さ
せ、生涯学習の環境や取組みを促進する。

講座開催数2回
参加者数（動画視聴含む）40人

1-（1）-イ
オンラインによ
る生涯学習講
座事業

ウェブを活用し、動画配信
等による生涯学習講座の
実施

生涯学習推進課
市民が希望している生涯学習に応じた生涯学習講座
を把握し、気軽に参加できる生涯学習講座をオンラ
インや動画配信等で行う。

オンライン講座3回
動画配信3回

1-（1）-イ
地域交流セン
ター活用事業

夜間・休日における学習
機会の提供

文化芸術課

新型コロナウイルス感染拡大防止のため対策を行っ
たうえで、夜間や休日に地域交流センター講座を開
講することで、夜間休日における学習機会を提供す
る。

夜間休日の講座の開講10回

資料5令和３年度（2021年度）

 
施
策
の
方
向
性

 
施
設
の
利
便
性
の
向
上

　
参
加
機
会
の
拡
充

 
総
合
評
価

評価の理由 問題・課題の改善

 
基
本
方
針

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
生
涯
学
習
の
推
進

 
施
策
の
柱

　
多
様
な
学
び
の
実
現

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容） 進捗状況の点検・評価 事業の見直し・取組への反映

今後の方向性

No. 事業名 事業概要 担当課
令和３年度
事業計画

令和３年度
事業の成果・

達成状況

 
有
効
性

 
効
率
性

1



評価の観点 年度内の実績

 
継
　
続

 
修
　
正

　
中
　
止

 
施
策
の
方
向
性

 
総
合
評
価

評価の理由 問題・課題の改善

 
基
本
方
針

 
施
策
の
柱

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容） 進捗状況の点検・評価 事業の見直し・取組への反映

今後の方向性

No. 事業名 事業概要 担当課
令和３年度
事業計画

令和３年度
事業の成果・

達成状況

 
有
効
性

 
効
率
性

1-（1）-ウ
生涯学習相談
事業

オンライン等でも気軽に
でき、地域の実情に応じ
た生涯学習相談の実施

生涯学習推進課
気軽に生涯学習を相談できる機会として、生涯学習
相談をオンラインで行い、情報提供体制を整える。

相談数5件

1-（1）-ウ
情報収集・発信
事業

広報戦略課と連携し、生
涯学習情報を一元的に収
集し発信

生涯学習推進課

市の生涯学習に関する取組みについて、生涯学習推
進課だけでなく、様々な部署で行われ全庁的な実施
体制である一方、個別に周知を行っているため、開
催スケジュールなど、市民のわかりづらさがあると
の声に応える。各課で行っている生涯学習につい
て、情報収集し市民に提供できる体制を整え、情報
収集した内容を広報誌やホームぺージ等で広く市民
に周知していく。

広報誌5件
ホームページ5件

1-（２）-ア
生涯学習ワン
ストップ対応事
業

生涯学習講座における配
慮事項を示した指針の作
成
生涯学習情報のワンス
トップ提供

生涯学習推進課

誰一人取り残さない生涯学習の実現に向けて、これ
まで生涯学習に十分に取り組むことのできなかった
方々が参加できるよう、障壁を取り除くことが必要
となることから生涯学習に取り組もうと考えている
人をサポートするために取組みを行う。

1-（２）-ア
広報力向上事
業

職員向け広報セミナーの実
施
広報事業へのアドバイスの
実施

広報戦略課

全庁的な職員の広報力向上を目的として、職員向け
広報力向上セミナーを年３回程度実施する。なお、新
型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、会場参加
またはオンラインにより実施する。
また、年間を通じて、チラシ・ポスター等広報物のデ
ザインチェックや、事業の動画撮影に係る相談や支
援を随時行う。

セミナー参加者数150人

1-（２）-ア
外国人市民向
け情報発信・講
座事業

外国語広報誌等の外国人
市民向け広報の拡充
外国人市民向け講座（日
本語講座）の実施

国際交流室

・市が発行する文書や冊子等の翻訳
・８か国語の外国語広報紙を発行
・４言語の多言語ホームページでの情報発信
・外国人市民に向けた日本語学習支援
（大人対象：日本語講座をレベル別に昼コースと夜
コースを設けて開催）
（外国にルーツを持つ子どもたち対象：プレスクー
ル・プレクラス、こども日本語勉強会、就学・進学支援
を開催）

外国語広報紙発行回数4回
多言語ホームページ掲載回数16回
大人向け日本語講座の受講者数120人
こども日本語勉強会の登録人数20人

1-（２）-イ
障害者の生涯
学習関連事業

障害者が自ら生涯学習を
楽しめる講座の実施と生
涯学習に取り組む障害者
への支援体制の構築

生涯学習推進課

障害者のための生涯学習講座については、新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況に応じて、会場参加・オ
ンライン・動画配信のいずれかの方法により年４回実
施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート
結果や、オンライン・動画視聴回数等の集計結果か
ら、次年度の開催形式を検討し、講座内容として反
映させる。
講座開催数4回
会場参加者数24人
オンライン参加者数24人
動画視聴数（延べ）10人

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
生
涯
学
習
の
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進

 
誰
一
人
取
り
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な
い
生
涯
学
習

　
 
主
体
的
に
活
動
に
参

加
で
き
る
取
組

生
涯
学
習
の
相
談
・
情
報
の
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1-（２）-イ
男女共同参画
啓発事業

男女共同参画意識の向上
を図りながら、能力や行
動力を高めるセミナーの
開催

男女共同参画室
■男女共同参画に関するセミナーの開催
仕事と家庭の両立支援をはじめ、再就職支援やキャ
リアアップ講座など、学習機会の充実を図る。

男女共同参画セミナー10回

1-（２）-イ
障害者スポー
ツ推進事業

障害者スポーツ人材の育
成を目指し、スポーツイベ
ントの実施、人材の育成、
体制の構築

スポーツ振興課

障害者スポーツ活動を推進するため、筑波大学の受
託研究として委託契約を締結し、市民の障害者ス
ポーツに対する意識や取り組みやすい活動の分析及
び検討を行う。併せて障害者スポーツの体験も可能
な障害者スポーツサポーター養成講座を開催する。

講座の開催数2回
講座の参加者数（延べ人数）20人
障害者スポーツニュースのメール配信回数12回

1-（２）-イ

生涯学習関連
事業（障害のあ
る人や支援者
対象）

チャレンジアートフェス
ティバル、おひさまサンサ
ン生き生きまつり等の開
催、奉仕員養成講座の開
催

障害者地域支援
室

チャレンジアートフェスティバルについては、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、舞台発表は中
止とし、作品展示のみとする。作品展は3/8～3/13
で実施する。開催前に茨城県庁及びつくば市役所庁
舎内にて、令和２年度制作の作品を展示し、一般市
民に向けた広報啓発を行う。令和３年度おひさまサ
ンサン生き生きまつりについては、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため開催中止。令和３年度の奉
仕員養成講座の開催については、手話奉仕員養成講
座入門コース６月９日から30回、基礎コース６月８日
から30回、音訳奉仕員養成講座10月７日から10
回、パソコン要約筆記養成講座10月６日から10回、
点訳奉仕員養成講座10月１日から10回実施する。

チャレンジアートフェスティバル来場者数3350人
奉仕員養成講座受講者数75人

２-（１）-ア
つくば人間学
講座

市民との協働講座
（人間学講座）の実施

生涯学習推進課

学びの成果を生かして地域社会に貢献するなど、生
涯学習の成果を生かし、活躍する社会をつくるに当
たっての、地域の課題や最新の情報を知る学びの場
が求められる中、市民との共働事業を行う。人間学
講座については、新型コロナウイルス感染症の感染
状況に応じて、会場参加・オンライン・動画配信のい
ずれかの方法により年４回実施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート
結果や、オンライン・動画視聴回数等の集計結果か
ら、次年度の開催形式を検討し、講座内容として反
映させる。
講座開催数4回
会場参加者数300人
オンライン参加者数200人
動画視聴数（延べ）100人

２-（１）-ア
文化財展示講
座事業

文化財展示施設等での展
示、各種文化財・郷土史に
関する講座の開設

文化財課

・11月～２月にかけて巡回企画展を、関連する催事
として１１月に体験講座を、１２月に講演会を実施す
る。
・市域の江戸時代の古文書を題材にした、古文書講
座を10～11月に全７回実施する。
・文化財保護強調週間と関連して、平沢官衙遺跡周
辺を歩いて解説するウォーキングイベントを１１月に
実施する。
企画展のテーマに沿った講演会や体験講座の開催日
数2回
巡回企画展参加人数1500人

　
学
び
の
力
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い
か
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が
で
き
る
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涯
学
習
の
推
進
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学
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２-（１）-ア
調査・研究支援
事業

筑波大学を始めとするつ
くば市域における図書館
との連携、小・中・義務教
育学校で実施するブック
トーク等による読書促進

中央図書館

　つくば市域に所在する各機関の図書館それぞれの
情報、資源及び活動成果等の交流を促進し、かつ、連
携してその活用を図るため、つくば市域図書館連携
協議会において協議を行う。
　学校訪問ブックトーク、団体貸出し(調べ学習の支
援・学級文庫支援)、ジュニア図書館員受入れ、社会
科見学・職場体験学習受入れ、司書教諭及び司書教
諭補助員等の研修実施といった学校図書館支援や、
ファーストブック講座、ワークショップなど、各種イベ
ントを行う。
　参考資料を充実させるとともに、電話やインター
ネットからの調査・研究の質問を受け付け、専門職員
から資料情報を提供する。

つくば市域図書館連携協議会の開催2回
学校訪問ブックトーク40校
団体貸出図書冊数15000冊
ジュニア図書館員受入人数75人
社会科見学等の図書館見学受入回数10回
職場体験学習受入人数40人
学校図書館司書教諭補助員等の研修参加人数170
人
レファレンス受付件数1800件

２-（１）-ア
多文化共生推
進事業

外国人市民との交流事業
の開催及び民間団体実施
事業の周知協力

国際交流室

・国籍を越えた市民交流を推進するためのイベント
等の開催
・外国人住民が日本語を話したり、日本文化に触れ
ることができるイベントの開催支援

つくばワールドフットサルの外国人参加率0.2
世界お茶飲み話開催数12回
周知協力イベント（事業）数4　事業

２-（１）-ア
スポーツ教室
事業

スポーツ教室の充実 スポーツ振興課

市民のスポーツ活動の促進を図るため、さまざまな
種類のスポーツ教室を開催し、スポーツの楽しさや
健康維持の手法等を学ぶ機会やスポーツをはじめる
機会を提供する。

教室の開催数10回
教室の参加者数（延べ人数）720人

２-（１）-ア
地域交流セン
ター講座等事
業

地域交流センターでの学
級・講座の充実

文化芸術課

新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策を
行ったうえで、講座を開講する。利用者アンケートや
講座受講者に対するアンケート結果を踏まえ、市民
ニーズに対応した講座を実施する。

年間講座数80回

２-（１）-ア
筑波山地域ジ
オパーク推進
事業

筑波山地域ジオパークに
ついての講座・体験学習
の実施

ジオパーク室

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により、講座や会議等の多くが実施できなかった。
令和３年度はオンラインや動画配信等を活用し実施
する。
また、令和３年度中に「筑波山地域ジオパークアク
ションプラン前期（2021-2024）」を策定し、生涯
学習講座の現状・課題・活動内容を整理する。

市民向け講座開催数10回
部会開催数9回
ジオガイド養成講座開催数3回
学術シンポジウム開催数1回
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２-（１）-イ
生涯学習活動
相談事業

生涯学習活動の継続支援 生涯学習推進課
市民から生涯学習に対し相談があったときに、適正
に支援ができるようにする。また、生涯学習の取組
を継続して行えるよう市民にサポートを行う。

支援数2件

２-（１）-イ
家庭教育学級
支援事業

家庭教育学級への指導・
助言、講演会等の開催

生涯学習推進課

家庭教育学級・家庭教育セミナーを開催する。
学級の運営にあたり社会教育指導員が指導・助言を
行い、講演会や学習会を開催する。

家庭教育学級
　幼稚園 16園、小学校 29校、中学校 12校、義務教
育学校 ４校
　乳児 ３か所、幼児２か所の開設

社会教育講演会
家庭教育学級3000人
社会教育講演会2回
家庭教育セミナー18回

２-（１）-イ
生涯学習指導
者情報提供事
業

生涯学習情報（ＯＢ人材、
指導者情報）の整備・活用

生涯学習推進課

令和２年度においては、生涯学習を希望する市民に
対し、希望に沿う指導者を紹介することで、市民の
生涯学習の推進を図ることができた。
令和３年度においても、市民が希望する学習の指導
者を紹介することに努める。

情報提供数20件
新規登録数5件
登録者総数250件

２-（１）-イ
学校施設開放
事業

学校施設開放（体育館・
グラウンドなど）の推進

教育施設課

小・中学校、義務教育学校の学校体育施設の開放を
行う。
新たに、義務教育学校１校を開放する。
廃校１校について跡地利用決定のため、今年度の学
校施設開放事業をもって終了する。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、ガイドライン
を作成し、感染拡大に注意を払って活動を運営す
る。
施設開放の制限については、国や県、学校からの制
限等に準拠する。
小学校施設開放事業238団体(重複込)
中学校施設開放事業77団体(重複込)
義務教育学校施設開放事業21団体(重複込)

２-（１）-イ
文化財サポー
ター事業

文化財の解説ボランティ
アの育成

文化財課

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を
受けて学校等の依頼が激減したが、５名が解説ボラ
ンティアとして新規登録してもらい、ボランティア登
録者数は合計で15名となった。今年度は、感染症対
策を徹底しながら10～12月に全６回のボランティ
ア養成講座を開講し、登録者を増やす。
また、コロナ禍で解説依頼が激減している中、登録
者の知見向上を目指すための臨時講座を開講する。
小田城跡のボランティア団体である常陸小田城親衛
隊の会についても、知見向上のための定期的に研修
会を実施する。

文化財サポーター参加人数
（令和３年度末）20人
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２-（１）-イ
つくば市OB人
材活動支援事
業

生涯学習情報（ＯＢ人材、
指導者情報）の整備・活用

企画経営課

新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、登録者の
オンライン対応の可否について個別に把握し、オン
ライン形式を推進することで、停止中の対面形式で
の活動を補完するかたちで事業継続を図る。
また、シニア・エキスパート便覧（第19版）の発行・配
布などの広報活動については、対面形式の再開を見
据え、継続的に実施する。

登録者の活動回数690回

２-（１）-イ
市民活動団体
支援事業

市民活動センターでの活
動相談、アイラブつくばま
ちづくり補助金事業等市
民活動団体の活動支援

市民活動課

　市民活動団体等の取組を応援し、相談を受けると
ともに、市民団体の新たな活動を支援する。

　アイラブつくばまちづくり寄付基金を活用し、個性
豊かで活力あるまちづくりの実現を目指すため、市
民主体の公益的な活動を応援する。

市民活動センター利用者数6000人
市民活動センター相談件数255件
アイラブつくばまちづくり補助金採択事業数30件

２-（１）-イ
文化団体等育
成支援事業

文化協会の支援 文化芸術課

市民の文化活動の活性化を目指し、つくば市文化協
会に対する事業費補助として補助金を交付し、主体
的な活動を促進するよう支援する。
事業の実施の際には、新型コロナウイルス感染症対
策や、会計処理について指導を行う。

主催事業の実施10回

２-（１）-イ
（公財）つくば
文化振興財団
支援事業

文化振興財団の支援 文化芸術課

公益財団法人つくば文化振興財団への指導・助言の
ほか、財政的支援として行政補完型運営補助金の交
付を行う。
また、つくば文化振興財団と協定を締結し、共同主
催により市内の文化施設等で音楽・演劇・芸能・美術
等の幅広いジャンルの文化芸術振興事業を実施す
る。
文化芸術振興事業の実施23回

２-（１）-イ
高齢者生きが
い活動支援事
業

高齢者の社会活動支援 高齢福祉課

シルバークラブ大会：役員功労者表彰、感謝状贈呈、
講演会等を実施
シルバークラブ育成支援：年間を通じて、委託先の社
会福祉協議会と連携し、シルバークラブ連合会の事
務局として支援する。
補助金を交付し、シルバークラブ連合会と連合会に
所属する単位シルバークラブの活動を支援する。補
助金を交付し、公益社団法人つくば市シルバー人材
センターの円滑な運営を支援する。茨城県健康福祉
祭いばらきねんりんスポーツ大会の予選会として市
大会を開催する。種目：グラウンド・ゴルフ、ゲート
ボール、ペタンク、輪投げ

シルバークラブ会員数6620人
単位シルバークラブ数140団体
契約件数4400件
参加者数600人
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２-（２）
「社会力」人材
育成事業

「社会力」を持った人材を
育成するために、連続講
座など「社会力」を育成す
る講座を実施

生涯学習推進課

地域の課題解決のために、社会力を持った人材を育
成するため、社会力講座を会場参加・オンライン・動
画配信のいずれかの方法により年5回実施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート
結果や、オンライン・動画視聴回数等の集計結果か
ら、次年度の開催形式を検討し、講座内容として反
映させる。

講座開催数5回

２-（２）
地区リーダー
勉強会事業

地区リーダー勉強会の開
催

市民活動課

　つくば市の地域社会のリーダーである区長のスキ
ルアップを図り、各地域のコミュニティ活動を活性化
させることを目的とした、勉強会（講演会）を実施す
る。

人材づくりイベントの参加者数100人

２-（２）
地域まちづくり
支援事業

まちづくりに関する講座
の実施・専門家の派遣

都市計画課

【まちづくりに関する講座の実施】
市民向けに、まちづくりへの関心と理解を深めるこ
とを目的として、都市計画の制度やつくば市の現状
を紹介し、現地見学会を行う講座を開催する。
【専門家の派遣】
地域住民などで構成される地域まちづくりグループ
や地域まちづくり推進団体等が活動を行う上で、組
織の運営に関すること、まちの課題や将来像に関す
ること等について指導や助言等を求めてきた際に、
地域まちづくり専門家の派遣を行う。

 

「
社
会
力

」
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
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会 議 録 

会議の名称 令和３年度第２回つくば市生涯学習審議会 

開催日時 令和４年（2022 年）３月 22 日（火）開会 13：30 閉会 15：00 

開催場所 つくばイノベーションプラザ 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

武田 直樹委員、木村 清隆委員、江原 功委員、岡田 克司委 

員、金川 清治委員、田中 秀夫委員、中井 聖委員、星埜 祥 

子委員、松村 美枝子委員、萩原 武久委員、福田 正雄委員 

その他 森田 充教育長 

事務局 

 

貝塚 厚次長、大久保 文子生涯学習推進課長、色川 純子課長

補佐、細田 政信係長、風巻 玲子主査、渡邉 亮太主査（社会

教育主事）、大久保 竣介主事、永野 泉社会教育指導員、石

塚 絵梨奈社会教育指導員  

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数   １名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 
第３次つくば市生涯学習推進基本計画について 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 
 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事  

第３次つくば市生涯学習推進基本計画について 

４ その他 

５ 閉会 
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１ 開会  

事務局 

 

 

２ 挨拶 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、令和３年度第２回つくば市生涯学習審議

会を開催いたします。 

 

 

委員の皆様におかれましては御多用のところ、御出

席を賜りまして誠にありがとうございます。 

皆様のお力添えのお陰で、第３次生涯学習推進基本

計画が策定され、ほぼ１年ということになっておりま

すけれども、基本計画に基づいた個別事業を、庁内各部

署で総合的に展開し、５年間で生涯学習の推進に取り

組んでいるところでございます。 

新型コロナウイルス感染防止の観点から、生涯学習

関係もオンラインを活用することが増えてきているわ

けですけれども、生涯学習推進課では、第３次生涯学習

推進基本計画の施策の柱であります「多様な学びの実

現」に向けて事業を進めております。オンライン、ハイ

ブリット型の学習機会の提供をはじめ、環境整備を含

めて生涯学習推進基本計画の具現化に向けて計画を進

めております。 

 本日は、第３次生涯学習推進基本計画、令和３年度の

個別事業の展開について説明させていただきたいと思

います。 

委員の皆様には、各方面から専門的な見地で御意見

を頂戴できればと思っておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 
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３ 議事 

武田議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

武田議長 

 

 

 

田中委員 

 

 

 

 

武田議長 

 

江原委員 

 

 

 

 

 

 

それでは、次第に従い、議事に入ります。会議録の作

成のため、発言時にはマイクを回します。名前をおっし

ゃっていただいてから発言をお願いいたします。事務

局から説明をお願いいたします。 

 

事務局が資料を説明 

（資料１－１、１－２、２、３、４） 

 

それでは、ただいまの説明につきまして、御意見のあ

る方、御発言のある方は、お名前をおっしゃってからお

願いいたします。田中委員、お願いします。 

 

田中です。前回、少し意見させていただきましたが、

今回評価の欄で、「－」という形で、はっきり明確に整

理いただき満足しております。いろいろありがとうご

ざいました。 

 

他に御意見ございますか。江原委員、お願いします。 

 

江原と申します。大きく分けまして、３点ほどござい

ます。まず第１点は、配布資料の１-２について、前回

の審議会で事務事業評価の中で、スポーツ協会へ名称

が変わったということで、会計の処理の透明性などお

聞きしましたところ、法人化となったことが大きな問

題をはらんでいたことや、コロナ禍の期間にも強いス
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武田議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

ポーツの検証の段階に入っているというような答弁が

ございました。スポーツ協会には、令和３年度の予算で

いきますと、年間 1,900 万円ほどの補助金が出ている

ことをお聞きしておりますので、費用対効果を含め、予

算、あるいは「市民のためのスポーツ」の検証について、

進捗状況をお聞かせいただきたい。これがまず第１点

です。 

第２点目は、このようなコロナ禍の中、これからの評

価については、私も変えないといけないというふうに

思っております。新たな方策が見つかったのかどうか、

それを確認したいと思います。それが２点目です。 

３点目としましては、資料５の調査報告書、つくば市

民意識調査意識調査についてです。 

 

市民意識調査についてはこの後でてきますので、そ

の時にお願いいたします。 

まず、スポーツ協会についての業務の進捗状況につ

いてと、２点目についてはコロナの状況下の中で評価

方法について新たな評価方法はあったか、ということ

ですが、事務局から改めて説明をお願いいたします。 

 

今いただきました御意見につきましては、令和３年

度の進捗状況がまとまりましたら、担当課にその点も

含めて確認し、次回の８月の会議で御報告ができると

思いますので、江原委員には今しばらくお待ちいただ

きたいと思います。 
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武田議長 

 

江原委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

江原委員 

 

 

事務局 

 

武田議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

江原委員よろしいでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

担当課と協議して次回の審議会にて資料を提供いた

だけるとのことですが、質問した内容に対する回答と

いう形で出していただけるようお願いしたいと思いま

す。 

 

はい。資料３にのせた他に、別にシートとしてお渡し

するということで御回答をさせていただきます。 

 

そのような形の方がわかりやすいと思いますので、

その形でお願いします。 

 

 承知いたしました。 

 

他に御質問、御意見ありますでしょうか。 

私から一点あります。資料２の評価基準の青で表記

したところについて、「評価できない」ということが新

たに加わったということに加え、有効性のところの「年

度当初」という部分について、新しく文言が追加されて

いますがこの点について改めて説明をしてもらえます

か。 

 

資料２について詳細に説明をさせていただきます

と、第１回の審議会でコロナ禍で実施できないことに

ついて当課が評価するのはいかがなものかという意見
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武田議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

をいただきました。 

 それを受けて、資料１－２で「評価できない」という

ことで「－」を用いて評価したところですが、それにつ

いては、これまでは有効性、効率性は黒字で「高・中・

低」ということにしていましたが、今回のコロナ禍とい

う状況を受けて、計画していたができなかったという

特別な事情があることから特別な指標としたことと、

さらに第３次生涯学習推進基本計画に当たって、これ

までは通年の評価と目標とを比較して、というところ

でありましたが、こちらも通年というのはどういうこ

とか、どれとどれを比較してよいかわからないという

ことで、生涯学習推進本部でも質問がありましたので、

わかりやすい言葉に変更し、年度当初の目標値と比較

してどうなのかという観点から有効性と効率性を各課

で評価していただいた方がよりみやすく、わかりやす

いということで文言を変えさせていただきました。 

 

はい。ありがとうございます。これまでの評価の仕方

という文言がわかりにくかったというところがあった

ので、年度当初と比較してということに変更すること

で、シンプルになり、わかりやすくなったという説明だ

ったかと思います。何か他に御意見ありますでしょう

か。もし、なければ、次第４の「その他」の御説明をお

願いします。 

 

事務局が資料を説明（資料５、６） 
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武田議長 

 

江原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

事務局 

 

 

 

 

御意見があればお願いいたします。 

 

まずは、資料６、50 ページの 10 番についてです。「交

通安全環境（通学路の安全など）」に関する満足度につ

いて、研究学園地区以外すべてマイナスです。特に谷田

部地区が－0.43％ということでこういう結果になった

のだと思いますけども、これは多分、小野川小学校かな

と感じております。というのは、議会の一般質問等にも

出ておりました、イオンつくばから、小野川小学校まで

通い続けている子どもたちがいるらしく、そこについ

ては、４キロ以上の遠距離通学をして、１年生から自転

車通学だそうです。さらに、道路が狭いうえに、交通量

も結構あるということです。 

その前の 47ページの道路の整備に関する不満割合が

41％ということになっておりますけども、これはよく

考えなければならないことだと思いますので、担当課

も含めて、よく協議をしなくてはいけないのかなとい

うふうに感じておりますが、いかがでしょうか。 

 

事務局お願いします。 

 

御意見ありがとうございます。意見については担当

課に情報共有をさせていただきます。 

今回のアンケートについては、政策イノベーション

部が作成したものでして、庁内の取り組み全体のアン

ケートになりますので、交通安全の件については担当
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武田議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

武田議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課に情報共有をいたします。生涯学習推進課について

は資料６、45 ページ、21 番の「生涯学習の推進」につ

いて今回委員の皆様に情報共有をさせていただきたい

と思いまして配布させていただいた資料となります。 

 

今回、政策イノベーション部が取りまとめをして、こ

のアンケートを市民向けにおこない、この会議の関係

するところは、21 番の生涯学習の推進というところで

意見してもらいたいということですね。 

22 番というのは、生涯学習推進課は当てはまらない

のでしょうか。 

 

22 番については、第３次生涯学習推進基本計画の中

に入っておりますので、そちらで評価していただけれ

ばと思います。 

 

今回は、21 番の生涯学習の推進についてということ

で理解しました。ありがとうございます。 

今、説明があった部分については、第３次生涯学習推

進基本計画 46 ページの計画目標（5）において、目標値

が、つくば市民意識調査において「満足」もしくは「ど

ちらかとういうと満足」が 40％という目標設定をして

いますが、現時点では、32.2％という数値にとどまって

いるというような状況ですね。これに関しましては御

意見等いただければと思っております。現在、40％に

８％ほど達していない。このことに関する現状分析は
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事務局 

 

 

 

武田議長 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できていますでしょうか。新型コロナウイルス感染症

が大きな影響かなと思いますが、一方で、オンライン等

の活用もしておりますので事務局から説明願います。 

 

 今回は分析を用意しておりません。このことについ

ても数値の上昇に向けたアドバイスを皆さまからいた

だきたいということで資料を提出しております。 

 

目標としては次回のこの評価で 40％になればいいと

いうことですよね。現時点で 32.2％であるのが残念と

いうことで、これからどれだけ充実することができる

かということですが、皆さんから御意見をいただけれ

ばと思います。 

 

ちょっと教えていただきたいのは、いわゆる目標値

が 40％ということですが、結局、あとの 60％は何でし

ょうか。わからないということでしょうか。そこがちょ

っとわからないのです。わからないっていうのはさっ

ぱりとしていて、そういうような比率が多いですよね。  

私が前回、質問したのは、目標値というのは、80％と

か 90％だろうというふうに話をしましたけれども、よ

く考えて見てみますと、わからない人を結局、説得する

ことしかない。そのような考えかたでよろしいでしょ

うか。わからないという人を含めれば 60％という数字

はあるものではないかと思いますが、そういうことを

関係なしに見たときに、目標値 40％というのは低いと
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

福田委員 

 

思いました。 

わからない人たちが入ってくるのであれば、それは

仕方ない、こういうこともあるのではないかと思いま

した。 

ただ、今、武田議長が言われましたように、目標値が

40％ということの説得力がどこにあるのかなというと

ころもあります。 

 

御意見ありがとうございます。前回の審議会を受け

て資料を提出いたしましたが、字が小さくて大変申し

訳ありませんが、満足が現段階では 5.0％、どちらかと

いえば満足が 27.2％、どちらかといえば不満が 8.7％、

不満が 3.2％、それ以外がわからないということになり

ます。 

今、田中委員様より意見がありましたとおり、これか

ら第３次生涯学習推進基本計画をこれから５年間進め

ていく中で、視点を含めまして、どのようにして生涯学

習に対する社会の関心を高めていかなければならない

とか、どういった問題意識を持って、どういうふうに生

涯学習を高めていくかを御提案いただければと思いま

す。 

 

ありがとうございます。 

 

福田と言います。私もわからないところがあります。

57 ページの生涯学習の推進に対する不満理由につい
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武田議長 

 

事務局 

 

 

 

て、１位が講座の充実となっていますが、情報提供が不

十分だというのがありますね。私が去年調べましたが、

紙の広報物が市役所本庁舎にはありましたが、分庁舎

には紙で置いてありませんでした。多分本当に関心が

ある人は読むと思います。ですが、関心のない人から参

加者を増やさないと、いつまでたっても増えていかな

いような気がします。 

ですから、前にもお話ししましたが、コンビニ等に丁

寧に置いてもらう。雑ではなく。そういうものを、ちょ

っと買い物に行ったときに読んでもらうことから広げ

たらどうかなと思います。 

やはり、皆がどんどん参加できるような雰囲気とか、

「それ、行こう！」となって、そこで会話になったりす

ると思います。そういう雰囲気がとても大事です。今は

皆が忙しく、講座にはなかなか行きませんが、人が行く

と何となく連れ立っていくこともあります。もっと、ふ

んわりとやれるような、今もお金がかかっているなか

で、このことにもお金はかかりますが、どうでしょう

か。 

 

今の、広報の仕方について、事務局いかがでしょうか 

 

御意見ありがとうございます。委員のおっしゃると

おりで、周知の仕方が１番職員からもあがってきたこ

とです。HP もあるけれども、紙での周知もとても大事

だという話がでておりますので、令和４年度は課題と
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福田委員 

 

 

武田議長 

 

松村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

 

事務局 

 

 

して考えているところです。 

 

可愛らしい絵等を入れてください。魅力的になると

思います。 

 

ありがとうございました。他にありますか 

 

ただいま、広報の仕方について話がありましたが、市

民が生涯学習をする際の地域交流センター等の利用の

仕方、予約の仕方などもう少し工夫していただけると

よりよく利用できるのではないかと思います。 

以前は、インターネットで、会の代表がインターネッ

トで予約すれば予約を取れたのですが、早く行って並

ばないと取れないと聞いています。私自身が現在地域

交流センターを利用していないのでわからないのです

が、市民が高齢化している中で、並ぶということをして

いる以上は、満足度は上がらないのではないかなと思

います。そういった部分を考慮していただきたいなと

思います。 

 

今、御意見がありました、地域交流センターの予約の

仕方ですけれども、現状も含めて事務局お願いします。 

 

これから資料３に基づきまして、各課で事業報告し

ていただきますが、今の松村委員様の御意見を交えな

がら、担当課である文化芸術課に、今の質問を情報提供
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武田議長 

 

松村委員 

 

 

 

武田議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

して次回会議で報告できればと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

 

松村委員、いかがですか。よろしいですか。 

 

資料の１－１－（３）にあるとおり、生涯学習関連施

設の充実や利便性の向上に基づいていただきたいと思

います。 

 

今の意見は、交流センターの予約の取りやすさを向

上させなければならないということでよろしいでしょ

うか。文化芸術課が担当なので、聞いてみないとわから

ないということかと思います。 

 

地域交流センターの利用人数について持っている情

報がありますので提供いたします。令和元年度で目標

値が 470,000 人であったところ、実績が 511,039 人と

なっております。令和２年度は、目標値 470,000 人に対

して 274,245 人ということで報告をもらっています。 

令和２年度に人数が半減したということがあります

が、こちらは前回の第２次生涯学習推進基本計画でも

触れているとおり、新型コロナウイルス感染症拡大に

より、事業ができなかったり、交流センターが閉館にな

ったりした部分もありますので、人数が減っているも

のと思われます。 

予約の仕方についても、次回の審議会で情報提供を
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福田委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

福田委員 

 

 

 

 

武田議長 

 

星埜委員 

 

 

 

 

 

 

 

させていただきます。 

 

交流センターに行って予約が取りたい時には、時間

は決まっているのでしょうか。午後に年休を取って、予

約をしたことがありますのでちょっと気になりまし

た。 

 

17 時 15 分であるかと思います。交流センターによって

は柔軟に対応しているところもありますので、御相談

を共有させていただきます。 

 

休みをとらずにいけるようになるともっとわかりや

すい。すごい倍率のところもあるみたいですが、そんな

に並ばなくても、と思うところもありますので、改善し

ていただければと思います。 

 

ありがとうございます。 

 

今の交流センターの予約についてですが、新型コロ

ナウイルスの関係でいろいろ変わってきたと思います

が、今までは、申し込み２か月分の開始日の翌日から、

登録団体はインターネットで予約ができることになっ

ているので、そういった周知も、もう少し、日頃利用し

ていない方たちに対してしていただけると、今のよう

な御意見が出ないと思います。 

登録団体については、主に活動する交流センターに
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武田議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録するものですが、その場合に、１週間の間に確か５

時間以上使えない、２回以上使えない等、制約がありま

すが、自分たちが主に活動している交流センター以外

のところで利用を申し込むこともたしかできたと思い

ます。 

また、生涯学習の推進について、市民の満足度が現在

低いのですが、不満にはどのようなものがあるのか教

えていただけると具体的な議論ができると思います。 

 

  

資料６、57 ページには、不満理由の 1 番目と２番目、

１番目が生涯学習講座・場所の充実、続いて、情報提供・

周知不足となっています。以下、回答数が１つであるた

め、記載省略となっています。少数意見について、この

あたりを踏まえて事務局は説明ください。 

 

議長がおっしゃられたとおり、生涯学習講座・場所の

充実ということと、情報提供・周知不足が挙がっており

ます。こちらの対応として、生涯学習に関する講座につ

いては、今年度から会場開催に加えてオンライン配信

も実施しており、SNS による情報配信も行っています。

これらの配信方法は、今年度から開始したばかりです

ので、認知度が低いことも考えられます。今後も継続し

て配信することにより、市民の皆様から認知度を上げ

ていきたいと思います。 
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武田議長 

 

 

事務局 

 

武田議長 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

 

松村委員 

 

 

 

 

この SNS というのは、どういったサイトになるので

しょうか。サイトの例を教えてください。 

 

 つくば市のホームページや Twitter です。 

 

Twitter ですね。Twitter であれば、フォローすれば

情報が入ってきますね。この少数意見というのは、どう

いったものがあるのでしょうか。 

 

今は手元に情報がありません。 

 

担当からもお話しさせていただきます。不満度につ

きましては、高い地区が谷田部地区で 15.3％あります。

低いところは TX 沿線沿いで 9.3％です。その他年代別

ですと、不満が割合の高いのが 65 歳から 69 歳で

17.6％。逆に低いところは 30 代で、8.4％となっていま

す。 

 

地区別や年代別のデータということですね。他にいか

がでしょうか。 

 

地域でなく具体的な御意見を知りたいです。今でな

くてよいので、この次の会議までに私たちに送付して

ください。資料の中にそれを入れていただけるとあり

がたいです。 
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事務局 

 

 

武田議長 

 

中井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後準備できるところまでで対応させていただきた

い。 

 

中井委員が手をあげていましたので、どうぞ。 

 

今、交流センターの使い方に課題が挙げられました

が、文化芸術課が担当ということでこの場では返事が

いただけないかと思いますが、地域交流センターにつ

いてお話させていただきます。 

先ほどコロナ禍でのオンライン活用という話があり

ましたが、現在、地域交流センターには Wi－Fi 環境が

整っていないと思います。 

先日、大穂交流センターでオンラインの講座を開催

しようとしたところ、Wi-Fi がないことに気づきまし

た。他の交流センターがどうかはわかりませんが、その

辺りの整備状況もお聞きしたい。現在は、ギガスクール

で小中高の子供たちに Wi-Fi 環境が整ったということ

で学習を進めている中で、その子供たちが大人になっ

た時に、じゃあ学びをもっと進めたい時に地域交流セ

ンターに Wi-Fi がないというのもどうかと思ったとこ

ろがありますので今から御準備いただきたいです。 

それから、地域交流センターの話ばかりで恐縮です

が、生涯学習推進課がこの会議の事務局でいらっしゃ

るのはよくわかりますが、地域交流センターは、非常に

生涯学習と関連が深いものであることから、地域交流

センターの担当者がひとりぐらいいらして説明いただ
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武田議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

けると、よりスピーディーに改善を進められるのかな

と思いますので検討いただきたいと思います。 

さらに、地域交流センターの施設について、色々細か

なことを言ってしまって申し訳ありませんが、階段の

段差等、結構気になるところがありまして、私自身が少

し視覚障害もあるので、階段のふちにテープを貼って

いただく等、工夫されてはいるのですけれども、ちょっ

と行き届いてないところもあって、以前転げ落ちたり

したこともありました。そういった点について、年末に

おそらく登録団体向けのアンケートが実施されていま

す。予約の使い勝手のよさとか、そういった意見も含め

て結構ボリュームのあるアンケートで、その結果は審

議会でも公表していただけますでしょうか。実施から

まだ３カ月もたっていないので、今回は難しいかもし

れませんが、今後はシェアしていただきたいと思いま

す。 

 

ありがとうございました中井委員から Wi-Fi 環境で

あるとか、地域交流センターの生涯学習との結びつき

の強さから担当者の方に出席いただけるとよりよいの

ではないかという御意見がありました。 

また登録団体向けのアンケートがあるということで

それの公表はどうなるのかといった趣旨であったと思

います。事務局から説明お願いします。 

 

Wi-Fi 環境については、他の部署からも問い合わせが
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武田議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

 

 

 

ある点だと思いますので、今回の会議の内容を文化芸

術課と共有し、今後の計画等聞き取れる範囲で聞き取

りたいと思います。 

生涯学習審議会に関係性の深い部署の担当者の同席

については、考えてみたいと思います。事業の項目が 34

に及び、重複もありますので検討させてください。 

 

登録団体のアンケートの公表についてはどうか 

 

地域交流センターのアンケートについては、本日確

認し、アンケートがとりまとめられたという情報をい

ただきました。今後まとめてつくば市ホームページに

アップするということです。掲出期間は半年で、４月初

旬アップ予定とのことです。そちらをご覧いただき、次

回こちらでお示しできることがあれば行いたいと思い

ます。 

また、文化芸術課に限らずオンラインの活用を第３

次生涯学習推進基本計画の中では推進していきたいと

考えており、他事業の担当課とも連携して情報を共有

していきたいと考えています。 

 

文化芸術課ですが、アンケートのとりまとめがされ

て、まもなく公表されるということでよろしいでしょ

うか。 

福田委員先に手をあげていらしたのでどうぞ。 
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講座に関するお願いですが、生涯学習推進課が実施

している障害者のための生涯学習関連事業の中で、障

害者のための、障害者の方が参加できる体制を整えて

いるとのことですが、障害者を理解するための講座と

いうのはどこで実施しているのでしょうか。 

 

障害のある方を理解するための講座について事務局

お願いします。 

 

昨年 12 月にシャンティつくばの先生をお招きし、オ

ンラインで障害者のための生涯学習について講演をし

ていただいた経緯があります。 

 

計画に位置付けて計画的に実施していくものもある

かもしれませんが、普段生活する中でも職場の方でも

障害を持つ方はいらっしゃいますよね。障害について

理解していれば、もっと人間関係がスムーズになりま

すし、そういうことこそが「社会力」であると思います。

理解し合う、そういうことをやっていくことで、居場所

づくりにもなります。 

そういうことを是非、講座として、それも１回だけで

はなく継続的に実施してもらいたい。生涯学習の計画

に位置付けられた目標に向けてアンケートをするだけ

ではなく、こちらから主体的に障害者を理解するため

の講座のようなものをやっていただくといいかなと思

います。 
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障害者のための生涯学習については、イベントを年

間４回ほどの計画を立てて昨年度も実施しており、今

年度は２年度目になります、来年度はより充実したも

のを計画したいと思っております。 

 

萩原委員、お願いします。どうぞ。 

 

つくば市スポーツ協会の会長という立場で、つくば

市のスポーツ振興に携わっております。 

スポーツにかかわる現場に直結しているところがあ

り、本日の御意見を、大変複雑な思いで拝聴しておりま

した。 

なぜかと申しますと、このコロナ禍の時期のイベン

トの評価についてです。私も２年、スポーツ協会の会長

をしております。この３月１日に２年間で初めて講演

会を実施いたしました。皆さんご存知の、ダイエーホー

クスの元監督の工藤公康さんを呼んで、約 300 名集め

て、盛大に開催をしました。そのあと新型コロナウイル

ス感染症が発生することなく無事に終了することがで

きました。 

それでは、その前の２年間、スポーツ協会としても何

もしなかったんでしょうか。それは違います。全部準備

をして、開催判断のデッドラインを決めて、最終的にみ

んなが準備に準備を重ねたものを、中止するしか仕方

がない、ということをこの２年間、ずっと繰り返してき

ました。 
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つくば市のスポーツ振興課も同様です。計画に位置

付けられた事業について実施できなかったものをどう

評価してくださいというのでしょうか。何もやらない

でそこまで来たわけではありません。土壇場まで全て

の事業を何とかやりたい、参加してもらいたいと思っ

て、ぎりぎりまで努力して事業を中止しているんです。

そこに、どれだけの労力、費用を投入したか、具体的な

数字はわかりませんが、人的な労力は大量に投入され

て、現在に至っています。 

だから、それを単に実施しなかったから低い評価を

するということには反対です。この生涯学習審議会の

事務局や委員の皆さんの努力が無になってしまって

は、駄目だと思います。 

どう評価するかについては議論いただければいいの

ですが、少なくとも、完全に何もないゼロに持っていく

ことには、私は反対です。生涯学習に関わる事業のすべ

てがそのパターンで進んできています。 

まつりつくばやつくばマラソンにも実行委員会があ

ります。２年間コロナウイルスの関係で実行されてい

ません。何とかやろうという方向で今進めていますが、

基本的には、デッドラインを６月末までに決めようと

いうことにしています。新型コロナウイルス感染症の

状況を見ながら、それで判断しようというものです。そ

の判断基準は、まず、参加者に余計な金銭的、経済的な

負担をかけさせない。そして、事務局の皆さんが、限り

なく余計な労力をかけないでいいような時期を見計ら
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武田議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

って、６月というデッドラインを設けています。 

おそらく、ここに書かれた生涯学習、すべての事業が

そのパターンだと思います。指針を決めたところで、事

業を行うときにコロナウイルスに関する状況が必ず改

善されている訳ではありません。例えば、この社会状況

で募集人員 300 人としたときに、300 人ぱっと来るかど

うか。賢い市民の皆さんは、自分で判断をして多分多く

は参加をしてこない。それで、参加者数が少ないからと

いって、評価も低くなるのでしょうか。でも、それはあ

ってはならないと私は思います。 

そういったことを含めて、大変難しい時期です。それを

いとも簡単に指標、目標設定、評価と、一律に結びつけ

られないように、これは現場からの切なるお願いです。

そこをご理解いただいて、評価も、指標も議論をしてい

ただくことだろうと考えます。以上は、現場からの声だ

というふうに受け取っていただければありがたいと思

います。 

 

今の意見について、事務局お願いします。 

 

そのようなことを令和３年度分の進捗状況調査票に

は盛り込んだうえで、評価を行いたいと思います。年度

当初の目標値と比較して、有効性と効率性の評価をお

願いいたします。少し補足になりますが、特別な事情に

より、「―」という表記がありますが、事業内容を工夫

して実施できた場合は評価を「中」とする表記を付け加
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えております。以上補足でございました。 

 

萩原委員のおっしゃるとおりだと思います。やっぱ

り皆さん、いろいろなことで考えながら、実施ができな

いかっていう判断されている時期ですので、それに対

して、低いというだけでマイナス評価をするというの

もどうなのかと思います。その背景を踏まえての事務

局の評価ということになる、と個人的には思っていま

す。 

 

今、萩原委員から評価の仕方についてでたと思いま

すが、やはり評価については、有効性と効率性を基準に

やっていらっしゃると思いますが、市で行われる事業

は、市民の税金で実施しているところが多いと思いま

す。費用対効果も大事ですが、赤字でも行うべき事業は

あるのではないかなといつも思います。 

先ほども障害者のための生涯学習講座の話がでまし

たが、障害者というものは範囲が広いので、聴覚障害者

とか、車椅子を利用している方のための、そういう障害

に特化した講座を開いていただけたらと思います。 

同じ障害者同士が集まって、生涯学習の場が持てる

ことが大事です。 

それについては、やはり、要約筆記や手話通訳が大事

です。耳が聞こえない、聞こえにくい方等に配慮した講

座ということで進めてもらえたらと思います。多分、少

数の参加になると思うので、費用対効果が望めないか
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事務局 

と思いますが、そちらについても行わければならない

理由があると思います。 

 

ありがとうございました。事務局お願いします。 

 

手話通訳に関しましては、人間学講座や社会力講座

などに、手話通訳者をつけて対応しておりますので、そ

ちらも予算をとって、来年度も対応します。 

 

あと手話通訳の養成講座とか要約筆記パソコンの養

成講座などがありますけれども、技術の習得もとても

大事だと思います。ですが、障害者の理解、その方たち

がどんなことで困っているのか、どういう接し方がい

いのか、一般市民がどういうふうに対応したらいいの

か、といった内容もたくさん盛り込んでいただけたら

なと思います。 

日本語の文章の理解が難しいという聴覚障害者がい

るということも踏まえた上での接し方なども講座の中

でやっていただいたら、すごく理解がふかまっていく

のではないかと思います。 

障害を持っている方は、それぞれ立場が違いますの

で、分野に特化した講座をやっていただけたら、生の声

を聞けるようになるのではないかと思います。御検討

ください。 

 

 障害福祉課等とも情報共有して参考とさせていただ
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きます。 

 

次の方どうぞ。 

 

私は、青少年の団体の代表として委員になっていま

す。資料６、56 ページの「交通安全環境（通学路の安

全）」についてお話します。この点についてはだいぶ多

くの意見が寄せられており、一言意見を申し上げる必

要があると考えています。 

私は学園の森の近くの遠東新田という集落で、農家

集落ですから、30 ヘクタールほどの畑を走路整備しま

した。当然畑の整備ですから、トラクターを優先した道

路で、幅員５メーター道路ですけれども、道路は雨が降

ると泥だらけです。トラクターは通らないようにして

いますが、舗装道路をトラクターで走ると泥だらけの

道路になります。そこを子どもたちが新しくできた学

校の通学路として、ほかに選択肢がないため使用して

いております。これについて我々地元としては思いが

けないことがたくさん起きている訳です。まず、当然、

通学路になり、その他に地域の車の通行量や、商業施設

が多くなっています。そのことから新設道路の依頼を

道路課にお願いをしており、話は通っています。 

残念だったことに、だんだんその意見がさびれてき

て寂しい思いです。道路課へ再確認をとってもらいた

いというお願いです。 

あと一つは、この１ヶ月間で、思いもよらないことが
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武田議長 

 

事務局 

 

 

木村副議長 

 

 

 

 

 

また起こっております。先ほどの 30 ヘクタールの農地

の排水を、１㎞ほど先の排水所、幅員１メーターの側溝

に、排水路という形でおこなっております。 

工事の施工は、道路課関係が行ってくれましたが、そ

こは通学路で子どもたちが近くに住んでいて、通った

りしています。部活の朝早く、夜遅くという生徒たちが

通るのは構いませんが、ここ１ヶ月くらいの間で、そこ

にセグウェイのようなものを、それも子供たち乗って

通行しています。私はどういうことなのかがわかりま

せん。１回蹴るとスーっと走っていくので、危険だと感

じており、看板等を設置する必要があるのではないの

かとつくば市にお願いしたばかりですけれども、これ

も再確認してもらって、検証する必要があるのではな

いかと思っています。 

 

ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

 

交通安全関係ということで、通学路の安全というこ

とも含めて情報共有させていただきます。 

 

つくば市議会の立場で、出席させていただいており

ます、木村でございます。よろしくお願いします。何点

か手短にお話します。先ほど質問があって答弁があり

ましたが、地域交流センターの受付時間が５時 15 分と

早めに終わって、できれば延長をということがありま

したが、場所によって、もしくは館長・担当者によって
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は、柔軟に対応されている方もいらっしゃるようです

が、親切心でありがたい話ではありますけれども、市の

行政の窓口でございますので、例えば豊里は遅くでや

っている、どこは早い、もしくは館長が変わったからで

きなくなった、というようなことはあってはいけませ

んので、ぜひ、統一した対応をして、それぞれの方々に

わかりやすいようにやり方をしていただきたいなとい

うふうに思っています。 

それから、先ほど萩原委員からお話がありましたけ

ども、本当にまさしくその通りでございます。私も大き

く頷きながら拝聴しておりましたけれども、前回の会

議のときにも、文化協会の田中会長からも同じ観点で

お話がありましたが、やはり、スタッフの方や職員の方

のそういった準備への尽力について気になるのは、人

事評価、人事配置、適材適所、ちょうど職員の人事異動

の時期でございますけども、いろんな形での評価の仕

方、やりがい、達成感、職員それぞれの満足度というこ

ともあろうかと思いますけども、ぜひそういったとこ

ろを、評価者の方々もいらっしゃると思いますので、是

非ともヒアリングしながら、励まし含めて、適切な評価

をしていただきたいと思います。 

それを委員の皆さまにもお知らせし、評価を点数だ

けでなく、中身の評価もしていただいて、コロナ禍でも

次はこんなことをやろうという形で、多くの皆様と、よ

り活発なつくば市を作っていければと考えています。 

あと２つ質問があります。資料６のアンケートの中
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の 47 ページでございますけれども、余りにも「わから

ない」という回答が多すぎます。これは最初のアンケー

トの設計に課題があります。「わからない」が、つくば

市の制度などを理解しているけれども、それが満足な

のか不満なのか絶対評価もしくは相対評価ができない

から「わからない」のか、もしくは、一般的なつくば市

の日常生活の社会制度について本当に知らないのかが

わかりません。 

私は、後者なのではないかと感じており、せっかく

色々なことをやっているつくば市なのですから、それ

をもっと周知したうえでアンケートを行わないと、ほ

ぼ 50％以上がわからないということは、回答率は

49.4％ですが、中身的には、さらに半分くらいの回収率

しかないという数字の扱いになってしまいます。 

ぜひ、アンケートの取り方を分析しやすい形でのア

ンケートになるよう工夫してほしいです。 

それから、幾つかの質問あった中で、これは文化芸術

課、これはどこ課というふうに多岐に渡っております

ので、生涯学習推進課での説明というのはかなり難し

いところがあろうかと思います。その点は理解します

ので、事前資料を送っていただいたものに対して、事前

質問を受け付けていただきたいと思います。担当者の

部長さんとか課長さんが会議の場で一堂に会すること

は難しいと思いますので、事前に質問シートを送付し

ていただいて、回答を用意した資料を準備していただ

けるようお願いします。 



 

30 
 

武田議長 

 

 

 

 

 

 

中井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武田議長 

 

 

江原委員 

 

 

 

ありがとうございます。アンケートについては、確か

に「わからない」は多いと感じます。また、会議の進め

方について事前質問をつくば市に受け付けていただい

く形は、効率的でよいと思います。御提案をいただきま

して、ありがとうございます。ほかに御意見、御質問等

ございますか。 

 

質問ではなくコメントですが、コロナ禍にあって、乳

幼児家庭教育学級関係のイベントについて、年間５～

６回計画されたものが、オンラインに切り替わる中で

１回だけ対面で学級生同士が交流できる場を設けて下

さり、やはり地域で子育てをする仲間ができてありが

たかったというお話がありました。 

今のオンライン化をどんどん進めていくというのも

大事なことですが、やはり人と人が出会う場を作るこ

とを進めていくことも、生涯学習の中では本当に重要

な要素になっていくと思いますので、柔軟に対応をし

ていただけたらなと思います。 

 

貴重な意見ありがとうございます。他にございます

か。 

 

江原です。先ほど木村副議長の事前に質問を出させ

ていただく。これは非常に良いと思います。ですので、

資料を早めに作っていただいて、事前に全部出してい

ただきたい。 
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事務局 

 

 

 

木村副議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２点目の確認ですけれども、資料３の６ページで、生

涯学習指導者の方の情報提供の推進について生涯学習

の推進を図ることができたとなっています。令和３年

度の数字は直近と比較して、どのようになっているか

御説明をいただければありがたいと思います。２－

(１)－イの生涯指導者に関する情報提供事業につい

て、令和３年度事業計画の中で、情報提供件数 20 件、

新規登録５件、登録者総数 250 件、この直近の数字を次

回の会議までに報告していただければと思います。 

 

令和４年度４月に各課に調査票を入れますので、そ

の回答を含めて全体の実績を報告させていただきま

す。 

 

細かな数字の話で恐縮ですが、この審議会は年に数

回計画されていると思いますけれども、任期の関係が

ございますので、今質問で出たことについては、今の委

員の任期中に開催されて説明されるのか、それとも改

選によってその方が再任されるかどうかわかりません

ので、委員にならなかったとしても別の形で説明して

いただければよいのかもしれませんが、御検討いただ

きたいということと、時間が少ない中ですが、資料４を

いただきましたけれどもあまりにも文字が小さい、で

きればフォントサイズを 11 か 12、少なくとも新聞より

は大きくしてほしい。 
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武田議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

武田議長 

 

 

事務局 

今の委員の任期が７月 31 日までとなっており、次回

につきましては、改めて８月以降の審議会で委員の改

選を予定していますが、今審議した内容については、今

の委員の皆様に回答としてお答えすることが筋かと思

いますので、こちらは回答がまとまり次第、また、令和

３年度の実績が出た場合は、情報共有は可能かと思い

ますので丁寧に対応させていただければと思います。 

 

事業評価一覧の文字の大きさですが、文字は年々見

えなくなってきますので、配慮いただければと思いま

す。 

 

一枚のペーパーにまとめるためにこのような形式に

なりましたが、文字を大きくして A3 横長等にすれば見

やすくなると思います。 

 

他にコメントございましたらお願いします。無いよ

うですので、これで議事進行を事務局にお返しします。 

 

丁寧な議論をいただきありがとうございました。先

ほどお話しさせていただきましたが、委員の任期は 7

月 31 日で満了いたします。8 月に本年度第１回の審議

会と委員の改選を予定しております。よろしくお願い

いたします。以上をもちまして閉会いたします。 

 

 



令和３年度第２回つくば市生涯学習審議会 

 

 

日 時：令和４年（2022年）３月22日（火） 

午後１時 30分～午後３時 

会 場:つくばイノベーションプラザ 

 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

第３次生涯学習推進基本計画について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

 

 

【配布資料】 

１ 資料１－１「成果指標と目標の設定について」 

  資料１－２「事務事業進捗状況まとめ」 

２ 資料２「評価基準」 

３ 資料３「第３次生涯学習推進基本計画事務事業進捗状況調査票」 

４ 資料４「令和３年度（2021年度）事務事業評価一覧」 

５ 資料５「令和３年（2021年）度つくば市民意識調査 Ⅲ調査票」（参考資料） 

６ 資料６「令和３年（2021年）度つくば市民意識調査報告書」（生涯学習の推進データ） 



資料 1-1 

第 2 次生涯学習推進基本計画 成果指標と目標の設定について 
● 第２次計画では、施策の柱ごとの成果指標と目標は以下のとおり設定してあります。 

目指す姿 成果指標 
計画時の現況 

（平成 28 年度） 

目標 

（令和元年度） 

実績 1 

(令和元年度) 

(1) 個人の自立に向けた学習機会の提供 

個人の自立に向けた学習機会の提供により、生涯学習へ関心をもつ市

民を増やす   
生涯学習に取り組ん

でみたい人の割合 78.3% 80％ 78.1% 

(2) 生涯学習環境の整備 

情報提供や相談など生涯学習環境整備により、生涯学習に取り組む市

民を増やす 
実際に学習活動に取

り組んだ人の割合 52.6% 60％ 57.9% 

(3) 生涯学習関連施設の充実 

生涯学習施設の充実や利便性の向上により、施設を利用して生涯学習

に取り組む市民を増やす 
地域交流センタ

ーの利用者数 483,885 人 500,000 人 506,845 人 

(4) 絆づくりと地域づくりに向けた学習機会の提供 

人との絆や地域との結びつきを深める学習機会の提供により、その成

果を社会に還元する市民を増やす 
自分の学習成果で社会

に貢献したい人の割合 54.7％ 60％ 49.6% 

(5) 生涯学習推進体制の強化 

全市的な生涯学習推進体制の強化により、生涯学習の取組への市民評

価を高める 

市の施策のうち、生涯

学習に満足／どちらか

といえば満足な人の割

合 
32.9％ 40％ 32.8% 

 実績 1：(1)(2)(4)は生涯学習に関する市民意識調査※。(3)は市民部文化芸術課提供資料。(5)はつくば市民意識調査(令和元年(2019 年)事業)を参照。 

  ※市民意識調査 １回目：H24(第 1 次計画 H18～H27) 2 回目：H31(R 元年度)(第 2 次計画 H28～R2) ３回目：R6(第 3 次計画 R3～R7 ) 

生涯学習は、個々人の自己実現を図る学習活動であるとともに、地域社会の様々な課題に対応し解決していく役割も求められていることから、生

涯学習の推進に当たっては、生涯学習・社会教育関係部局だけではなく、総合行政として市の全部局で取り組んできました。 

また、市民一人一人が健康で楽しく生きがいを持って暮らせるよう、生涯学習関連事業を体系的かつ効率よく推進するため、生涯学習推進基本計

画を策定し、市民の生涯学習活動を進め、それぞれは目標に向け、実行できたと評価されます。しかし、成果指標の実績では、市民意識と事業成果

が一致していない状況がみられます。今後、それぞれの事業が市民ニーズと一致しているのかを探るとともに各事業が生涯学習の一つとして実施さ

れているとのことの周知を図る必要があると考えています。 

第３次計画は、個別の事業は内容を個々に見直し、教育大綱における 2つの方向性に対応する内容、かつ、生涯学習に関する市民意識調査の結果

を踏まえた市民ニーズの高い分野を優先に取り組むこととします。 
 資料 1-2  

第 2 次生涯学習推進基本計画 事務事業進捗評価まとめ     
● 事務事業評価は、担当課で事業ごとに有効性と効率性を評価して算出しました。 

 

年

度 

評

価

事

業

数 

有効性/効率性 総合評価  

高 / 高 

Ｓ 

成果・費用対

効果を維持

して継続実

施 

高 / 中 

Ａ 

成果を維持

して継続実

施 

中 / 高 

Ａ 

費用対効果

を維持して

継続実施 

中 / 中 

Ｂ 

成果・費用対

効果の向上

に努めつつ

継続実施 

高 / 低 

Ⅽ 

成果を維持

し費用対効

果を向上さ

せる必要有

り 

低 / 高 

Ⅽ 

費用対効果を

維持し成果を

向上させる必

要有り 

中 / 低 

Ｄ 

費用対効果

を向上させ

る必要有り 

低 / 中 

Ｄ 

成果を向上

させる必要

有り 

低 / 低 

Ｅ 

事業の抜本

的な見直し

の必要有り 

その他 

－ ※ 

新型コロナ

ウイルス感

染症感染拡

大の影響に

より 

28 77 2 0 1 74 0 0 0 0 0  

29 73 0 1 0 71 0 0 0 1 0  

30 73 0 2 0 71 0 0 0 0 0  

R1 73 0 0 5 68 0 0 0 0 0  

R2 73 0 1 0 59 0 2 0 － 0 11 

 

第２次計画では、個別事業について各担当課による評価を毎年行い、その評価の妥当性を生涯学習推進本部及び生涯学習審議会において、審議 

しています。個別事業は、市で行う事務事業の計画・実施・評価・改善のマネジメントサイクルを運用し、継続的改善に取り組み、効率的かつ効 

果的で質の高い行政サービスの提供に資するために実施している事務事業評価をもとに評価を行っています。評価は、事業の達成度合いをはかる 

有効性と、得られた成果に対して費用対効果が高かったかをはかる効率性の２つの観点から行い、その評価の組み合わせにより、総合評価を行っ 

ています。平成 29 年度分以降は事業内容を見直し・統合を進め、全体で 73事業に絞り込み評価を実施しています。その結果、令和元年度までの 

評価は、多くの事業は総合評価Ｂとなり、生涯学習の取組を全庁的に着実に実施できました。また、総合評価がＡ以上の事業についても、年を追 

うごとにその比率は増加し、令和元年度には５事業が該当し、高い成果を上げる事業もありました。令和２年度の総合評価については、新型コロ 

ナウイルス感染症の感染拡大の影響により、対面や多くの人が参集する事業が実施できませんでした。そのような中、リモートでの実施、ＳＮＳ 

での作品発表、動画共有サイトでの公開、また、周知方法の工夫など行うことで実施できたものもあります。 

令和 2年度のその他※については、新型コロナウイルス感染症が感染拡大していた状況の中であり、事業の中身、過程を大事に評価してほしい、 

評価することが困難であるとの意見を生涯学習審議会でいただいたことから、計画を工夫しながら方法を考え試行錯誤しても、実施することがで 

きなかった事業については、「－」で表記しました。 



第３次つくば市生涯学習推進基本計画の評価基準 資料２

①方向性ごとの達成状況と課題
評価者：生涯学習推進課
方　法：方向性ごとに、達成状況と課題を抽出
評　価：A　 計画以上に進んでいる
          Ｂ   計画どおり進んでいる
          Ｃ   計画より遅れている
          ー   評価することができない

②事務事業評価
事務事業評価は、つくば市役所の全課が自分の課で行っているすべての事務事業を評価しているものです。
有効性と効率性を評価した後、その組み合わせで総合評価（ＳからＥまでの９段階）で評価します。
なお、特別な事情（新型コロナウイルス感染症・自然災害等）により、総合評価を行わない場合は、「－」で表記します。

■有効性 ■総合評価
事業を実施した結果、成果の達成度合いを年度当初と比較するもの 有効性/効率性
高…年度当初の目標値と比較し、成果が大きく向上、又は高水準を維持 高/高　Ｓ成果・費用対効果を維持して継続実施
中…年度当初の目標値と比較し、同程度の成果 高/中　Ａ成果を維持して継続実施
低…年度当初の目標値と比較し、成果が大きく低下、又は低水準を維持 中/高　Ａ費用対効果を維持して継続実施
ー・・・特別な事情（新型コロナウイルス感染症・自然災害等）が生じたため、 中/中　Ｂ成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施
　 　　　年度当初の目標値と比較することができない 高/低　Ｃ成果を維持し費用対効果を向上させる必要有り
        ※特別な事情により、事業が実施できなかった場合は、「－」と表記してください。 低/高　Ｃ費用対効果を維持し成果を向上させる必要有り
           事業内容を工夫して実施できた場合は、「中」と表記してください。 中/低　Ｄ費用対効果を向上させる必要有り

低/中　Ｄ成果を向上させる必要有り
■効率性 低/低　Ｅ事業の抜本的な見直しの必要有り
得られた成果に対して、費やした事業費や人件費（＝費用対効果）を評価するもの ー/ー　ー総合評価は行わない
高…年度当初の目標値と比較し、費用対効果が大きく向上、又は高水準を維持 ※有効性及び効率性の両方又はいずれかに「－」がある場合は、
中…年度当初の目標値と比較し、同程度の費用対効果 　　特別な事情（新型コロナウイルス感染症・自然災害等）を考慮して
低…年度当初の目標値と比較し、費用対効果が大きく低下、又は低水準を維持 　　総合評価は行いません。
ー・・・特別な事情（新型コロナウイルス感染症・自然災害等）が生じたため、
　 　　　年度当初の目標値と評価することができない
　　　　 ※特別な事情により、事業が実施できなかった場合は、「－」と表記してください。
           事業内容を工夫して費用対効果を評価できた場合は、「中」と表記してください。



 第３次生涯学習推進基本計画事務事業進捗状況調査票

評価の観点 年度内の実績

 
継
　
続

 
修
　
正

　
中
　
止

閉館時間を午後５時から午後７時に変更し、開館時間を２時
間延長するとともに、祝日の特別開館を実施し、利用者の
利便性向上を図る。
市内47か所に設けたステーションに火曜日から土曜日に
自動車図書館車２台を使って巡回し、貸出及び返却等の
サービスを行う。各ステーションには２週間に１回の頻度で
巡回する。令和３年度には、現在の２台の移動図書館車両に
加え、右左外架書架設備による最大限約600冊積載可能な
移動図書館車を新たに１台導入し、サービスの拡充を図る
とともに、コロナ禍における中央図書館への来館者の分散
化を図る。
並木・広岡・大穂・豊里の各交流センター、市役所コミュニ
ティ棟のブックポスト及びオンラインの４交流センターで図
書資料の返却ができるようにする。また、新たに島名交流
センター及び筑波大学附属中央図書館へのブックポストの
設置について検討を進める。

年間開館日数291日
年間開館時間2740.5時間
自動車図書館利用人数14000人
自動車図書館貸出冊数55000冊
返却窓口への返却冊数130000冊

生涯学習活動として、様々な団体（サークル）が快適に利用
できるよう、地域交流センターの維持管理を行う。
また、茶道、華道、囲碁、料理、語学、ボランティア、短歌、音
楽、手芸、絵画、書道、バレエ、ダンス、スポーツ、工芸等多種
多様な団体（サークル）の登録を円滑に行い、誰でも気軽に
利用できる施設づくりを行う。

地域交流センター利用者数200000人
地域交流センター登録団体650団体

民間企業でのニーズと必要性に沿った生涯学習の機会を提
供していく。提供方法は、会場参加・オンライン・動画配信に
より実施し、参加機会を拡充する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート等の集
計結果から、今後の講座内容として反映させ、生涯学習の
環境や取組みを促進する。

講座開催数2回
参加者数（動画視聴含む）40人

開館時間延長の継続、地域
で手軽に図書館サービス
を受けられる自動車図書
館ステーションと返却がで
きるサービスポイントの増
設等

中央図書館

誰でも気軽に利用できる
ような施設づくり

文化芸術課

民間企業等での生涯学習
講座の実施促進

生涯学習推進課

図書館利便性
向上事業

市民交流施設
利便性向上事
業

民間企業での
生涯学習事業

1-（１）-ア

1-（１）-ア

1-（1）-イ
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柱

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）
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る
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の
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涯
学
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進

No. 事業名 事業概要

1



評価の観点 年度内の実績

 
継
　
続

 
修
　
正

　
中
　
止

担当課

 
施
策
の
方
向
性

 
特
別
な
事
情

進捗状況の点検・評価 事業の見直し・取組への反映

今後の方向性

令和３年度
事業計画

令和３年度
事業の成果・

達成状況

 
有
効
性

 
効
率
性

 
総
合
評
価

評価の理由 問題・課題の改善

 
基
本
方
針

 
施
策
の
柱

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

市民が希望している生涯学習に応じた生涯学習講座を把握
し、気軽に参加できる生涯学習講座をオンラインや動画配
信等で行う。

オンライン講座3回
動画配信3回

新型コロナウイルス感染拡大防止のため対策を行ったうえ
で、夜間や休日に地域交流センター講座を開講することで、
夜間休日における学習機会を提供する。

夜間休日の講座の開講10回

気軽に生涯学習を相談できる機会として、生涯学習相談を
オンラインで行い、情報提供体制を整える。

相談数5件

市の生涯学習に関する取組みについて、生涯学習推進課だ
けでなく、様々な部署で行われ全庁的な実施体制である一
方、個別に周知を行っているため、開催スケジュールなど、
市民のわかりづらさがあるとの声に応える。各課で行って
いる生涯学習について、情報収集し市民に提供できる体制
を整え、情報収集した内容を広報誌やホームぺージ等で広
く市民に周知していく。

広報誌5件
ホームページ5件

誰一人取り残さない生涯学習の実現に向けて、これまで生
涯学習に十分に取り組むことのできなかった方々が参加で
きるよう、障壁を取り除くことが必要となることから生涯
学習に取り組もうと考えている人をサポートするために取
組みを行う。

ホームページ1件

全庁的な職員の広報力向上を目的として、職員向け広報力
向上セミナーを年３回程度実施する。なお、新型コロナウイ
ルス感染症の状況を考慮し、会場参加またはオンラインに
より実施する。
また、年間を通じて、チラシ・ポスター等広報物のデザイン
チェックや、事業の動画撮影に係る相談や支援を随時行う。

セミナー参加者数150人

広報戦略課

ウェブを活用し、動画配信
等による生涯学習講座の
実施

生涯学習推進課

夜間・休日における学習
機会の提供

文化芸術課

生涯学習推進課
オンライン等でも気軽に
でき、地域の実情に応じ
た生涯学習相談の実施

生涯学習推進課

生涯学習推進課

広報戦略課と連携し、生
涯学習情報を一元的に収
集し発信

生涯学習講座における配
慮事項を示した指針の作
成
生涯学習情報のワンス
トップ提供

職員向け広報セミナーの実
施
広報事業へのアドバイスの
実施

地域交流セン
ター活用事業

オンラインによ
る生涯学習講
座事業

情報収集・発信
事業

生涯学習相談
事業

生涯学習ワン
ストップ対応事
業

広報力向上事
業

1-（1）-イ

1-（1）-イ

1-（1）-ウ

1-（1）-ウ

1-（２）-ア

1-（２）-ア 　
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評価の観点 年度内の実績
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今後の方向性

令和３年度
事業計画

令和３年度
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基
本
方
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生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

市が発行する文書や冊子等の翻訳
８か国語の外国語広報紙を発行
４言語の多言語ホームページでの情報発信
外国人市民に向けた日本語学習支援
（大人対象：日本語講座をレベル別に昼コースと夜コースを
設けて開催）
（外国にルーツを持つ子どもたち対象：プレスクール・プレク
ラス、こども日本語勉強会、就学・進学支援を開催）

外国語広報紙発行回数4回
多言語ホームページ掲載回数16回
大人向け日本語講座の受講者数120人
こども日本語勉強会の登録人数20人

障害者のための生涯学習講座については、新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況に応じて、会場参加・オンライン・動
画配信のいずれかの方法により年４回実施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート結果や、
オンライン・動画視聴回数等の集計結果から、次年度の開催
形式を検討し、講座内容として反映させる。

講座開催数4回
会場参加者数24人
オンライン参加者数24人
動画視聴数（延べ）10人

男女共同参画に関するセミナーの開催
仕事と家庭の両立支援をはじめ、再就職支援やキャリア
アップ講座など、学習機会の充実を図る。

男女共同参画セミナー10回

障害者スポーツ活動を推進するため、筑波大学の受託研究
として委託契約を締結し、市民の障害者スポーツに対する
意識や取り組みやすい活動の分析及び検討を行う。併せて
障害者スポーツの体験も可能な障害者スポーツサポーター
養成講座を開催する。

講座の開催数2回
講座の参加者数（延べ人数）20人
障害者スポーツニュースのメール配信回数12回

外国語広報誌等の外国人
市民向け広報の拡充
外国人市民向け講座（日
本語講座）の実施

スポーツ振興課

障害者スポーツ人材の育
成を目指し、スポーツイベ
ントの実施、人材の育成、
体制の構築

国際交流室

生涯学習推進課

障害者が自ら生涯学習を
楽しめる講座の実施と生
涯学習に取り組む障害者
への支援体制の構築

男女共同参画意識の向上
を図りながら、能力や行
動力を高めるセミナーの
開催

男女共同参画室

障害者の生涯
学習関連事業

1-（２）-イ

1-（２）-イ

1-（２）-イ

男女共同参画
啓発事業

障害者スポー
ツ推進事業

外国人市民向
け情報発信・講
座事業

1-（２）-ア 　
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生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

チャレンジアートフェスティバルについては、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、舞台発表は中止とし、作品展
示のみとする。作品展は3/8～3/13で実施する。開催前に
茨城県庁及びつくば市役所庁舎内にて、令和２年度制作の
作品を展示し、一般市民に向けた広報啓発を行う。令和３年
度おひさまサンサン生き生きまつりについては、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため開催中止。令和３年度の奉
仕員養成講座の開催については、手話奉仕員養成講座入門
コース６月９日から30回、基礎コース６月８日から30回、音
訳奉仕員養成講座10月７日から10回、パソコン要約筆記
養成講座10月６日から10回、点訳奉仕員養成講座10月１
日から10回実施する。

チャレンジアートフェスティバル来場者数3350人
奉仕員養成講座受講者数75人

学びの成果を生かして地域社会に貢献するなど、生涯学習
の成果を生かし、活躍する社会をつくるに当たっての地域
の課題や最新の情報を知る学びの場が求められる中、市民
との共働事業を行う。人間学講座については、新型コロナ
ウイルス感染症の感染状況に応じて、会場参加・オンライン・
動画配信のいずれかの方法により年４回実施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート結果や、
オンライン・動画視聴回数等の集計結果から、次年度の開催
形式を検討し、講座内容として反映させる。

講座開催数4回
会場参加者数300人
オンライン参加者数200人
動画視聴数（延べ）100人

・11月～２月にかけて巡回企画展を、関連する催事として１
１月に体験講座を、１２月に講演会を実施する。
・市域の江戸時代の古文書を題材にした、古文書講座を10
～11月に全７回実施する。
・文化財保護強調週間と関連して、平沢官衙遺跡周辺を歩
いて解説するウォーキングイベントを１１月に実施する。

企画展のテーマに沿った講演会や体験講座の開催日数2回
巡回企画展参加人数1500人

チャレンジアートフェス
ティバル、おひさまサンサ
ン生き生きまつり等の開
催、奉仕員養成講座の開
催

市民との協働講座
（人間学講座）の実施

生涯学習推進課

障害者地域支援
室

文化財課
文化財展示施設等での展
示、各種文化財・郷土史に
関する講座の開設

２-（１）-ア

1-（２）-イ

２-（１）-ア

生涯学習関連
事業（障害のあ
る人や支援者
対象）

つくば人間学
講座

文化財展示講
座事業
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生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

つくば市域に所在する各機関の図書館それぞれの情報、資
源及び活動成果等の交流を促進し、かつ、連携してその活
用を図るため、つくば市域図書館連携協議会において協議
を行う。
学校訪問ブックトーク、団体貸出し(調べ学習の支援・学級
文庫支援)、ジュニア図書館員受入れ、社会科見学・職場体
験学習受入れ、司書教諭及び司書教諭補助員等の研修実施
といった学校図書館支援や、ファーストブック講座、ワーク
ショップなど、各種イベントを行う。
参考資料を充実させるとともに、電話やインターネットから
の調査・研究の質問を受け付け、専門職員から資料情報を
提供する。

つくば市域図書館連携協議会の開催2回
学校訪問ブックトーク40校
団体貸出図書冊数15000冊
ジュニア図書館員受入人数75人
社会科見学等の図書館見学受入回数10回
職場体験学習受入人数40人
学校図書館司書教諭補助員等の研修参加人数170人
レファレンス受付件数1800件

国籍を越えた市民交流を推進するためのイベント等の開催
外国人住民が日本語を話したり、日本文化に触れることが
できるイベントの開催支援

つくばワールドフットサルの外国人参加率0.2
世界お茶飲み話開催数12回
周知協力イベント（事業）数4事業

市民のスポーツ活動の促進を図るため、さまざまな種類の
スポーツ教室を開催し、スポーツの楽しさや健康維持の手
法等を学ぶ機会やスポーツをはじめる機会を提供する。

教室の開催数10回
教室の参加者数（延べ人数）720人

新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策を行ったう
えで、講座を開講する。利用者アンケートや講座受講者に対
するアンケート結果を踏まえ、市民ニーズに対応した講座を
実施する。

年間講座数80回

外国人市民との交流事業
の開催及び民間団体実施
事業の周知協力

中央図書館

国際交流室

スポーツ教室の充実 スポーツ振興課

文化芸術課
地域交流センターでの学
級・講座の充実

筑波大学を始めとするつ
くば市域における図書館
との連携、小・中・義務教
育学校で実施するブック
トーク等による読書促進

スポーツ教室
事業

地域交流セン
ター講座等事
業

２-（１）-ア

２-（１）-ア

調査・研究支援
事業

多文化共生推
進事業

２-（１）-ア

２-（１）-ア
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評価の観点 年度内の実績

 
継
　
続

 
修
　
正

　
中
　
止

担当課

 
施
策
の
方
向
性

 
特
別
な
事
情

進捗状況の点検・評価 事業の見直し・取組への反映

今後の方向性

令和３年度
事業計画

令和３年度
事業の成果・

達成状況

 
有
効
性

 
効
率
性

 
総
合
評
価

評価の理由 問題・課題の改善

 
基
本
方
針

 
施
策
の
柱

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
講座や会議等の多くが実施できなかった。令和３年度はオ
ンラインや動画配信等を活用し実施する。
また、令和３年度中に「筑波山地域ジオパークアクションプ
ラン前期（2021-2024）」を策定し、生涯学習講座の現状・
課題・活動内容を整理する。

市民向け講座開催数10回
部会開催数9回
ジオガイド養成講座開催数3回
学術シンポジウム開催数1回

市民から生涯学習に対し相談があったときに、適正に支援
ができるようにする。また、生涯学習の取組を継続して行え
るよう市民にサポートを行う。

支援数2件

家庭教育学級・家庭教育セミナーを開催する。
学級の運営にあたり社会教育指導員が指導・助言を行い、
講演会や学習会を開催する。

家庭教育学級
幼稚園 16園、小学校 29校、中学校 12校、義務教育学校
４校
乳児 ３か所、幼児２か所の開設

社会教育講演会
年2回開催
家庭教育学級3000人
社会教育講演会2回
家庭教育セミナー18回

令和２年度においては、生涯学習を希望する市民に対し、希
望に沿う指導者を紹介することで、市民の生涯学習の推進
を図ることができた。
令和３年度においても、市民が希望する学習の指導者を紹
介することに努める。

情報提供数20件
新規登録数5件
登録者総数250件

生涯学習活動の継続支援

家庭教育学級への指導・
助言、講演会等の開催

生涯学習情報（ＯＢ人材、
指導者情報）の整備・活用

生涯学習推進課

生涯学習推進課

生涯学習推進課

ジオパーク室

筑波山地域ジオパークに
ついての講座・体験学習
の実施

筑波山地域ジ
オパーク推進

事業

生涯学習活動
相談事業

家庭教育学級
支援事業

生涯学習指導
者情報提供事
業

２-（１）-イ

２-（１）-イ

２-（１）-ア

２-（１）-イ

　

　

　

　

6



評価の観点 年度内の実績
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続

 
修
　
正

　
中
　
止

担当課
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策
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特
別
な
事
情

進捗状況の点検・評価 事業の見直し・取組への反映

今後の方向性

令和３年度
事業計画

令和３年度
事業の成果・

達成状況

 
有
効
性

 
効
率
性

 
総
合
評
価

評価の理由 問題・課題の改善

 
基
本
方
針

 
施
策
の
柱

生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

小・中学校、義務教育学校の学校体育施設の開放を行う。
新たに、義務教育学校１校を開放する。
廃校１校について跡地利用決定のため、今年度の学校施設
開放事業をもって終了する。
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、ガイドラインを作成
し、感染拡大に注意を払って活動を運営する。
施設開放の制限については、国や県、学校からの制限等に
準拠する。

小学校施設開放事業238団体(重複込)
中学校施設開放事業77団体(重複込)
義務教育学校施設開放事業21団体(重複込)

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
学校等の依頼が激減したが、５名が解説ボランティアとして
新規登録してもらい、ボランティア登録者数は合計で15名
となった。今年度は、感染症対策を徹底しながら10～12月
に全６回のボランティア養成講座を開講し、登録者を増や
す。
また、コロナ禍で解説依頼が激減している中、登録者の知
見向上を目指すための臨時講座を開講する。
小田城跡のボランティア団体である常陸小田城親衛隊の会
についても、知見向上のための定期的に研修会を実施す
る。

文化財サポーター参加人数
（令和３年度末）20人

新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、登録者のオンライ
ン対応の可否について個別に把握し、オンライン形式を推
進することで、停止中の対面形式での活動を補完するかた
ちで事業継続を図る。
また、シニア・エキスパート便覧（第19版）の発行・配布など
の広報活動については、対面形式の再開を見据え、継続的
に実施する。

登録者の活動回数690回

２-（１）-イ
市民活動団体
支援事業

市民活動センターでの活
動相談、アイラブつくばま
ちづくり補助金事業等市
民活動団体の活動支援

市民活動課

市民活動団体等の取組を応援し、相談を受けるとともに、
市民団体の新たな活動を支援する。
アイラブつくばまちづくり寄付基金を活用し、個性豊かで活
力あるまちづくりの実現を目指すため、市民主体の公益的
な活動を応援する。

　

生涯学習情報（ＯＢ人材、
指導者情報）の整備・活用

企画経営課

学校施設開放（体育館・
グラウンドなど）の推進

文化財の解説ボランティ
アの育成

教育施設課

文化財課

学校施設開放
事業

つくば市OB人
材活動支援事
業

文化財サポー
ター事業

２-（１）-イ

２-（１）-イ

２-（１）-イ 　
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生涯学習基本計画の展開（個別事業内容）

No. 事業名 事業概要

市民活動センター利用者数6000人
市民活動センター相談件数255件
アイラブつくばまちづくり補助金採択事業数30件

市民の文化活動の活性化を目指し、つくば市文化協会に対
する事業費補助として補助金を交付し、主体的な活動を促
進するよう支援する。
事業の実施の際には、新型コロナウイルス感染症対策や、会
計処理について指導を行う。

主催事業の実施10回

公益財団法人つくば文化振興財団への指導・助言のほか、
財政的支援として行政補完型運営補助金の交付を行う。
また、つくば文化振興財団と協定を締結し、共同主催により
市内の文化施設等で音楽・演劇・芸能・美術等の幅広いジャ
ンルの文化芸術振興事業を実施する。

文化芸術振興事業の実施23回

シルバークラブ大会：役員功労者表彰、感謝状贈呈、講演会
等を実施
シルバークラブ育成支援：年間を通じて、委託先の社会福祉
協議会と連携し、シルバークラブ連合会の事務局として支
援する。
補助金を交付し、シルバークラブ連合会と連合会に所属す
る単位シルバークラブの活動を支援する。補助金を交付し、
公益社団法人つくば市シルバー人材センターの円滑な運営
を支援する。茨城県健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ
大会の予選会として市大会を開催する。種目：グラウンド・
ゴルフ、ゲートボール、ペタンク、輪投げ

シルバークラブ会員数6620人
単位シルバークラブ数140団体
契約件数4400件
参加者数600人

地域の課題解決のために、社会力を持った人材を育成する
ため、社会力講座を会場参加・オンライン・動画配信のいず
れかの方法により年5回実施する。
また、講座終了後にアンケートを実施し、アンケート結果や、
オンライン・動画視聴回数等の集計結果から、次年度の開催
形式を検討し、講座内容として反映させる。

講座開催数5回

　つくば市の地域社会のリーダーである区長のスキルアッ
プを図り、各地域のコミュニティ活動を活性化させることを
目的とした、勉強会（講演会）を実施する。

人材づくりイベントの参加者数100人

【まちづくりに関する講座の実施】
市民向けに、まちづくりへの関心と理解を深めることを目
的として、都市計画の制度やつくば市の現状を紹介し、現地
見学会を行う講座を開催する。
【専門家の派遣】
地域住民などで構成される地域まちづくりグループや地域
まちづくり推進団体等が活動を行う上で、組織の運営に関
すること、まちの課題や将来像に関すること等について指
導や助言等を求めてきた際に、地域まちづくり専門家の派
遣を行う。

講座開催数1回
申請に応じた専門家の派遣8回

まちづくりに関する講座
の実施・専門家の派遣

生涯学習推進課

市民活動課

都市計画課

地区リーダー勉強会の開
催

文化協会の支援 文化芸術課

文化振興財団の支援

高齢者の社会活動支援

文化芸術課

高齢福祉課

「社会力」を持った人材を
育成するために、連続講
座など「社会力」を育成す
る講座を実施

地区リーダー
勉強会事業

地域まちづくり
支援事業

２-（２）

２-（２）

２-（２）

文化団体等育
成支援事業

（公財）つくば
文化振興財団
支援事業

高齢者生きが
い活動支援事
業

「社会力」人材
育成事業

２-（１）-イ

２-（１）-イ

２-（１）-イ
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令和3年度（2021年度）事務事業評価一覧

施  策  の  柱

施策の方向性 有効性 効率性 総合評価

多様な学びの実現

1-（１）-ア 1

開館時間延長の継続、地域で手軽に図書館
サービスを受けられる自動車図書館ステー
ションと返却ができるサービスポイントの増設
等

中央図書館 図書館利便性向上事業 1

1-（１）-ア 1 誰でも気軽に利用できるような施設づくり 文化芸術課
市民交流施設
利便性向上事業

2

1-（1）-イ 1 民間企業等での生涯学習講座の実施促進 生涯学習推進課
民間企業での
生涯学習事業

3

1-（1）-イ 1
ウェブを活用し、動画配信等による
生涯学習講座の実施

生涯学習推進課
オンラインによる
生涯学習講座事業

3

1-（1）-イ 1 夜間・休日における学習機会の提供 文化芸術課
地域交流センター
活用事業

2

1-（1）-ウ 1
オンライン等でも気軽にでき、地域の実情に応
じた生涯学習相談の実施

生涯学習推進課 生涯学習相談事業 3

1-（1）-ウ 2
広報戦略課と連携し、生涯学習情報を
一元的に収集し発信

生涯学習推進課 情報収集・発信事業 3

 誰一人取り残さない生涯学習

1-（２）-ア 2
生涯学習講座における配慮事項
を示した指針の作成
生涯学習情報のワンストップ提供

生涯学習推進課
生涯学習ワンストップ
対応事業

3

1-（２）-ア 2
職員向け広報セミナーの実施
広報事業へのアドバイスの実施

広報戦略課 広報力向上事業 4

1-（２）-ア 2
外国語広報誌等の外国人市民向け広報の拡充
外国人市民向け講座（日本語講座）の実施

国際交流室
外国人市民向け
情報発信・講座事業

5

1-（２）-イ 2

障害者が自ら生涯学習を楽しめる講座の実施
と
生涯学習に取り組む障害者への支援体制の構
築

生涯学習推進課
障害者の
生涯学習関連事業

3

1-（２）-イ 2
男女共同参画意識の向上を図りながら、
能力や行動力を高めるセミナーの開催

男女共同参画室 男女共同参画啓発事業 6

1-（２）-イ 2
障害者スポーツ人材の育成を目指し、
スポーツイベントの実施、人材の育成、体制の
構築

スポーツ振興課
障害者スポーツ推進事
業

7

1-（２）-イ 2
チャレンジアートフェスティバル、おひさまサン
サン生き生きまつり等の開催、奉仕員養成講
座の開催

障害福祉課
生涯学習関連事業
（障害のある人や支援者
対象）

8

地域で学び合う生涯学習

２-（１）-ア 3
市民との協働講座
（人間学講座）の実施

生涯学習推進課 つくば人間学講座 3

２-（１）-ア 3
文化財展示施設等での
展示、各種文化財・郷土史に関する講座の開設

文化財課 文化財展示講座事業 9

２-（１）-ア 3
筑波大学を始めとするつくば市域における
図書館との連携、小・中・義務教育学校で実施
するブックトーク等による読書促進

中央図書館 調査・研究支援事業 1

２-（１）-ア 3
外国人市民との交流事業の開催及び民間団体
実施事業の周知協力

国際交流室 多文化共生推進事業 5

２-（１）-ア 3 スポーツ教室の充実 スポーツ振興課 スポーツ教室事業 7

２-（１）-ア 3 地域交流センターでの学級・講座の充実 文化芸術課
地域交流センター
講座等事業

2

２-（１）-ア 3
筑波山地域ジオパークについての講座・
体験学習の実施

ジオパーク室
筑波山地域
ジオパーク推進事業

10

２-（１）-イ 4 生涯学習活動の継続支援 生涯学習推進課 生涯学習活動相談事業 3

２-（１）-イ 4 家庭教育学級への指導・助言、講演会等の開催 生涯学習推進課 家庭教育学級支援事業 3

２-（１）-イ 4
生涯学習情報（ＯＢ人材、指導者情報）
の整備・活用

生涯学習推進課
生涯学習
指導者情報提供事業

3

２-（１）-イ 4 学校施設開放（体育館・グラウンドなど）の推進 教育施設課 学校施設開放事業 11

地域で学ぶきっかけ作り

地域で学びつづける仕組
み作り

 参加への障壁をなくす
取組

 主体的に活動に参加でき
る取組

生涯学習の相談・情報の
提供

No.

①　方向性ごとの達成状況と課題
評価者：生涯学習推進課
評価：Ａ(計画以上に進んでいる)Ｂ(計画どおり進んでいる）
 　　 Ｃ(計画より遅れている)ー (評価することができない)

施
策
評
価

頁 事業概要

施設の利便性の向上

参加機会の拡充

資料４

担 当 課 事務事業名

②　Ｒ3年度
事務事業評価

（参考）
事業
番号



施  策  の  柱

施策の方向性 有効性 効率性 総合評価

No.

①　方向性ごとの達成状況と課題
評価者：生涯学習推進課
評価：Ａ(計画以上に進んでいる)Ｂ(計画どおり進んでいる）
 　　 Ｃ(計画より遅れている)ー (評価することができない)

施
策
評
価

頁 事業概要 担 当 課 事務事業名

②　Ｒ3年度
事務事業評価

（参考）
事業
番号

２-（１）-イ 4 文化財の解説ボランティアの育成 文化財課 文化財サポーター事業 9

２-（１）-イ 4
生涯学習情報（ＯＢ人材、指導者情報）
の整備・活用

企画経営課
つくば市OB人材
活動支援事業

12

２-（１）-イ 4
市民活動センターでの活動相談、
アイラブつくばまちづくり補助金事業等
市民活動団体の活動支援

市民活動課 市民活動団体支援事業 13

２-（１）-イ 4 文化協会の支援 文化芸術課
文化団体等育成支援事
業

2

２-（１）-イ 5 文化振興財団の支援 文化芸術課
（公財）つくば文化振興
財団支援事業

2

２-（１）-イ 5 高齢者の社会活動支援 高齢福祉課
高齢者生きがい
活動支援事業

14

「社会力」を持った人材の育成

２-（２） 5
「社会力」を持った人材を育成するために、
連続講座など「社会力」を育成する講座を実施

生涯学習推進課 「社会力」人材育成事業 3

２-（２） 5 地区リーダー勉強会の開催 市民活動課
地区リーダー勉強会事
業

13

２-（２） 5 まちづくりに関する講座の実施・専門家の派遣 都市計画課
地域まちづくり支援事
業

15

実践できる人材の育成

地域で学びつづける仕組み作
り



令和３年（2021年）度つくば市民意識調査

資料５
（参考資料）




















































































	【会議録】つくば市生涯学習審議会（第1回）2021.10.21
	【会議資料】つくば市生涯学習審議会（第1回）2021.10.21
	【会議録】つくば市生涯学習審議会（第2回）2022.3.22

